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府　容づ慨/要

水研究は電気分並より通路線|ユ反ばす誘算障害の匯剪とその防止法について現象の

ヨ諭的解柝および実験励実証忿行っ悒屯勁である．

　カ１尋ヒおいては研究のＥ原と紋嘔を佐べ、炭末の趨走方色展望釦里七７湖升曳の二

工蜘卵洋莫を明卵ヽに寸ると共にさ句こ誘端乍肩により生ずる危険電圧と竃普電刄

の許印匈こつい=Z･嵯の内容佃勁ヤレ誘噂調者の台理的実施に対する基礎知隋乞5え゜

だ。　　　　　　　　　　犬　ニ　　　　‥‥‥‥　‥‥j　　ご　……………

　栄２章においてば電気故痙回路ｔ電肆肺趾と軌述とに分け、嵯れぞれを大地坪諮回

略として識いその上の電圧、廻流の分布にっしぼ解柝し、特に軌厦上の電流y2肉して

ぶ公聴r油を応用するごとにより、現蔡の把握£｀よぴヽ回略め解柝に肪吸の厦宜乞屑も

れるごとを明ら糾こし、こ!らに執直の/fシピーダンス、軽翔系数およびヽ吃車唯回箔の

メンビーダンス計算式を屏出した。また動ﾋｴ沓に旅し７居斯で行った難難S㈲こう

い乙£べ上抱鸚騨)妥当限を失証している。

　キ３章においては亀気彭埴回菌�ﾔ表的な埓条配置にがし７ゑ言線ぺ与える電扉誘

々電圧、僧電誘導吃＆1ら｀よひ哨錯電圧の計絹式｀をお心さらにこ九らに反ぼ才沖3繰

余の影勤こついて理藻的に過察し、特に回骸桝兵哨２右ヽいて行ったヨ刀ず∇加圧駕験

の緬限ヒついて包べ、これらの理諭を適用して混験値c7)解明詔了うことのでき５ごと

き示した｡｡

　栄耳岸においては誘導により通信姉こ生ずる覆昔と医信回晦の平衡渡どの如SI｀よ･

び｀こ敗に与九る通信回限力然諾定台不平衡バ交叉亙ど(形彰響にフい７理諭的、実験匈

に廃明し:誘昧絵音の予測を可能ビするため多くの遵信回飼こついて平漿液の実直万

波査し戈2防累にっいて広べ｀、仙石これを改疹するが法について剪秩的検汁を加え一乙い

ろ。

　オ５章にがいては交流ｔ気匯転における吸上歳田謬刈傾暦性にっしに回略哨祉を

おい、ゼの始折より吸上吸圧恩(7)誘囃む縮図姥支めその怜良を明らかにすると共にヽ

さら固山山蝉刻疵亀化抑映区間に£いてこれを実施し、回'mo)インピーダンス特性、

健流、電圧の分布池兄島ヽよび誘捌戮喫係数の測定を行っ友懇勲Ｚつい'乙佑/ヽぐ理論と実

験ビの比咬乞行っている。

　牙ら奪巨あ｀いては交液動ﾋによる誘噂顔藍口向して升1章

知撒を整理進用して、誘夥璋害ラ測計算(Z)喘一法占｀よび誘譚防止対洪の温鮑ぼＨり1戈、

ｔ



さらlこ北陸腺交液慰ﾋにあヽける勤也例を示し、まち欧匍ｺおける彭匿調杢の池剽２つ

い‘乙述ノNている.

　々ワ章こおいては直流卿ﾋによる誘傑典整に胸Lで旁71濠ないし膏斗茸(ﾌ)知識を蛯

理直用して誘謀錐音{MU計算の方法あヽよば誘叫阻止対能登定晦針を占え、さらに高時

祢､声海胎眼など｀のき遮亀化ヒあヽける参処例包示ＬＺｔﾉ､る．

　旁＆章においては誘暉子測討算に必願ﾌﾞぶ大地邨電岸の調査方法として耕に血己誘犀

孫載法劣よ区廿一斗コイル法剛

だ誘奪電圧去､よ沁稚遣陵圧の潮定方法に.ゴいて述ﾉぐ乙いる、

　附眼２は水文中口記載された蜷式｀の中、七の演翁過僅乞酋晦七丸こものにつしじZ、ぜ

岩りの暉出法を示してい５．
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電気鉄道よ刊削言徐への誘導障害の

　　　特性ヒ￥の防止方法　　‥

　　第　レ章　　緒　し　論

Ｌ・1　石汗究の目標　　　　　　　　　つ　　　　　　.ツ.

　永文の副翫涯俯吹吋とぜ(フ)恕射勁と脈との聞翁励随廓む成劾？つげ乙研兜し、

　1●2　珊一究の経過　ト　　　ユ″､-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　・

電気欽道ｋ誘導轄1ヱ降す･る涸究吋：＼92O年スエーデン匡漁がﾉら％％　によ

る鉄差郵ﾋ巻行っ沿卵脆険剛ｌあヽよび逝音電圧双勾こ関する惑苓障古言憂慮し乙か

紅り綿飴妁吻発き実施したごと込始迂る。その後宣流兪ﾋにおしに直流哀歌斤に水銀

整流呑を使用したこｋよりヨニ薙沓障客め堪だじくなり鴎侭各国にても種々調査が行

あれた。茸が回で為B浙助年助映大冊勉支電所及びヽ迦I咬電所に水銀鮒堤防便用し

たことが同語の始めであり、日ｍﾉｱ年には電気学会誘導防止委員を２旁３ふ乖員会が｀

設けられ直流電漱

側に脈動軽減用フィルタを附ｶﾛすることに･よりほｙ問題は解決し、昭和/３斗にこ政

’に関する最終報告があって委員会は終了した｡、しかし￥の蔀各所の電化は体長し、そ

の影響範囲が広がるにつれ癈兵会の遊奨するフィルタを具備するに為拘らず問題を惹

丈旦する場合兄住じ、フｊルタの効果に疑問を持だ鋭たが汁二次世界政和！よる困乱の

ため充分たる調査臨？われなかった。‘ご　　ブ　　　　　　。．　　　ｉ

　　　　　　　　－　　このような状態で終綾を迎え、国鉄ぱ経済復興の先駆と目差して鉄政略化の大々的

漑這匂剖し硯池２/年12は上越線約ＩＳＯ　ｋｒｍの直流/500Vによる聡をに着手し

　た、こ丿こ国鉄では誘＃咋茜の発生増大も恐れこれに関する調査研寛を行うヱビとし、



SMU2 I無恥試脚こ試験用線条９反設し、聾者らがヽ中元ヽとたって実測調査を開始した。

続いて同年末白豆上超線の團ヒエ毎が温捗し、こ丸を試験台ヒレこ趨々基礎的な資料

　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　■･を政屎した。その後高疏線、凩海差線などヽの剛ヒエ毎が行われたが、これを機会に特

にl、軌条に沿う帰線電流の分布、吃車線回路のインビピケンズ、ﾌ姐強t流器フィルタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I■　　　　　　　、・

の特牲などを調査し、催た通信回線の平衡渡と誘莽による雄音の性辰などにつして従

来にたい実験データを得ることができ乙綬いて超高圧送吃および商用周波数ヱよる

金吻1の廻北が行われるようになっ乙Ｅ和２ち年頃より再び内外共に誘導障害に腿す

る研究が活溌と后､り、あび昭では泥和２チ年電気学会に誘犀調整委員会び設けら允、

奔Ｌ小委員会ぱ送電線|こ関し、旁２ｊ滞員会は電茸12関し調査硬究乞行うこヒムヒなっ

た、しかし誘導調整(induciri've CO- ordiinaXion)のIJの示す通りこの妥県会

の発足の主目標は吃力剖と通俗側との誘導調整の方法にあった。一つまり池珠憾認導防

止というゐの下に主として電力側で実施する笏弟麹1ﾆ剥隻およぴ誘峯？測の方法を見

出すことに主焦びあつ九屁この当時よりは乾カヒ通信との協力の下に双方巴おいて

最乱合理肋配最妬経殯的な誘導吽茜(諒趾策乞構ずる必讐力ヽ凛溺され″き柴鎚ｒ

(ﾌ)方向に注題が盆んおわけである。　　　　　　　　　　。

　このように戦前ビ戦後と巴おして研究鮨痍が進歩し、通信側の協力により現暮の冤

　　　●　　Ｉ　　　Ｉ　'ｊ●　　　　　●　Ｉ：　　　　　　　　　　　、。　｀、-･　-･● ｌ．･･、｀。｀　　・ヾ。。●　　　　｀
明力岐に這渉し､ｸﾞまた随1ﾆ鉦峡の巾力ヽ汰きくたったことなどゼ多どの有益鳥廓蛎塀

　　　●、　　　　ｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　ｌ　　　　　　　　　。
られるようになった。

　筆者ば国内吐おけるこれらの委画会に関係する一方4国銭が麗和２？年に鉄道の交

流暗化き採用しなため、商用周波数による電気鉄道と謬草鳴各どの師系を究明するた

　．　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　●

　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　●め同年棋沃線、福山線でこitnmする実験をたい、迩たBE珈３∂年IJ言交流駆ﾋの先

遣回であるスエーデン、ドノfツ、フランスめ喫惰を調査するた蹄回鉄交児副ﾋ調査団

の一員として渡欧した。また政道載ﾋ協会笛よび鉄道通信協会樋国鉄の委嘔72:受け鉄

　　　　●　　　　．　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・道の交流i裂ﾋに!関係する名著(刀闘題を痰決寸るため多くの蚕貝会を設けて調査を也め

た。このような経遠の後レ昭和ゴ２年ｲ山山線jbｲ山台･作並間、北陸綿征対･坂賀間球

　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　・　　　一一 I♂
itym:4＼iにょリ嶼互、同ﾐo3拓郎系北鋒荊幾･白河開硫いて白河･福島閤こ6交流卵七

により開通し、昭和34年ど月現在で|割山山線伽伯¬作並２９､７ん屁)、北陸線

　(EB排一徹賀μ人／ん。z.)、聊ﾋ線(黒磯ｌ一福台／∂ぶ･？ﾉ４)、帰命線尚可－

勝田ｙｊ･クμｓ)、漉児島線(門司港一久池米zム５･ijんあ)μど約μ､5･ぶλｇ糾

女流慰ﾋにより開通した。

　以上(ﾌ)姓嘔の後、鉄道の副ﾋy!より生する通信線への誘導鴎害の中、誘蔵危険電圧

　　　　　　　　　　　　　　　　　－　２ 一一
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，の問題および誘草附音姉害(刀屈居はほ叫紀明し霊され、これを解決するたあの慧が開

かれたと見られるに至っ咆ので､ヽヽこれら(7)池本的萍項をまとめ、各種の茅象を週崖函、

笑験酌に実証するビと制２、･今後の応用面乞柘らくことり

１　，●

1.３　誘導調整lz関する拒牙の考え方

1.3.1　・　C.C.I.XT､:･の芳え方　　‥‥‥‥‥　‥‥　‥‥　‥‥j｡.･

　C.C.I.士丁≒(国際電窓馨蝕抽ほ=員会)=脚乏の指示書7)

’
:
-
-

.
ｆ

'

｡
.
i
、
｀

(Diveとtiｖｅ）分?l章

反収カ/り章巨おいて吃気飲厦ヒ電話線との接近|ヱ関する間題包吸づ七いる．しほこ

の中よリゼの蜃点相鮒巳ずる．………

　　　（１）交流電気鉄道と涯傲知派近

･ ｀ ｔ

ｆで

゛Ｑ

　(X.Jt険電圧レ平依脛転状剪における獅電誘導およぴ電磁誘導により通路線12

生ずる電圧£よぴ電球線の短絡冰故謝2恚ヽける暗磁誘尊心延也1し之通信線ヒ生ずる電

圧1寸、人閣の耳1錯響坐響の危険を与え、娃た場合にようてぱ直接生命池関すら危機

および通花蜘回緩へ与える絲細腺尨どの危映包往ず池丿哨響扉鰍浚藍課線の場

合巴ぱ僻電誘導によつ一乙生ずる場合力帰ぐ避脹勤憾導亀圧ヒよ､うて.倣ｔする際･２

電話!裂遜る電流のエネルギーが'o.oiジュール以上に曳嘉と力吹ヽある．こヽで、

C.C. I.T.Tぱ避刷勣赦電電圧をＤＣﾝぢ㈲ｙときえているのて2友つて僊耐締健圧

の制襲値丿邨制明託して.はい尽し吠、ＡＣ実個乱２／∂Ｖとき洗てぽぼ宴いであろう．

　電磁誘導ヒ抵く危液亀１ヒ関して.は、架惣影紅こ吋七･で短皓疹故時に実効値４３∂

Ｖパ肺艇1転時6∂∇政柄=容される．また地下ケニフリレに対してはゼの両端珊２匯当

無絶像耐力包持つ尨紛燧達挿λ、七た瀕洽て特k:ﾘり線ヽ已べ地間に避雷器も使用してい

ない時には、ケーブルノだ線ヒシース聞は試験亀圧の６０気胞趨戈ないﾆヱﾋﾞ、およびケ

ーブル附蚤笛の大地に如する試験電庄包超えなしにビ加凶要｀どされる．まさケーブリレ

の場合、平常時誘導:の危険電圧ほ次の徊徊)満たさ淑Ξ湖洽/５ひ７までヽ許容される．

　条件１;一進§危絶紺耐力恋持うた皮戌号で、誘政を勿ヶる区間ヒゼの他のＳ爾

kを絶醸すること．
・●

｀”ｊ
り芦゛･ヤ．

　徊牛２;一　部厚区間で々－ブル心線の作業壱行うメ、ｂ特称拍膚色与えること．

　ｂ．通信障害　　　電話癩2許容さ政る超沓頌亀か徊庶頻弓線でぢｎ･こ∇しヶ－ア

ル回線で２�∇｀とする。鳶台差昔悲運力吐次のように忠義さ飢る。

　廻老吏巡力とは鳴話回線の両端彩２おして、終魚則は謝血インヒトダンス､で成端し、

- ３－



汲掟瀕では整合用F－ランス咆遊して６ＱＱＪ２癩肺tで成端レ、飴・心端で肺佃度

する特性乞特つた耗老電圧涙4足豚にまり槻|渡し、ぜの２を詞誌取っｻ今ゼの回蝶の雑

昔亀圧迦電力とする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬

　匙信回線にフいてぱりレーに流九る誘導廻流が通庖廼流のちμ丿く上に2なるど醵各

の恐れを生ずる．十　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　Ｃ．判剔式｀　　以上のような各障害の有無を判剣するためにＣ､C.l.TTは次の

諧式潅用いてし唱．（だヽごし式の形影MS分若干勿汚し発端の妬ある）

　　1）ﾉ架空瞬鴎則同生ずる音響喫奪

一式a.])に示され５千の値がぢ０を超してはならなしに十　　∧ユ　　　十

チ＝ｊ=ぷｰく５Ｑ

２）慰胞誘脈亀E吉備式｀

　　　e = 27c八必Ｍ尤Ｊｃ　（Ｖ）

3）僻咆誘寡により架空裸線への羅音婢咎

　　　<t> I.ら√ぼ回:/バ　　　　　　（ｍ）

４）電磁誘導により生ず占詣老電眉汁僑式｀

　　　eP゛ ePI十Bpz

eP･こso 00 9亮ＢＭＩ ＪＰ･

ePｚ－らo卯Ｍ££　Jp

(V)

(Ｖ)

５）静電誘導によりアース帰路の架空電話線へ流れる亀流

イ　ん゜1ギｙ２刀;すえｖ｀×(O　tＡ?　＼　、

記号(7)説明:一上託諸式ゆの記号は次の亙りとす。

　見き電気鉄道と通信線ヒの平徐右随

　Ｚ＝同べ主｣こ添架される通信線の線条艦

　Ｅ一電車線電圧　　　　　‥

　皿＝通信線と電車線との平均間隔　　十

．ｂ､Ｃ一電雄降･､通侑線の尨上高言ニ　　＼

（１

Ｏ

｜）

２）

(1.3)

(1.4)

Ｏ

（Ｉ

Ｏ

５ｊ）

Ｏ

７）

0｡８）

Ｒ９よ一接地縁湖水･郷麺岬御jとよる逮艇誓

ヽｅ一電磁誘導刷Ei:　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　。湊

- ４-

『

Ｌ・●‾・

春

￥

ｇ-

＆

　 -

/'Ｓ

曹



φ

Ｗ

⇔、

J、

小

｀￥

-

1゛

９＝ケーフりレの遼蔽係瓶

花＝レールの前勅唯

Ｍ＝電罪線と適信線との圈の相互抑μ漱(Ｃｇsｏ゛一孔ルｃＪｅ.k･ｸ)ど)

　　　による。)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、｡

　　　　　　　　　　s　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Jc＝電車線電流。常時員題の場合は七クシΞ1ンの片端に２本の機隨眼が同

　　　時に入る時の電流､複線又は咳々線でば単噺7)場合のに5倍の胞洸、

　　　故叫時ば短締電流a)交流分初期雌。　　　　こ　　　　ｰ　一才､こ

Ｋ==電話波形率。哭測なき場合∂．Ｑ２とする。　　　　　　　　へ

ＫＥ一等価妨署電丑、

　　　　　　　　　㎜　　　　　　--　　　’　■I●ﾐ･- jj
｀一元ﾑﾉΣ礪⊇‾犀∀よ･

S8oo= 800%巴おける趙音評販聚数－／・00

匈－ヂ‰における雑音謝�系数、

vf一き電覧圧中込含放れる蔚i堆石滝圧。

叉'一交叉により補償されない長さの総和尚
　　　　　　　　　　　　　・　　･｡●･φj･
叫一羅音恕電ヵ (Ｖ)

　　　　・、'･f･･

(上9).ご＼し.‥.

　　　　ePI・i＝縦方向誘起電力ｙ週信線の不平衡とμより生ずる殺音起電力

　　　　叫ｌ＝返信線の交叉の不竟分に基く荷駄詞l力．

　ケーフリレの場会及び架空願偉力は■zoo仇以上㈲腿ており，且交叉により補償さ札

なし嘲扮が卜心ｙu以下の時はepz-0として沌よい．　　　　　　・，

　レ　　Ｂ一遇忽回線の800 %における平衡農．　　ｙ　　　，　　上

　　　　ふ一等伍池害電流．実測尨きときはユのｌｚをとる，　　．犬　ア

二言嘔でＧy‾]hr

j卜古:裸線の場合

(1.10) . . . ￥

　　　 I n：ゲーデルの場合

　　工f = Jc中巳含される高調波分　　　　　　　｀

Ｍ必－しール帰路と架空二線式通信線回発明の８００兄における相互誘導魚

　　　数

(参　恚)

平順順胱J。呻の蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孔

耳巻求める，

-

５-



　即ち　lf 一 石工･

　ただし　　ず－５ｏん又はらｏ６（印さ､奇数）　　　　　　　　　　　　……

　　　　　工戸基本波ぢ0兄又は６０％電流。

とし工､一心〉ＯＡ当リのみは表１゛１の昇りとな鳥

　工、に対､し電車価泥流Ｔｃは亨実上高席皮分だけ大きく愚るので、上記紛直l姓J。

100 A当り厘脈すると白４約僕程小さくなる。また高為赳有率が‰のとr

きは上表数値故３倍となり、さらにＪ。I OOA当り以奥箪冰るど約３知蓉ど小辻く

なる。

　　　　表1゛1　　交流電気必道巴おける等価妨害電流　Jp

ケーフﾘレに対する　　Jp 保雄已封ずる　Jp

ぢ○池永 ら○気張 ど○％系 60％系

１，フ３Ａ 2.33 A 1.27/＼ 1. 58Å

公ヽし　基本波駝ｔ lOOAﾌ

　　　　高調波含有率　ﾝ介 rし＝高調波次数

　　心）直物扉駄前白光

　直流電気鉄道の場合は通信障害のみ乏息蒐淘

に生ず｀る廻流d）突城の衷4七咆よる過渡時陣斟２ついてぱ資料不充分という理由でヽ取扱

っていたい。即ち平聯寺右電中にやの電圧、電流に含ま九る支琉成分に基ずく誘導の

み巻扱うこどにしている。

　沈静電誘導によ５啼雷

汁３軌条球｀に対し引誦喪謀お導は無滉Tてヽきる。

架空岸線式芝気鉄道に対しては式（1.吽）と同じ巨吸つ乙よい。等価妨害既圧KB

の植について皮測のない時は表１．２と同じＫのj直包用いる。

　ｂ　電磁誘導による障容　　　　　　　　　　　ノ　　　　　ス

　電車線が1つの心力ヽ図会廻心、員趙|妊鴎四し２の時ﾚ2液九る

嘲面部鵠諒独咸｀（1ヽ11）の｡通りとなる。

　　　　　＼等価妨答電流白　ヤ‾百弩尚（‾　I‘　｡･　　ブ川｡1）十

６－
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争

'丿

　　ず゛'ヽ

令

･￥

ｉ-

苑.ヽくし

L－

{j
架空単轄式｀　　/,５゛り／91!肌

膏３軌条亥　　と)．ロツら

　Lは面路郵初）インダクタンスであるが｀,贋関市ぶよぴ退渕２ついてのインビ≒タ･･

ンスは無硯して線路のみの値.包.とつ７いる．　／　　　　　　　　　＼

　ｋの礁ま架堅な肺弛対してヽ■kf= (.0・ケーブルに対し乙句－Ｊ戸

kLド乙ポめる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぺ，　　．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●Ｊ｀　Ｉ　　　　Ｉ　高謳破成分の美測の放し叱きは表1.２に与えた値をとるｔ　．

　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　°　・　　　●･,鉢&II●　●　　　　　　　　　　　　　.
　ごの結果ヽ四部眼よm1力ｅrの古畑式席(1.12)となる．

　　　　　　　表T.２　　直流ｔ例刻釦おける等缶妨客電圧口）原放火　ダ

良　煥　橋　名 ……、　ﾉﾄﾞ、　、

３眉整流器(qricLねlしで）ｊ

玉屑　　　ｊ　　、（　　タ　．）

にい祖　　／　（　ダ　｀）

回転良友枝

電動発電纒　．

　べ…………∂､･.･ﾀﾞﾝ（

　　　.I∂･･ヂ:jTﾄﾞ・

　　　以ひ／ぎ

　0. O O､5’、

ゝ　　　　

∂',00 2S

　　ePニePI十ら２

　た斗. ep,一子妥Ｉ M-B

　　　　ｅＦ一子えＭｉ　　一犬

Ｃ瀞音電圧(加膜僣ま交湘批の唇鉦同じてヽあるj

（

（

に=

ほ）

（目ルト

　Ｊ電所２ヵ浪ヽら愉りき電を改滴舶まトタ々のぬ誠釦地組ヵ嗅る岫咄豺

　　　　　　.　　　　　　　　　　　゛･｀.゛　　　I I●　　　　　●●　●.　●.　　、●、　　　●4...･¥●F●･●Iあるので、司粛諮妬勧肺新扉漣流し､察蝕暗面駒或方の諭ｉ桔砲面)

廂札ゼの邨のインピ乙ダンスでヽ割つ幄兆①ざ等し(、亙る．

　乱電信線への席害把つしにぱ未琉尨分九磯料ゐ傀し雨)ち勧告てきだし九　白

１。3.2　彫む壮物嶮座の恚えカレ　　　　　　　　△ト　・

（1）直奏倉気前述の場合秒19､5条の２おヽよ沃ヽ恰ら司条）　　　:･

削毬呟用架空電心原鶴認

- ７－



　　　　　　　　　　＼

直流馥線式給電線でぱ２心父上、直流単線式給電線および架空廼曝帰煎でば仏心ｽﾞ上

騎刳-る必要がある．ただし甚鸚誕流郵訟通錨ヶ-ﾌﾘﾚを授用す心場合､またぱ

瀕空弱電流動拍贈弩首の承諧を縛亮錫合はこの限りでない．　　上　　ユ

以上の規光２甚く尼な云陣離三反ぼすおゼ歳．あら場合1むＪｈ走じて次鳩|或を

しなければならない．

　ａ、凭弱両耐恥部初艇屎ｅ腿乞避大する２どノ　．･･　･･　　　　　．　．･

　ｂ、直液厖原の高圧波形摺平媚ﾔ2なるよ引Ｃするこど．　　　　　　　　．

Ｃ、帰線の羽色醵部かボよび大地にｊげる電流志減少させるこど。

　ｄ．踊電流胞聯釦詞叫泌!と帰線との函赴蛸鋤呼ること．

　（２）交廊融t鯵道り１合（オ･２２／条）　　　　　　　ご

　交流き電成酪、交武電車線路､文渋咆靴娯昏胞互間造たは、楽空交流皓防備幟は、

既ぬの架空劾吃流俗雑訟前して部脚籍包反ぼさないようそ札から充分ｎ離すゐヽ、

り聊泉の不岫睦部分おヽよび大使吻通ずる亀流蝕琲艮するか、まちはゼの他の適当方方法

で施設しな汁ればならたい．

　趾お上訳(ぽ(２)声吸に関浬し７.誘導噺彗削映鴎検計す５方当２ついてk健支工

詐物屍窪では何)頌知1・=いたい．漑｀つてＪ咳はc.c.エユＴの指示=酋を戮むけ喰るより

他に?ない．

1.4　危険電圧ｋぞの許容ﾉi直

　通信線に生すら危険既圧l遠、雷により発生する妬のと送丿叱電線加咄淳故または、

交流電気短劾運転中訟μ　同紬鴎泰恬犯よ

およ叫鵠Ｍ線丿眺酋ビの翻刻挽k峨掴するそのなどぶヽある．このような亀圧の

発生ﾚ2よりmmm.の地紋㈲齢こは焼損池｀よび｀人体四Jｔ

訟半う．危映電圧贈雌疸はこのよう刎副ヽジ鏃防れ乙いる．しかし八巾２対する

危挟は何こものよ.り々iまし芒重祝されねぽ痙らないので、白蝋危険電圧の洲容根度は光

ずぺ体ぬ封す５影響を考慮して定あられるべきであり、吾借機召ゼの遡ばこうして決

定され知見険載£に充}分耐える崖｀けの絶版酸力き持っように頗計七らる/できで｀ある↓

　さてん体k宍する危険の判支にぱ電亙を以って表鹿するこどか慣例であるが美際ぱ
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るが｀、２;れらより危険殴流12対応する亀圧値ぶ富よJ省良定できる1まずである。実際ぱ
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　そこでｍａ(７)結果を組合吐人即ﾕ汁す句覧検亀圧と継焚時岡どの吸汐を求めると、
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圧とは少くこ-■Lmy.以上継靉寸る誘謳電圧で鳴る．乱.し適当尨防護子良をヒれば｀、ごの

嵐は/５∂▽註ぱ差支えないこど巳なっている．

　　　　　　　表1.も　　危険電圧許容限度

条　　糾 許容瀧(V) 詫　　　　岑

日　　　本
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右手つき

1.S耗E音電圧とその許容雁1

　電話回線､ﾚ2流れる通話電流以外の電流ぱ雑吝電浹とし乙通丿話障客ヒなる。ごのよう

な宅流の疏れる原因によって、ぜの回波数成分=6ﾌ鴻乞囲に亘り、￥赴らの通柘吃Ｊｒ

す紗斟)異る。これらセpmrるためcc ＩＴＴでは耳や受話器の周遊網怯を老患

し乙＆匹｀％を基準とし肩蛯齢価砥数Sり淀め、それゼ｀れの盾居敷の亀流冰たは＼

昿圧に好き乗ヒたこものを削瑞琉または鄙詣電圧と称しこの敵艦の勾hで舞邸瞎

の大小を比軟するこどにし之いる。またこ飢を渕庭する匂倆捌白訟)らλた雌性き

将詞漑ま電圧丿咬召が用しじ赴、昔遼両端を域端され怒回線の二言の必ａ泥端子で･

濁直し紬貧りＭr咆丑√七(7)２倍刎Ｍ浙沓起電力と称している。回篆長路狙芭信線

およびこ雅吃類する廊励糾2対して遮音懸電力(乃卵酋順接ぱ架空裸通信回線で､BnN'

以下、ケーカレ茜信回旅で２㎡∇'以下どさ九てしぷ。表1石に各嗣政故K:ま茨する

耗音紐妨教町包与え５．　　　　ト　　　　'･　　十　……

　さて通話拓負包左石す５４の嵐回1齢器特性、泄憑略特性および｀これに加うシ２祗

會蜃である屈ゾこれらによる盛話の伝ざｓ負包耀)る尨ぶ)吃鯛旅攻を尺慶とし乙必準

通島松)城衷量畑りっす明嘸嘸等位演衰量(Ａ亡Ｎ)妙用いり

囃廻話品負の蒙淳とじ乙伝ざ系のＡＥＮ総量を4-9 dBどじこいる。ごのとき音節明

１２－

へ

４

7－

･

賢



４

"

１１

￥

，－～

r’

ｍ浪救％

　夕Q

/タ∂

２夕口

３ぎ∂

4£ぷ∂

ｊ左汐

LSO

フぷ∂

SOO

＆S'∂

　夕方∂

／∂夕∂

／∂ぷiｸ

善
明
鸞
ぎ
聳
句
了
漿
㈹

表1.ら

　θ･ク／

３ざ､､ぢ

ノフ＆

３７６

､ﾀ＆２

ク３３

＆ぷ／

？ぷぷ

／∂心ﾌ

/ク３ぶ

//クタ

//２２

//叩．

延音評価係敷

胃波数％

／／ぷど)

/250

/3S0

／￥ぷ∂

Λぢ7ぶひ

｀/乙タ∂

／クぷク

/～叙ﾌ

／?ぷ夕

２∂ぷ∂

ユノぢ夕

２２ぷ∂

２３ぷ∂

5f

-

／Ｏ３Ｓ

９クク

？２∂

＆＆／

＆φ２

ぶ,フク

ククぷ

ク４ぶ

７２夕

乙?∂

勿？

ぶ乙／

乙･X３

5f

周友数弘

　２｡４ぶ∂

　２.Ｓぶ∂

　ユ６､ｙ∂

　ユワさと）

・２＆ぷク

　２ﾀぶり

　３ク∂ど）

　３ぶぶ･ａ

　。●､¶･　今ぶﾌｊ∂

　４汐ぶ

　ぷ次コタ

｀ンぎＱこフａ

Sf

-

乙２ぷ

乙∂７

。

５゛ヲ∂

S7 /｡

ぷぐｊ

ぷ３￥

Ｓ-２５

３タ乙

ノク＆･

　ぶg

,２.

＼/ぷタ

く/ぶダ

　　　∂　　ノ∂　.･２∂　　Ｊ∂音霖h月a尚尚）ｸﾞﾔ？町μ∂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ圀1､了音痴明瞭度と単紳湖咳および嘩句了解良の関係

- １３-



嶮負ぶφ刄(単音明瞭度如％)刈得られ、章句了鮮度?ぷ％以上前鵜河Eぷれる亀の

とさ瓦ている．図1.3leM哲明南無、海面了朝嵐と=飴tl明匹乃歎E浙す．雑音亀

圧きA E N 収鮮ける尨ぶ)電心迪温信研究脈詞叫遥話系(ARAEN)で夷験し

た結果吃よると図1､４の医りとな乱曲線の切迦糸域巾３四～３∂仰％通話系

IU十すら六ワzイトバÅヽヽの影響、曲線bおよびＣはぜμ公札伝送碑ぼ巾３∂○ｚ、.3､りク

％、ｊ心)～之ぷ勿％通話万叱対するスベワトルノイズ仁ごゼは３の､沁jら｀よび七

　の冶調波のみ恕含むﾉﾉfズ)の影響を示す、こぷにより租借電圧が大きくなる削超い

.旨のＡＦ/Ｖは大となるのでヽ総量今夕必Ｂ包係檜するためにぽ通話示め一倒吻政･て

AEtヽﾉをぞれだ｀け浦少毬しめねぼならない.博準通話系として啄皐7)匯翻i負包累っ

ために市夕陥]線jつヽよ心内回線の嫌量大亀圧ＡＥ八/の配分の一例は表1.ワに示

される．従って剖えば尨送詰中に躇者電瓦み4V‘七庖む渦合巴標義!)匯話痘質包得る

ため即ま、基音吃圧に担当するＡ巨川まSI.４より周政戦県域３回⌒.２心∂％の場

合約/6d巳である．吐だ表1.ワより柘ざ髭総ﾉAEμは約３∂ｊＢであるの匂云並循

呼に霞された減衰量は３乙)－/乙＝/硲ｄＢと互＆.友っｰび云送系の減衰量ぶ゛/み佑

表|.ワ‥　標準堰釜系におけるＡＥＮ(７)配布例
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通話系石部の割ぶ ､ＡＥﾄ､I　C涜Ｂ）

電　　話　　呑 ／∂．／

萱聯㈹句岫 ∂,タ

市夕両者隔お心碑ﾋ曼 ２?

類幣賞誉
μ,乙

廻流訳勃膜 Ｘ∂

蔵釜隨健才蔵 ２ﾀ･？

痰　　齢 今夕,∂

- １４－

-

１

４

･ 〃

●｡

Ｗ



●

●

　～ゞ

●

匂

-

ｔ-

／

６
　
　
　
ぷ

／
　
　
　
ノ

一
一
｝
　
　
八
一
　
　
八
・

　
昌
街
劣
赴

量//

(辿)
/。

２ ４

ｎｌ♂ 圧臨8

図1.４　　遊音電丿王ビ憑話品贋ぶ北量

　　　　　　　　― 15 ―

／ど）



の場合は、趙皆電圧は＆､ぷV-まで訥=容されるわけさヽある。このようにし刀訪籤損失

と￥れy!許容さ元る無看亀圧ヒの関係を求めるビ廣十与のようになる。このよう1/2し

て通路系がふえられた場合は、これに訴容される無音電圧と通話系総ＡＥヵ､／ビの和か

な９ｊＢ以下であ必ときは、常咄票準び)匿話話負揃呆たμる。友ゲ乙どの回線ヒつし･

でも一廓吋回lｔａ.り;j限ﾌﾀﾞるこ引ま余り意練の紅いことである。参きの尨め還俗回

線の轍陪慢気を示亨ど、表１．５の通りである。
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に出発すると考え、こ才t却尤撒す底んだ｀点ではー(卜肌ｏで)工､と-r,x.となり。またＰ

点巴達寸るとしール附象のため全反射をしてC)原へ向うよ､うk･2なる。この1典拠をSI示

寸怜ｒ図２､３(ｂ)のようになる。かくし7C〉淑から之の陶靴泌る廻流の紡μま次
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　（♭）巨見る直り、吋芝亀流覗。工ｌｙｏ忽台よぴ｀P点より出発する盛行波電流

ことは陶２証明されと忿れ故誘順亀沈中に含吐えるＺの廻行典ｅ波分遂図2.6 (a)

の姫鴎脆出口え乙

　レールの大地に対ずる亀位・最高点ぱ、Ｅ２､占に児る通り気荷の雌続兪Ｐであり、

最低痢ま友電斯のき電点０である。叱しＰ点とo気（ﾌ）軌道状態が同一たらはごその絶対

建は等しい。これぱ式（２､ち）～(2. g) Vこおいて尤＝∂　ま赴は又と置しに求

められる。即ちレづ比）最高電位墟べ:ぐ2.1ギ）（2.ぼ）のようになる。　　‘

　　　レーJﾚ必べ無陶ヱ長しＵ易合　　　　　　　　　　　づ　　／

　Ｐ点巨おいて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

　　　……X4･IX ’手心1.5バレ巳‾四’）　ダ　犬……ﾆ（?、14)

　　クレール糾懸叉の場合
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　　　　泄だし　祐一（ト?t。）

　伎の大ささぱ、レ一ルの堰類、レーjし犯流れる吃ヽ鮑覧、大地．導尚洋瓦をrによ･つて

池汗相異寸る．呉を縦追の軽喊係数と坪jにをに.する．命名．由来は誰印２おいて明

らかとたる／･　．･　　．･．

　二眼ｙ！３０ｋｙ･レづレ（ﾌ）時は与9暗レづレに比して列季導位・小きく威っｔまた

無尽所容量瘤ｈきい（7）で、レーかに廸九る電琥は利靴峙咆おいて砥異常吻こおいてこ&

常にぢｏ晦レでレの場合より吉

ンスヽＳ・ふ!よび能面微滝ぱ痕に示される表２･も､表２.ｇに兄る通り趾）呼｀ビ知

Yfビで大きな毫皮ない・つまりレール電位゜大きさは加kj.しールの方が３°Ｋ営の

場冶士り為大かくなるのが常である．言たレバし槍廼縁のある爾合は式０.叫.）ヽ

　ぼ/引　を比陵して判る遠り絶紹のなし�合のぽぼ２倍の電圧になる．

　以上び）結果より無権してヽ大地に対するし一個雖取最高にたる始ま即略し－Jレ

の浦合で、且っし-jﾚの最端末ぺ負荷の入る最少ごあ乱拭丿2.14)および(2.153

に宍び2.2)バ2.3)の瓶値乞慰回し一乙レール電位例賤詑求めるビぽぼ｀次の式匈６）

　　　　　　　　　　　　　　― 25 ―



1２示す範囲内となる．

　レール端末

　　χふax = ( 0.2ぺO.8)I

　レール中閤

　　　　Vmoy ■==( 0. I'～0.4)1

Γ
卜
ｙ
Ｌ
～
丿

(2.16)

　な笛式（2.16トぱ周波数SOYsViおける数値より導いた凪60％におい７妬･gS，

の願ぱ殆んどらQ％のj箭合ヽ乙差異はないので式に2jいは６ｏ％の場命に毛適用でき

ると哭てよしV。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

2｡３　軌道のｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽおよび軽減語数

2.3. 1 レールのｚfンピーダンス

　｀レールは恢で城地されるため商用周波数(7)範囲が既に強い表l畑乍用を受|ナ、レーJレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k　　　　　●　　　t●　　　　　　　　　　　　●内昭流ぱそ(刀問辺Ｋ渫まる。この丸め丁虔レ丿ﾚﾀ湖とぽぼ等しい円周を抒つ鉄母躊

と等しいインピーダンス窓蜂つと考えられる。こ赴をレールの等擲印徊哨叱いう。

即ちレールの内但インピーダンス乞乙と寸るど、面似的に式ぐ２.1ワ八喊立する。

zi一胎ナjLﾀLl

Ri－しむしふ－1/? (２.ﾄﾞﾌ)

　戴が回て虚用さ水ていそ滉用しール２ついてゼの寞刻馴持･えると表２．１の通伺･

徽４･左右し戸凶た7)は重塁さ血る電流雄により果ふ夕に同一大きさのしー)ﾚについ

てごも試粉さよって若子異るようである，て'rueh!・・よ８)氏ぶ猛周友べ胞沈における罠

剤咎行い，≧札色図2,ワの如くに纒あた。この図を攻が国のしｰﾙ2瀕淋すると敗

　　　　　　　　表２●1　　　　レづレの定歌

レール重さ

　(他矛)

局長

CCTTl")

等価半径

　(Ｃ卸ﾊﾞ)

汪成年

　－　芦

回友泥流
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断面願
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３∂

３ワ

ぷＱ
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２。２のようK渚

　この結果によるビレール1本た疏昶る電流がぢ勿Ａ以上でｊンビーダンスばぼば一

隻どなる。ま瓦バンビーダ･ンス・湿度㈹欧は0.4-8 7o/°cぽ２ぴ'c ■Pt'M.は過現上昇

/と)゜ｃにつき十ひダ迦加び)埋喪で為営。

　まな面用周洩面膀剖訪扮冰戸／jアクタンス分はず号以と例レこ大とがる。

荊へは％と)％ではど∂％に比レ乙抵抗分がり悪･，リアタタンス分ば/,/３.倍となる。

しかしさらμ高し八周波数では近陶冶に式にヱア)が成立するようになる。

　次にしー)ﾚ(ﾌ)夕ほ町ンし?＝テンスＺｅについて嵐しールの痢旨叩奥渫体涜大地上

ヒ置かれ尨と希え，蜘次導体乃夕㈲／fンしダンスに賭ﾄするCars。n.-ToHa.czek

Ea7)公司包直用レ乙次の隊3禾かタことができる。ト　ノ

ｚｆ一汗一肩つ十片(ﾐ2ム≠ヤ２ム会4･ヴﾄﾞｰｏ. ･544J)

×'110‾4Jy／1
び)･ｔ

表2,2 レールＬ本∂)内部インゼーダンス

ぐ２、に:）

レール重き

　（k9一で）、

レーJ湾流

　(A)

/|ンビーゲ｀ンス（gQxj〉 /|ンピーダづス(r沁句

Ｒ嶮（久，） Ｘ鼻ぐ%･･） 成分(穴,) X到穴り

こ50呼

　タ∂

／∂∂

夕汐∂

j'どﾌ汐

どﾌ、ノ･ら47

ぶﾌ，／タフ

タ，１３乙

∂，３弓ム乙

汐, / 6 <s>

以／ア７

必ユ／乙7

乙?スダア

どｸ，／乙２

･ｸ,／フぶ

ジ,ュφ２

び,Ｊｆダ

<P,/9-･Ｚ

４／タ２

ク.ュ3j｀

z2.2７２

３フ晦

　夕汐

／夕汐

２夕夕

jW

∂, /3S-

ぶ, /S-£-

汐,２∂夕

汐3 -2 O

　゛･ノタ･タ

　汐./ぶμ

　∂･／タＪ

・ど?･z3 3

以ノ4∠g

ク./ 6S

a.2-2. i>

O, 3 S^

汐,／ぶｇ

∂,/8- /

汐,ュ／タ

訊ユぶ乙7

5’ Ok｝.
　夕ぶ

／ββ

２／μ

よぶ汐

，　o. / / 7 .

　　∂,／ｊ４∠

　　゛･／ぶタ

　　<?, 2 77

ジ，／Ｊ／

４／ゲヽ／

乙7、ノ６、Ｓ‘

必２ｊｙ

ぶ.7-･2グ

乙ぞノダＪ

ク,ノ７乙

べＪ乙ﾌ＆

どｸ./ダタ

祠／ぷＪ

β．／ア.2

と22ど

¬２８－

~

゛ i

●

4S

-

-

．噛

聊



７、

４

　　４゛｀

-

-

ｔ

曹゛

l

l ㎞ ，

ただし X = 2孔√4-x6^uo = 2-Roく，（ｘ-ｿ石万辺‾

　　　　　孔一し－Jﾚの地上高さ(cm, ■)

　　　　ざ一大地溥電率　Cc.as.e.w.し･,j）

　　　　　ｒ一瓢斟任　　　ト

レールの珊合は£鋤はいのてヽ

Ｚｅ２ 几Ｔ十加C 1.23･9－2ふぃー(ｘ) C2.l'7)

　　…
……？～

卜

１~→'･～･ヽ･・ヽ

2｡３バ2　牧道び）・インピーダンスおよびソ治垂死牧’　　　　　　　　二　　･’

　-さて以上はレール１旅についての／fンビーダンス算式｀をぶえたび、いましールｙ２

本平行に置かれ友単線軌質12ついＺぜの大途り聊蛸シビアテンス乞一之。２と恬ると

。㈲録1､ご参照）

ただし

2ai = ―Z;十几ず十jω( 1-23･9 －.なｒＤ以っ妬o｀4ｿｼ‰72，

Ｄ＝レール中心間畳離

　　　標埠方－びの場合

　　　破軌の場合

１５７ ＣＷｉ,

//３ cm.

(2.20)

　式（２､20）12よって亀幽帚路回陪どじ乙の歌道の／fンピーダンスセ求めることが忿

きる。計旅ﾌ）結果包表･2､3 (50%)、表２､4C6o?i〉及び表２､s (2oors) Y.!

示す、

次に核道の大旭ﾌ包帰路とする回略亦ナージＸンビーダンスＳ２お｀よぴ伝替究裁て

は式（ダ３）に与えられ怒吐釘副

および表２,３の4直宮V入し，Ｓ£よびにを求めると表2.6jら｀よ碩芙２,ワの直

りとなる，この始原に児る直り軌道のサージメンビーダンスおよび㈲播歳教は，しこ

ルの雇別也｀よび大咆部電斜こはそみ窪大さく影響されたしぶl軌萱Z渦翔猷貌よっ

てヽミュ巧'ル/.？亀　に＝.∂β３よZ2　　の範囲内悶剱肘る．な£衆愚

の紅めし丿政情の中，城廓1沈の大きさ，士(し仇)ｅ‾‘li゛φ絶姉影とＡ，

その再膜包ソとしに石ｸ恰しールヒつい仙那恵離之ご肋z)ビノXおよびｙｙ

の関敏治胞)るビ図２,＆および図２月の医リヒなる．
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:2.3.3軌避の軽偏屈数

　軌道の軽減併激亮は式（2,２Ｄの置り兇義される。
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つので､ふ僅しづレの茸線赦道について.灸の大きさをボあると図２.ぼ)の通リどな

る．軽減係激紋電流/即Ａ吐剤ま殆んど一炭でヽある裁ゼ此より亀政必噌すＭ藍い瀧

ぺ吃大きくたり、/∂勿心ズ上で吐再びぽ7¬支ヒなる．これは図２刀に示さμたレ
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み０.０４０Ｓ町ん、μΓｙ２０　の場合(乃計算(雄凛ば:表２･～のようであろ.'

即ち周波教か高くブぶるヒ俺噺勤ヽμ大とな心陛貨μ出る．　レ
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　また両端レル絶酪のなし嶋合にっレぼ，大地導彫牟きど),／％ぺ笑硲値牙８鼻水

凩)ヽとし，軌匯の満面コンダタタンス母こ２,�脳，あ｀よびに呉。とし尨場合

の暇皆布計算μ課を同図ｄぴすると点線に示さ水る豆りとなる，

　実錨回こ２の剖直曲線２本の（ヽ迷端/£２心㈹近ではてy＝∂,２，慢端心2叙
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２､５　電車線路の／fレピーダンス

２．５､１　　電車線路切対地静電容量

　友電所より電気錬に給亀するため12軌道上に吊無亡肌た架蚕綜条で、電気車上（ﾌ）ﾉ?

ｙヌグラフと直推績歌する部分ヽ（電卑桔）ど、これ包吊俄する線条儡架線｀）ビによ

り進攻｀されるこ6のを一体として電卑兪乙と呼ﾑにとlユする。電牢伽士しール面上に水

平に張ら九丸済付助飼線で、吊架鯨は普通の齢樵線又はＣ。し二Ca線が用いられ、浹将

在の聞隔によつ乙また列厚の遼康その他淵3ﾐﾎｈより種々な吊架方式湖凧耶£ら杞

る。従って吊架線（7）地上平均の商さば吊架方斌｀12よっ乙若干異る福のである。いま電

単線下、吊架線Ｍの鮑よl高胞大々孔、畷い

この両冶こより満城される咆車内函の対地暫電諮萱Ｃば次の蔵｀（2､22) Ylふつて与

えられる。（附録２．参照）
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電軍線ビ吊架線の5なよりなる電卑線胎び滸=功賜暇1表２丿０に示す。

表2.10 電車線路の獅電容量 (片ﾜ.ｋ)
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２/βの配41より梵る譚冰齢1弘体､とし五姉恕肺ｔ征箭を計算するとz）。/７今ダベレ

と鳶る。　　　　　尚

2.5.2電車線血路のｊンピーダンス

　皿四とし歌遭匹四大四大こ&あ司咆帰路とする

回路尨電章叔回路と呼Ｊなどとする．をの代表的ﾒ哨(･)は図2巾２見社屋Ｍヽある．

いまi2|2.1について袁助折か吸見だ回咄師騨)電庫舶他求めるビ､次のようにたふ．
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小本しへの貯獣置である.攻つで
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える。従って次の置りビガる。
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　表2川£J･び表2.12に見る通り老車線回路･インピーダンスぱ､大地鼻命柄絢政

之なると、大とたる頑向ヱ怠り、吐た周洩絢こほj詐り列して大きく＆ること絢認めら

れる。（公一Ｇ遥傭聘ぱ、吊架線のF1の代り穏以一気線都㈹してハンリーダン

ス低下巳摂立九せようとした患のである秘表2.12に）包見て判る屈り、ｚfンビー

ダンス低下分涅農ぱ約/圈七腐吝｡現狂服鉄の希ベピ1の交症憂花ａ両/２.こﾌ同調いら

殼‘乙いる、　　　　　｀

2.S､３原題直と計身値の比較

　以上が∃E諾樽ピ難聯呑果と註ﾋ較するため､測沃綜中山、ﾉ隣T田間およ閃ｍ線

諮合、と1沢澗乱世嗅弟を行つ副４)表２.に5ぱ５-、χ吃柏池厄し、､建磁オおグ

ラフこEたぱｔ圧む↑は?4五び醍力計を俺用して測定し九炭煕である拭、割合いぼ奴計

鎖随果と一致し尨．　　　　卜　　　　ヶ　　　　　　　　　　Ｊ

表2.13　電車線回略0)4ンピごダンズ………

　　犬(mmと計廊直の比較）イ５０Ｘ）
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リッチ恕剪孔て回艶の総雛悦治七色場台ヽぶよば囃女し込場合のインびーダンス乙１.

およびＺ。碑双綻し、Ｕ

ざよ吋㈹邨り孜ｎサージインピーダンスＳを計算上よりボめた．泄暖場所は亀

派分布を舛蔵)たと同しごく/仙山脈落合池沢間である．測定の姉摂を図2. (4 n示した．

実轍は曳印飲ま)り、庶線は計軌ほである．図に2兄る且り各量ば司政教咄伽1し乙直
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　突汲蜷ど&楳植で1莉親裁の家具ダある貳製剤ぱ感顛i芭次厄よるものであり、計

游は２．がに£けるしール曳歌垣靴唯からである．この嵩と旭1､すれ1ぬ七嘲ｌど曳

函値ヒ|詰恰いによく一致する．特巨Ｚはを瞬下た棒系するＺい
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　4象条①。③および③は大謝よに平行ｕ乙置かれた謀統と贈えられ、こ八らの向

め吃磁砥岫司互誘導詐用はCars。a-Pollaczek"の大地上に匿仏れた平き＝旅系

向の理諭μ告が個延ノfンｅ－ダンスＺ巾乙7によってまめりぇる。即ち　ヶ

Ｅ゛乙9]:I十ＺりでL・ ぐ３,∩

　倣るにしりﾚtかの泥流Ｌ-は２ｊ師12説明さ索芯ように導宅廻流と誘導亀洩包2分

餌される。即今、図２､２の且りである。

　ここて平庁するｊ信線⑨め:２向ABの助側へ非啼に長GE長されている哨合乞扱

うならば）4凍電虎の拾豺禰臨互にぼ湖丁膏押萌にあるの気工iにフい乙ぱ

一雅。工､俤託秀九丸ぼよろしい。これは4吽に亙要鵠冶のよし哩諭廼ある。をμ。

数式郎1）は式（３ユ）ロ）豆りとななし

　　　　　巳こ（ZI･?一乳．Ｚ球)11

毛し線条口）が恚力こあつZv Zn ２Ｚ吋ならば

　　　　　巴＝，竟Ｚ,9工l　　　・

(3.2)

(3,3)

別我遊h岫ﾑ盛り軌長喘扮１よ必導軽脚結である。長はしょ種剔、大

地幕蛸防Lどの丞汝であり，畑顛丿■2 2,3.3節ｈ示じた．　　　　　　　　　　几

　Ljヽし部分的び回付-る距Ｓ嫁尉２汁し司書洛卸の砲波分布乞忽&ほ入礼るべヽ者は

当然晒ある，このようなj易合山戒約琶流長エ,どri2による彫白駒帥廼力乞似3,３）

μ加え匍ぶよ卵延力粉乞よて呪お寸と畑かいを言線への単と長知漫磁湘随底

力ぱ式防,４）の逼りどなる．
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　交混露秘道の場合は直旋K託較し７電雄電流が少れＪ

助借百である。､蔑つで２ジ2j=i九込諸式は、女旅吻咄雌れよる彰閤贈継圧の計

算吃ゼのま劉疸用できる。いま参店のため一例謔但図示しよう。

　図３汁ぱらo％単線交流卿ﾋ区向の平行する函言條へのljう卯A･兆４当りの

砲寂誠聡電力である。鎖線ぱ高古乙や・架回卵馳の誘導）顎紐地表題線、点線

は地下lｔ(7)理設電線ｄ庁する誘導之ちえる。大地導電率びを媒気数としてCirsoii一

則lac^eUの相豆誘聊樋聴虚用しぢ但し握結累々｀ある。なおヽこの添合は屹車線

の非でレー)レは両個吃無限に延長含拠知聶こも簡卑楓代萄図拾でヽ且つを電Ｅ面の中央

4吟における誘導斑吋ある。ま畑租互誘U珈加古Caにson- Pollaとμk式よりポめ

ること涯最亀店唄され一とし感ゲルリノ山山奥糖海向で実測し包越廼、威永の深尾

良に比玖し乙ｃ－Ｐ式による方が非常に良く一致するこビを認めたt)　　　＜

３川、２　正吉電線を石する場合

　電単線①。レール④、吃ざらに正念電線③があり①ビ⑧とが並列K液用され

る場合である。

　ゼれそヽ飢の線鴎:上の電流を工。ｈ、T。ヽとし、線条⑨八の咆忿誘導忿覗力之巳ど

寸ると　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　＼

　　　　　Ｅ＝Z19工けＺ朔:工２十乙?工3

　まちしールについては､き電区町の中向部分で電流がし吏パ胞励｀０である部分に

つしy７盾えると、　　　　　　　づ

　　　　　C)＝工IZ､2十乱Z2汁工3Zユ3

　さらに正吉健線りt卓線の並列回路吃つい乙児るビ

　　　　　エＩＺＨそ工2Z､ｚ十工3 Z､3 ＝工､ら十瓦乙3＋13Ｚ33

且つ エ丿工３ニェ（全電嵐）

工I=al ・１３゛し工

これらの廃立式２解くと

１

とぢき

E°[(Z19-％じ･Ｚ球)6'衣7.Za -n,l,Z2c?)ﾘ■ I　Ｏｙ)

尨ぢし　　'i-CK ― -=;―
　　　　　　　　　Za.

-

　　　　Z23叫‾二
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　　左右゛し　　　乙;＝７,1一肌a.Zia

　　　　　　　Ｚﾑ＝Z33一礼包３

　＼　　　　　こら= Z,3- ( Z,･ｙｚ２１戸ｈ）

こもし線条⑨か･医方にあり，み２ Ｚ９２Ｚ３，１　限らぼ

C3,6)

　　　　　　Ｅデ|（トＲ･・知｡キ０－叫=）b J ｚ･9工　　　（3､ワj）

　さら咆七し　几ａ２れｔ）ならば式ぐ３､ﾜ）ぱ迩ひふ）咆一致すら。

　さて裳電所よ､り電卑踪蛇加ふる髪圧之Ｖとすると電命魁回酪ほ高れる全電沈工ば、

ぎ（318j）どな５．　　　　　　　　　　　　　尚

　　　　　　工゜乙j

y

:ｚ１　　　　　/　　　　　　(3,勃

　　　　苑だレ　乙ご吃車峰回萱のバンビーダンス

　　　　　　　こ＝（員荷/|ンビーダンス）十（皮ｉ所／fンビーダンス）－

　　　　。　　　で＝吸電所と恟奇までの匯離。

　正極き電扱包有する場合は直流亀気鉄酋の場合であり、Ｖ、Ｌは座流波形中に含ま

昶る高調嫡電匠および電直7さヽある。ご丸胞式仁３０μ代入し一乙電磁誘亦起電力Ｅ

を求幽ることど力勁ヽきる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

tΞ＝裔ｎ･,Ｖ

　　　衣Z19一心Ｚ匈＋6（Zリー貼乙に）
妬1ニ　　

＼　Ｚａナｚソ父

ご2ゝに示される詠歎灸。を彰４冶淮栽と吼芹ことk!する。

もし　Ｚ･１２Ｚり包Ｚ阿　たらば｀

私1＝
ａ(･一眼3■^b(ト心)

４十全
ZII

（３､リ）

（3､|の

（３､川）

なおコの適合の電車線包の、1ントダ｀ンス､は次の友うに瀋吃表わすことが゛でヽ当名．
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　（附録４参照）

　　　　　　乙＝４ｚで･＋6ｚ･;　　　　　　　　　　　　　　０･１２）

　次にＳ３バ2に示すような電碩扨路ｋ通信線跡1どの代末、的な４つの欧置F2つしＵ乙兆r､ｔ

をぶめ＆

き廻国邑条ｯ什 緑　　条　　　配　　置

①
　Ｔ　　　　　　　し　　　　　　　　　・
　　？　　○○

　　｜

心仏]二｡

① 　フ　　○Ｏ

　　Ｉ 匹匹。二

　　　②

　　　胆

（③の揚合のL匹ｨ知）

Ｆ

ＯＯ｀
：　　　　o M　　　　　　１

・　　　　？ｔ　　　　o Io

Ｉ　　　　　　　　　　　　　　’，

１　　　，

　　　　⑨

　　　　④'

(④の埓治のLが印Ｏ

　Ｆ　　Ｆ

O 0　O 0 0 M　　o M　　　　Ｌ

　　　　　　　　　　o T　　O T 0 lO

　　　　　　　　｀ｆ　　　　　　　→

－
―
・
―

Ｍ
Ｔ 吊架蔀
電雫諸

図了,２

Ｆ：正尨き電線

Ｌ：急信線

電車線と通腐ﾇ泉どの祀置
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台であつ九が｀、直測な咄咄到か映はリ胞jき電包なう場合がI多い。しかしこの場

合七、雅出式ぐ了､３釣吃導ヵヽ;れろようげ胎価弗晦殴力k陥調殤靫E£凶七列する。

このことは包吹返れ動咳網踏k洵しT乙ぽほ変電ま鰯叱政フｚ.いる２趾珊因す４
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３汪３　貝を電線包有する場合

=･|自作44こにあ｀ける

　　　　　電郭象④jら｀Jぷヽレール＠の外にし-Jﾚ

　　　　け拷眠ざれぢ、灸を穫録③のある場合、２
⑨ｏ　尚れh＼ZlMJ(lる電波はあつ一乙⑦に誘起さ淑る
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七しヽ鵠誘噂線＠八胞方にあっ゛Z，Z192乙i 2 73?

　　　　　日＝,（｜一几－.ぽ）Ｚ,リ，

　また＝むし，

ば｀

慨だし

なら･ば｀

　は巨）

Ｚ･３２Ｚユl(冽えjば｀③ぶ'③妬｀よぴ･④ふり迷く離えるJ易食)なら

Eｊ２　妾|必2ZI9 工，

　　亀＝レール④の蜘融教

　　必よ凛班線又は罠き電線の軽咸係戴
一

一 　　　Ｚ１３
１－ 一一一一
　　　Ｚ３３

じろ.16)

(3.17)

　鼠色端艇豺tの影舒乞貝る尨め阻，1～o＼2-;^tし腐るど悒定しＺセの向鮑表上

孫体ばPする毘磁誘導起電:力の釦ﾋむい72,４２.)の計壽２よって未泌るヒＳミ４・

直りどなる。

　二のようにして負ま寛線の贈ﾛﾚ！ふワこ，さらﾚ2その亀政を朗師づるこ｡とによっｚ

電磁蝉馴岫二乏丿嘩削込くするこどが哨良ヽある。２の前司包摂，すべく服けりれた

遠のか労５章口述べる吸よ友圧廻巡ヽある。紅右眠上宛£暮色用むけ艮き胎眩のみの烏

合匯ヽぺの値はみと)ﾏめとさぐ),２７３．ｒｌ=＝乙),心７のとき∂,３夕ぷと尽６の

でヽ，玖き聯依の斥む�冶吋ﾋ較し乙図ろ,吽よ･つ電磁誘導眼圧社七Ａ．古に滅少

寸る。
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図におし匹琢庖ｈ.どっち,貳。の桓乞を4§台咆つい一乙示４と表Ｊ.3の＆りである。

表了,て5 静電能合厘栽拓。，剔

を冤荒/f牛 伝。 恥
図万万　①
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　　,，　③

　　//　　.　（が

　　･，　④

　　･･　④’

∂,∂ぷ乙ぷタ

混∂ワ９７ぢ

ど?､目ら心

o. i I n

ｚﾌ,／３ュ／

ｼﾞ､/､3＆

ａ∂∂２２２デ

どフぶ03 lO'J

･ｸ.∂タ４ュノフ

どフ,びジ￥∂夕

夕ぷ夕4乙だ‘嘔

o,ooμぶｙ

　図２､１９£よび'図２Ｊ〕の緬果より　ｂりｏ゛以匯で降曲喀14殆ん乞ま八つ-ｚ（

ふ．こ飢ぱき亀刈を一本の等屈県体で置きか走られるこヽどを示峻しｚいる．殊μ①

ピ④とて唯bり.a･”･より両曲峰は一敗する、即古(Ｄの場台は容馴ﾋ洋価布ｷど置

きかえら政二畑士既j2④のj易合のま乍埠に応用さおた．

こ5,3静電誘導電圧.と電磁誘導電圧の重力の理論　　　　　ト

3,3. 1　被誘莽線か短い場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I･

　槙誘導線の長さが比倣釣回短い場合臨忿導電圧の計郭こμし被誘導線を貳中喀支如2

唇さかえて簡単にする乙り収ヽきる，次旧さ.煮側の糸件をし,ろいろに倣え尨場合の計

雄式｀を収める，　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　　　　　　丿大

　０）洗医りき電　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　犬　ヶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｕ）無員諮

無
喫
所

匹ぬ犬

図3.フ洸送り差電（貝荷なし｀）

　農電所より純度りき:電り戮ふ匯

薦眸の一詐分ゑがこのき吃区向に

平行ＬＺいる岫のとする. i.(7)区向

に劣い７貝樗ばなぐ芝の長さが

し岫のでヽ込電側に電南辻たしぺのビ

兄ら鮭る．そ血政バ:の持合は静電
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誘俸だ｀けを計算すれはヽよ1ﾉ･．この拡示Ｓ言擲政現われる誘導電圧をｙｋづるど苛電
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長さムは比較助2短いので
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　（に２）貝碕Lｒのある場合
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E了,呂　　洸と.りをｔ隋盾し）

→
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　　貝趨Lｒがある場合、泉ｔ所よリ

　　局偕までの区向Ｊ、には､勅害電

　　圧辱１に謔づき酋害電圧工P2云

yj流れる．厦つて乙の電飢によこる電

　　磁邨μびEが噺らしく匹机包れＳ、

　　この場合の亀縦時雨電力は、

‰＝加Ｍ酒ふ＝毛ぷ仁一仙

　包y・し宅乖峰回倣のインビーダンスｋし別攻、祁双奈を無既しｊωＬＪ，叱.畳い石.

Ｍ入は区向ふ．向の粕互政瘍豚数で，礼ぱ軌蚤の柏賠ば吋ある．≧の誤起匙力

函肺浹ふφ嵯いので両端に坑ぼ昧、2｀二分乞れ７現ねれ左嶋叔十デ允礁ダーｙ,
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図３,q　賀合吐き亀（即荷尽し）

(2.1) M貝荷｀

　き電区向の中向け貝荷はなぐ、両端

の淑吃所からま出され心妨寄電圧を￥

飢ぞれ辱ｏ畷と了る・この場合

の計填は重ねの理論を応用じ乙求め６

こ心咄泰るバ眺って箆弱聊訟介♀行

寸る区向を几とすれゆ晦埓線の両

端の電圧X/4 、Ｗは、

M゛Mし‾Ｔみズらヅ士叫汁ぶ八5岫政）

　　　　土ｺﾞﾄﾞﾃﾞ斗い/P･一昨ﾊ　　脳呼ヽｆt火刑･

　たS｀し複号ぱX/1に姑し十，ｙ込財しーをとる．

(3,34･）

　この揚合判鵠ではある公静駁吻をヒ倣孵鉾4kが現力れる．晦心Ｗｋが｀

全く町位相とすれば妬助忠靭Ｎりと.な乱　一般祠汗の位祖差杓ろ･５と侑ればｔ

磁誘囃句喘るが、こ沖貳爵電剖こ比炊し７小さい．乃=あ獅ｔ分Ｕ訟賠とのベクト

叫締ぱヽVPタ示の大いむ仙到ぶ肺しい凡のと侈れ昿式鴇､３４）よ川ＩＵＬ疼

の位担瓜を将つことか寮る．嵯面映Ｖよ邨の絶坪値は等し＜決のようになる．

-Vp,

(９t池1分)

図3.10　誘喋電圧のぺ｀佃ﾚ図

v;斗/;=＼/Csta+rc4)'-十(moAf＼°ｔl‘ｃふ)y[3.35]

　九ぺヽし近似幽に改この錫洽は亀搬梨集分は)j,さい

のでヽ乙が包省俯し式体３勾ビ同じになＳ.

　(２,功具荷Lｒの由る場合

　き亀区向の中向ｄ勁レのある湯合，ベグ!jとして仝Ｓ向平行すら他輝線のＲ塙

た現われる誘尊電圧を求め乱両燭肪はりざ貿ざれ句が宅電元を‰ユ,ぶｋし，

忽椋比は和訓‘ｔね邸叫七友州す５のが腹利である。

　先ず叫皿よる誘導をぶめる，これｈよるＪ,区向の電流を￥，癩奇へ流μ縫流
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‰七VPぷ比例し７為倚L。の影有をうほうわけてヽあるへ
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である。脱つてこれらを鯖合して敏誘痢恥のﾌﾞE�お｀よびヽ右喘の電氾ﾆＶ１お｀よび弓は
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　　_ R 1/ K. A ]ODft' /s-'瓦万ﾐ‾Fこr (3.6ﾜで）

７」士　
＝心･。､回叩l・。±1°にﾊ/Σ‾百石序で戸XlO^ (3･6s）

以上c乃結累をまとめると次ａ)匠りｋなａ。

(ＤＪ回誰椿近の場合(捲吐距離約女)/ｘ咄てヽ)

祚驚ヤオヽ卜蕊八戸麗こ而⑤り

ヶ－アル皿↑６　一万皆万口不瓦千万

に的2）

　　　　　　公ヽし　ＴＪ雖賄客率　　　　　　　　　　　▽

とおくヒきは耐μむ王巳の計御は式江卯）のたり簡単ね表示となる．

e= Bio。.Ks。MioooかＴ (3､ワ０)

７の値ぱ高識皮餅縛‰リμ湖麹単叫rL7計游の蛎累歌３,４のＩＬりである，

表3Å Ｔの政教殖(糾し伽＝畑)

ケーフ｀ﾘﾚﾄﾞなｫﾚ 疾次に封じ

ぢ〇％系 ９,∂ ぶＪ

ＧＯ％系 ､飢２ ／∂＆

帥励巨剋渚近の場合（笈塵傲釣勃４以上）

県左縁線次に丁］西征で冊
万

　　　　　　　　　丁こ剤聊膳電流･洋本波電流り当り

と曇くヒ舶よ班沓電圧ｅの計算式（リ幻のきり鴇単な表示となる。

　　　　　　　e = 5000 Bs。MsooK^oo 7A
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(3.ﾜ２う

　等価防岩電流Ｊの庖を高調液含有率‰・な刮易合吃ついマ計溥し各結果起表3､き

に示､す。
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表3､ち Ｊの旭数趙（糾し坦＝‰）

　基太波電流l㈲Ａ当り
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　次Mi･磁吽吃よる粧奮電/£の発生址、交流亀気肘£順治ヽは向題咆なる機辿↓殆

んどないのでい叫Ｕ回ることを湘賠する．
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　共に吃犀嫁側の勘開波電圧に卜幽する．これは祉流器がヽ直庇但剱噺励彫皮成分咆肉し

　て定電圧電源と老えら九ることﾚ！より解析～行つ託麟京でヽある．即ち吉電側直疏電圧

立含ｔれ指調或匹以fに却誘尊される電圧皆々、　　　　　六

十　　　　　府一亀‰f　゛　■Am-Vpi　　　　　　　　　　　　　l

　グこゝでヽ屁､反びヽ■A^＼-m.rimりヽ与えり飢.た匝り静ｅ胎祗数及び聡臨池御数でヽ

　ある．これを０､なら）£｀よび｀（３､５の以痘用じ乙粗音電圧巳゛をがめると‥

鎗音ｌ圧巳＝J ｡
　　　　　S8,び Σ㈲Bfよ臨Ｖ町丿 にワ3）

　　　　　　　たxl｀し（ﾒ､一罷s又は高尚．

　　　　　　　　　　悒糾

　架空裸庶の場兪’kｔべo　j、七しBfあヽよびヽ（ﾒ、ぶヽ周波数に庚固くな（レ亥であれ

ば式（３､ワ３）は式０､ワ4j）の匝りとな５ノ　　　　　　　　　｀上

ｅ＝改Ｂａハん ０,ｳ４で）

　　　　　２ｓに“ｗ二謡ｿｒでSfVpfT　　　＼　　　（3､ワ旧

　　　　　　　　　＝等価妨害電圧。

式（３､ワｓ）はＣ､Ｃ､1､Ｔや詠刳好、された式ヒー致すＳ．しかヽし乙・式。応立する

　　　　　　　　　　　●･― 78-　　　　　　　　　　　　　　　　。･
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のは3jckK'yv= Con.st.め場色である･

　○）約きa心以上離九て利？rダ謳俗線　　　　　ダ　　’‘　　丿

　十　この場合々ダ章に示されるようにBf･=x:予まも（ﾒヽ＝必ヽcx:わ成心.Ｑ

　　.' B-fd = Can.s七となり式ぐ３･ﾌﾐ）ぶ頻立つ･

　㈲的5;ow以下の鈍囲て坪行する斤一対レ函忘線，　　．．

　　　この循合はc人≒゜に七　Ｂ予cjデビｃ６=ﾓﾙ，ｊ． Ｂ于メ‰｀c肖七

　　　　　｡." = cﾒIBso。ぬｖk

(ill) ^Om以下の荒囲でヽ平行すろ裸盛信線

（3.‘76j）

　この場合は　沃一Ccm.^.　に.= I.0　且つ町＝需Ｂ肖の示件にきLう悟合

小呼出　　　　　　　　　　　　　犬

　　　　　.*.e=d- Baoo Ve　　　　　　　　　　　　　　　　（3コワ）

九Xヽヽし

VJ＝- 一

５００　Ｓ Σ(５汗尚)２

　水食艮芸穴番:夏電折にっヽヽ‘こ等価妨害電圧･霜及ｒVj一変5(醤例を農3ヽ6

に示す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　＼／

農３ヽ6

r‾‾　………　1

一 一 一 一

知昂
不、

" 一 一 ａ Ｊ

6０名

系
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　こ3.5第弓永泉茶の影響

　　一鯛２廊言徽趾2は多剋線条が架設七られ,ゼれらが凛つ瓦目的で異つ九回

　々剰用きれづいる．即ちあるものは持地されある柚のに波方祉尨延びている等でヽあ

　る．乙の九め國掴姉延.の間てヽ繊推な咄導作用を好い実瞼の誘尊乾圧は，単一線穿,ど

　Ｌｔの蛯単女計算琵果り勧陣だ異っ７くＳ．これは一に同一ルートを多くの像条が

　麦っているヒしらことに原因寸る．これらの影響を一拓し，多線廠効果と呼μゴヒK?

　す乱，　　　　　　　　　　　　　　＼コ

　3.5,1　静電誘導ヒおけぶ多腺条効果

　　　1　　　　2o　3　ニ（Dり司開扉,④を賊誘辱線，③七が蝶鉢と寸る。vl

△　　

χ　　　犬７　　　ぱ牙３媒体のあ５場合の誘導電ﾉ王．戦を仲３痢本のない

　　＝　　　場合の誘導電圧亡し，こ瓦りの比をλとも｀くバ足っマλ

　　　　　　　　　　　　寸球３暉体・遮廠係数ｙ遡えｚよい．

　　この場合の名ヽ線県の動立乞次肪５基本式｀は

　　　　　　　Ｖ･゜ＲＱけ胞宛十飛ら

　返＝飛Ｑ,＋1ﾆｋ（こ十私鴎

ﾔ　　　　　　　

（３･ワ幻

　　　　　　　V3＝飛剛十Ｒ３Ｑ丿几３Ｑ３　　　　　　　　･~　　　　　　．．　　●

　　こゝで吸。Ｑ。Ｑ３ぱを寡体上の電々，r）,ｌｊｈ ,--，は自己電血拷,数吸び相互剛立

’蔀数である．次K!旁３鍼本の名蓬の永件ﾚｚつしにこの式｀を鴎きλを求め乙むこうレ

　　印池３媒体が持地され7こい５揚合，

　　４和式｀吃あ｀いぞＶ３べ）ヽ乙おき考３武ふり亀を求めこれを旁に斗２式に代入す

　ると，　　’

v;＝PIQI十ＲＱ。

回=乱心,十巳ユふ

于

丸ヽ､゛し

壮九分３導体のない場合冰

　　イ　　　v; = Ff,Q.|+p,,(a。

　　　　　V:.- l?a(aけ卜．Ｑ，

１

｜
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親っ７

入＝
万

一監

一

一

P‥　政
一一飛　Fu

≒ｌ一 (3,22)

い,８幻

I I
●

I

R3R3
-

Pa Ｒ3

　(:2-)m肺臓露区聊卜吃あ５斗3鴇槌渡醗す5頑姶

　この場旬お1えは誘洋区向ｈある瑞象をヶ－ガレぶ老絞しび胞生顔な場合、みー

ブルが々３蝸柳哺当す５．今岐路導保の長さをえ区向外にぷる労３鵬体の長さを

石としヽ大タ(7)倅象引継長剣ヴｔ棺を訃ヤノか十万５乙池本式汪7g)

より

　　　　　　＼/;－P弓以十P､呪Ｊ．　　　　　　　　　　　　　　　●．ニ

　　　　　低二恥い＋Pぺj

Y　　

'‘　　丿元３ソ

　　　　　　盾゛P一河)３几　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥　‥　‥‥゛

　琉包眺ｋを諸姉し剋ときのｔ位をV.'　とすると

　　　　　　　兄＝鴇＝雌'

　次に被誘導線及火旁３岑体4おり奈されｚし５九め

　　　　　　　9)以十ヤム＝ａ　　　　　　　ニ　　　　　　ー　ト

　こ飢らの条痔包式: (3,8-3)にぺべしヱ這を求めるど、∧

　　　　　ニ　皆＝上入ソ、
　　　　　　　　　Pi.

　　　　ﾐ｀に入゛Pド3十(ら‾騨)でシダ　りa4)ﾚ
づ

　(３)被誘部線かヽ区彫硝延艮さ飢７し弓揚合　　　　　　＼

　被誘媒線の中、ｔり疼り咎行す5部分の長さなえ区向外の狐之を几と寸５ビ．

式ぽ匹)＋２おいてP33=P"とおくことＫおり、この場合のλを匍め５乙どがで

きる．即ち

入‾元cl一
往

リ3≒

娃

　(４)恂３喋体が｀区向外匯延辰巷れ･乙いる場合、

　謝３卿非か絶締さ奴乙いＳ場合は置常ﾒ､ニば)で絨誘導辞への影響はない沢これ

が誘導区向ルｈ延びてしＱ渦合皮ある／rンりーダンスｔダくて波地され址と卯貳の効

　　　　　　　　　　　　　　　　-81 -



臭包持ち、反って被誘蝉揃／り影響匂及は吊ｚ至る．

　い窓脊３尊体､の÷、誘導区向外の擲分を休ぷ導体とみなし、その長言をヌ３ヒす５

と、＼4= pA4C74.i3且つV3=＼4==V3, yなりヽご水ら昶縫鯵さλているため、

Sμ十かあ＝ｏ　七ぷ｀くごビが｀できる．このような条件を基木式に入れz V2 :&-4"<ヽ

めると、

入＝昇≒1一字≒≒，四-一
日冲33　1＋矢玉

(3,貼)

　こゝでナ４導体と沖３苓体ｙぶ｀仝ヒこ乙のどすると、P33=F‰、ヒな５牧

　　　　　　入－トーづごﾀﾞﾔ‥］づ才　＼　　　　　　　　　い･籾）

丿占）オ３暉体が多数繍豪ある場合.

　㈲迄線の場合ぼr試題とな釧朗満際の外に、多親線条が同一柱上だ添架さ沢７いる

場合ぶ席である．このJ＝う忽場合ぼそ・胞氷蔵ｔネを々呑じｚ一本の徊眺μ本におヽ

さかえ、ざる我以上の濤公式｀と流用するのが/旋である．、１水尊体包っしぱ等匈草体右

希え、￥の自己電位係数Tと匹２爆ると

隔＝ 十厄十乱Σ≒） (3,8-8;

　　　　　　　　准Lし　ｒ＝1八,孔，　Ｓ，1／ｕ几，　ｒキＳ

ヌ丈豊腸線ふ　被誘謀線ｂメレ嵯の向の祖互毫位係娠とP。。, Pcb k:すると，

馬＝青Σ臨，

叫=☆ΣFレ

r= 1/v.Kし

ｒ＝にｎ
け宕9）

　こ鮫らの植ﾌを用し収鴬(3,立)･～(3J7j)呼の　陥→F‰，賠づRh

P33⇒戸に　ヒ箆きかえればよしx。

　(6)横決銘れあヽﾄtる多綿凛助祭の炭測。

　淑嫉線,原Ｒ回，唖山向ｙ．／弄。の電車妬２戈流心)兄，jjｓＶむa九図装巫

路條八の語部監圧を実測し友時の静卿籾阿涯ば，＃７日目獅-７，斗２日目/心ｙ

が局録され片．ａ儒報と電車嫁どの向隔は約/∂米で･あるので，これは↓る静電誘導

以侈伎は４ぶ２Ｖμなるノ芙喬値Lｙの向励ヽ乃こり(乃匝,があるが｀，これ尚勣心

ね解釈さ漑る。　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　ダ

　　　　　一　　　　　　　　　－８２－

"

崎

･ 費

●



･

●

心

・

　　((ｽ)誘暉ｉ向S'J-W)が才し,医信線の長さほ?.2-wji'あっ九．ごれr1よる軽

　　　鴻征数をλ，ｋする以3･がより

　j　　　　　　　　λ,＝-jy･=＝∂,aｙr

　　陶砂吉良域洲戈線の卵Z2ク線条ぷヽ架設され２.おり，２μら貨Ｅ向州鴻

　　　決,八王.子ふで･延長さ札嵯の長さは４（34旨あつ允，これﾚ･1よる必滅

　　　壮数λ丿よ　式｀(に６)を適用し

　　　　　　　　　λｚ＝‘∂,￥∂/

　バＣ).4朗改線ぶ下方Ｍ紬ケーアル(夕匯23こ吊架線ﾀ,6－Fe)ぶ渦

　　　架さ刺ｚし４．ごれ剛こる静脂皺ぱ式部孤逢用し

　　　　　　　　　λ3－･∂,ｸが

　　詞)軌条(ﾌﾞ)静電窃餓ｔλ．とすると式(μ2)より

　　　　　　　　　入４゛とﾌ,??２

　以上μつの効果か重亜さμると

　　　刀'･＼= 0.88- y.0.^り/ｘク,ク9^ xa叩２こ以２７乎い

　　　　　∴　誘部電圧こ卒ぶ２×４２７ｙ＝/２島が７　　　‥

　この絡京は,ま雄芙赳値より２卯脛大まいど，こ賊政績廻線・上方に欧灘扉￥原

があり，２-れμよる誘噂電圧か約２ど)７あること，地形の凹凸,湘木等の影令猫ある

こと１に潭因づ･ると思おれる．

３．Ｓ,２慰当誘導に対する多線条効果

士
被誘噂線２の近＜吃々３菩体があり、誘尊区向

j?の両端ヒおいこＺ。乙でアースさ詐乙しlる。

筒靭)胤め誘辱聡熊山対して、認噂区向の長

さは短かこ具中灸数とし乙艮えう４のとす気

（ぼ升３喋休の両鵬持地．両端の楯地／fンビーダンス､を2≒乙.ビタ５．

入＝
Ｗ

一
覧

徴し

＝｜－
Ｚぽ
二血:弘_
ｚ。＋宍戸

Ｚト5＝　導詠rkisviの

(3,90)

の柚互ノンし?-テンス

　尚　　　　　　　　Zrr=-　匈本ｒの恒已ｚfンビーダンス

沖３草体詞皮誘曝線卸乙椿近してしヽるヒきは乙= Z,3　諮誘噂剖IZ瀦延じZい

- ８３－



る乙をは　Ｚｊ３＝Ｚ１３　ビ£｀く２とが｀で辿る．

　（２）汁３叫体わｔ本條毫よりなる場合の自己インピ・－ダンス弐刈寺性バンヒ・－ダ

　　ッス

　４水線条の太さは等し（ｒ借目七Ｓ嚇目の腺猿向の嘩離ゼ乱心ご=太々の‘缶

そを覗r、丸-.一々する．　　　　　　　　　　　　　　丿

　祐帽駈t堆二栢し赳易合の邑己んンビーダンセ乙ｚづかと’9）　　十

　　　　　ＺＩＪ十Ｚrｒ＋午Ｚｒs　　ニノ　ぐ３.０）ニ

　岨しＺrｒば々1水中平均の高さにある媒体二本の巨己バントダンベ、ＺＪに９

本中平均の高さ乞平均の間踊広７にある二本め向の租互／fン.ピーダンス、ズヽある．

　　　　　平均の高き万一古Σよ･1.　　　　　ニ　
‥

‥‥

○に…
…

　　　　　外如向隔白肌二可か=つ万有ム　･
、づ　二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KWI'vn, Y~^5一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S=I'Vれ，

式に41本莽体包丿右Ｌた場合の対地了μ｀ミッタンス登仙j七するど

‰一回ニ

延長故硝叫体の特性ｊンビーダンペＺ。ふ尚番支敵ａは

院＝

乙、＝

↑

ぐ3･？3）

(３)計箕例　グ　　　　　　上　ダ

　(○接地線のむ辿!故　　　　　　　　△　　　　　　　　△

　被誘導訟備地緩の向隔を３匹鸚線帚の太さ2 o <yrn-なら(λ軋高刮おＪ

牝Ｆ==qヽ91琳　R.＋R倣リ,糾倆ぺとし乞計廊謁を表３ヽﾜに示す･

　　　　　　　　　表了，フ

同流倣沁 入

記Ｓ

パ昌

/5‘∂∂ヽ･

四4　丁ﾌﾏ' s-0 '

0.5-S-7　　「7｀‘iFI･φク’

∂.タ2g　　「1^' $■(>・

∂,､5｀∠ﾌ¥一　　「ｱﾌ"3D'
ｊ,μ９３　　　「-^oタ

- 84－
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４

(肘財の覗紐

剖を前言巳横向か!とり、線条奴２.ワ水の働超鏃カ原をガめる｡２ﾜ線煮ダ誘答

区向の却則／､脚趾奨びてい£と想定し、比政的脂痢塵蔽の大きくなるようにする。

上の場乱式3･?瞼Zおい･乙　ZI＝乙＝Ｚ。＝２７線叛の酋/吐バントダンスビjい

けぱ｀よふ嵐し？。は以Υμ十箪･されるように２ワ線濠の自己ｚfツビーダッス１

り匯川乙大きいのでヽ一収ﾚ2入は次のふこうに表わさ九石。

　.　　z,J　　　六
入゛１‾ｍ

　槙し　Ｚ。＝･　多線県令一端した朔雁インピーダンス

(3,f5)

　　　　　　　　　乙3＝祁回答旅ｋ多線条ｙの粗互jンヒ・－ダンス，

　　　　　　　　　ｊ＝誘尊区向の長さ

　以下２ﾜ線泊こつい乙特/匝／fンピーダンスＺ。z7, /ix冷淡毅脳，及ひごムa)品４

とする詩の人の計箪結果乞t<3,S・ｈ示す，

　　　　　　　　　　　　表　３，Ｓ

固漑数％ Z･･7（兌） ら 入

・３∂∂

　６∂と）

　９グ

／２∂∂

／タ夕汐

３岬･ちUIりｰﾜ’

ｌひ0.SL.I2''川’

27ぷ２ど2°/が

■2.9/.S-∠£ぴ２μ

２卵･ふ∠Z2°z y

∂,aｸｸ６ｸ乙ろどかj´

乙'･乙7/叫4Z乙６が/y

0,011β･ｸ∠。ろガュ4∠´

か,a2卵ｱ乙６？２ダ

とフ,・3ぷ貼乙ろﾌ'ュバ

ｸ･芦ぶ「z''ao''

匈ｧ芦「Dr2′

邸辞「フャ/･

四ん「スノ

∂･夕ょび「ヲリデ

以上ｋ兄ろ如く勁詠が籾継暗勁果は周残数3む％～/ａ､ｸ%Yl^いｚ、

放兄し４銘カビなり非堺に如しこれを乖ト本の接地伽吋ﾋ軟しｚ意外の詐kご

う亀れるダこの理由（知謡ど被鏝媒瞰秘が糾狛隔が約/∂乙心ッ衣ヽある乙ど、及

びヽ？。、７が妁３回ぶてヽある丸め枝地旅枕２ﾗ似ゾビは比縦にならぬ､≧ど等に原因

寸る。これＳ要するに多線衆の似匈感効乳淑､χ以アでヽあり、電磁濯較:圧に重

場な影曾をこ6尨らさなレX。・

- ８５－
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　　　第∠L童　通ｲ言回線の平衡度ｋ雑音　▽尚尚

∠↓丿　平1野浚の意基　　　へ　　　　　　　　　　　　　……

4. I. 1　』恚●　　ｔ　　　　　　　　　、　　　　　ニ　　　　　　　　ニ………:●j　ト

　億力、御言、両線路べ賭平行する場合に胆咎線への誘端章害の中、團言線ﾋﾞ大地
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　痢勁咲匯蝕妓蝕肘ふ囃細命れ磁跨叫㈲雌映
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∠L3　雑音耳野度と不平衡世上の関頑

　昿話呑に流丸る誘尊匙れ以腹々な原因ヒ基く憾のであるぶ｀、その中最低重要な原因

の一つである簒信線の絶峰胎口今術頌鴎還汝ヒの島係について老究する。

　淘劃こ闇寸る研況は既皿逼沢樽よ臨竣誘導聘流巴網Ｌｚ、迪たn'm-±‰‘奄磁

誘痢e涜k2向して報告さ九た球壮い

示し、さら旧ゼの他(ﾌ)場合ヒ亀咬用し得るべ額誠｀尨導載こ淑包慮用し７二、三の皓

諭差:莽し奥。

4.3. 1　゛欝電誘導の撒系する場合　　　　　　　　　　　　　づ　　犬

Vp

(ｙ
-一竃

図制2 涸言積と町力腺との

静電結合
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孔＝慰碍朗回数

Ｚ＝海損鋤ﾝ㈲拡

‰＝起痢険丑

　図412に劣い乙姫電誘尊ﾚ２より吃話器た座

飢る砲晩μ泡求めるび)(但録参煕)

　二Ｔｔ臨十臨･十八ｃ　　　　(4-.29;

尨ぐし

　　悩はめ喀抵沈不耳衛乙心削紬l二するこ6の
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　‥λＴ。ぱ対地嘸肢1量不平衡とE5廸Ｓする冨の

　Ｑ．＝押ＧヽVp d^Jl/fiD　　(４･3と))

　≒'こ紳Ｃ－VP(肘泗ω％、)乙C彩jバ４､3り

ニ　　≒抑・c'i＼/pA

　飛＝抑C・咋紳２乙eんＤ　　　(4.32)

　≒-a)CwVp2ωムc竹(牙与ω２(ひc嶮

九ヽぐし

Ｄペベμ飛長二尚叶c岬町畔゛cφ飛泗）

(i)絶焉抵沈び)良好憲場合はＧ≪ω(C+Cm｡)

　　　　糾,＝大峰乙敏･(:≒/七十Cna

　　ニ　らc＝加Ｃ。VPぶば/２(Ｃ十ぺ)

(ｍ把蜘邸ば)悪し偶合ぱＧ今ω(ＣｔＧ)

(∠に5ミ)

ぐ4.34)
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　なあ｀式(4.3ワうは僻電誘雄剛故廻圧七Ｃ。tVp/c十Ｃ。泌去｀くごとにより、渋χ

氏の公式ﾋ仝く一致する。　　　　　　　　　。

　以上計算の粘果は電話沿2流れ翁時局渡は電力側の高調波ｌ圧昏け鴎すらヒ

とか2不平衡量。凪。Ｃスは。ごにそれぞれ比例し乙増大し、ヌ周波教ωにはヽgヽ

ﾄ硝に大さくなるｚとが分る。城って激が徊該は不平衡量および周波坂μ比例し

て～くなること徊ヽ分る。ムＣボよび。ご固丞信線条包交叉す５こヒによって非常ｈ.小

さくずる２とがヽでさら貳△膏ぱ碍子(ﾌ)不良など苑原因するj和

てぱ轍浙しがたい、よって逢常は・｡鴎灯如題にかを易合が多ﾚＵ

4.3.2　電磁誘導の関係する場合

　　　　　久　　　♭

臨↓

Ｃ

　　そｰ-∠こニーｊ。ら

図４.ぽア回ﾀﾞﾝｽ不平衡と誘導電流

　　　　図4,13 1･2おいて圓言線の途中

れ，　じ点麟坤アいタシス不平衡

　六大・Ｙ郵仔在する場合，両端硯話呑

ヽノ　　に衰淑Ｓ咆話隷¥吃液八スは

“　　　れば計薬の能荊欠のようになる.

　　　（聯珠屍ゾ

　　　ia= r CJlこで)Ｅ/ﾄﾞｚ．十に£(ｒ＋汚)ﾄ　　ﾆ(4.3め

亀し４Ｙダ小さくて　乙≪２μ兄Ｔ又ぱ＾Ｙ≪２Ｙ　のときばヽ

　犬　廠＝十Ｅ(タリムＹ　　　　　　し　　　十(４,埓)

ス４Ｙ絢吻吃大乱叱きは(半地気のあ合の也く)

玩-ｺﾞ?ﾄ(戈とが) (4,40)

　　尨ヽぐし、　Ｅ一単位長さ当り磨磁拡維暇EL　、　　　　　　　　∧　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男名｀ﾀ　　　　　。。……　さで旨亙は（４､39J）でﾖりっと飢る条今加鮑如嬉ぷふく、誕って半地気。ような

異蜘皺虹ヽ麓し借り次のように表沢さ飢る。

　「亀説譚旨より一端の受話罰こ旅九る亀流は、不平なのなし渦合、その点に謬荼

　　さ飢る腹圧Ｗ－（丿丿）Ｅ/２と不平衡量の几にの頑い即霞隔:肖でヽ与

　　えら敵か」。　　　　　　　　　　　犬　　　　　　　　　　　　　　丿‥

　なよ｀この陪諭は残木氏の駝嫁所1用された理論ビフ致する。

　この姑果は、得奇利甦攻は刈か八Ｙｄﾋ例して発くなり、脱って周波裁に比訓し

て、言路聊庖浅貳懇く､なることが亦ふ。

　次にｕ剔言轍のを復二線条ヒ電力線との向に、動向き合不平衡。Ｍのあら場合、Ｊ／１

　　　　　　　　　　　　　　　－９９－
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　この場合、平座霞|よ●Ｚ分団して態くたる、就Jつて靭翔ｓi晴戸聊｡の場合口よ

周波数巨吃㈲倣なく、インダダ

書吊衡度ば悪＜なる。・

４.４平衡燦の固波数特性ぢよび交叉の影響

　高崎線桶川一鴻バ県向乱/3扮の試験肝線防洽フいて冊痴埃(:7)性奨を知るため、

/、回線平酔漢の團液加持性　・　２、基音平衡度乞交叉の喘息　・ユ　邸匈已数のみ

平衡ｚ呼筒浅ｙの寝聡など咆つし吃実測を行った。

　朕試乗訟鳴咽係匯信線２､加、.Ｃ●｡２回線で特に卸険用とし乙建脆された４のでヽ

軌条ﾀﾚ側より／∂ルの距艇吋高さ乱。ｃあ。線条向隔３∂ｃ４､々２回瞰夕線県妙官渉

されてい乱ヌ、回線の交叉は図４､1らに示した匯りで｀ある。　　六　　　　六丿
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4.4. I　回縛同r礦(J)圖亥炭侍性と終息次件ま汪ぴ｀交叉の影響　　　　∧

　　　　　　　　　　　　Ｆ　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　■
測支方法絃図∠に岬に赤し包回路ﾚ２より，ＣＲ発尿器の周波放を＆)/レ忿即％の

向部ULぜの剛力口亀圧とそのどきのＰＢづの二次郎碧圧を測支し弔衡琉を未友)だ．

先嫡叫将は巨扉向ふむ£が腕向はスイッナり.よりLooSl
I知加および師放と

良北して測支し梶，十　　　　　　　フ　　　　　　　　　　　　　　　　づ

　測支鵬系芭示すと図４,ぼへ眉４ｊ９のようになる．　ニ　　　　　　．．

　図４,旧はきと)０心交叉の回肯について妁瑞妖件ｋ周波教挫呟七の鴎危包示し尨尽

ので図より分るよう坦回線平衡鳶,の周波戴物匯は祗端加映よ恙良化削叫辿すこな

い，こ乙のことはホ回線の抒衡齢2為術する不平衡量としてば直列ノンビーダンス不希

衡竹すくたくない享乞示,Lｚいる砧のと悶わ允る．又平衡漢の固波紋忽ﾋはほ,ヽぐ千'

に旧列した剥匯示し乙いる球これは前μ示したように対吃容量不平衡に剖及するも

・之雌吏され５．ま丸女叉を２お．ぬに戈度する乙周洩助悼以殆人忿吸らず一

様に吊剱腿的りＢ悪くたうた・

　図４,旧縫端秤以６回砲一定とし交叉向隔ｋ周波教削をの郎系を示した亀のでヽ，

図より分るようμ同峡糾匯拙彭疎隔匯泌あ幻齢紅く，ぼ好一|叫切しｚおヽ

り刻疎隔融ａヽい程，2奴載の多い佳良し啼術渡を示した．

　また図４,20匯/邱∂％平衡ﾌ沿２つい･ｚ曳叉向隔乞印刻ﾌ災との関係を示し妬屯(乃て!ヽ

　　　　ゝ　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　１曳沢内掃ぷ四仇ｙ２タむあをﾄ七較ｊると．刮名ぷ｀はS｀μ/しぬy戸よ（，ス支叉向隔

,り,ｸ/紗1ごダ心乙･庸kではほ!ごかｕ/。ｊａ紘右約芙い．これに対する終婚聡を)影響

はあまりj尼われ乙い刄い．
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４４２　補誼坪價r度ｋ交叉の関係

　　　　　ＦＢヽ|　　　　　　　　　（　■
- 一 一

　　　　　NM ; -|i|-音２号趨音亀圧測見寡
謡6ooSi　F6リ:吽継松蕎島乱乱ク

PB-I

6ooS.

　　　　　　　図∠Ｌ２１　　趙音平衡度の湖底回路

　渕庭の方法臆図４,２比示し九回略満地で，報缶計(Ｎば)により，各測更群臣

覆ってL一心飢七ビ向麗音放浪した。一搬に趙首ぱ大巾回廊ﾋする(7)でヽ感回

(ﾌ)測定では各部匯，約/ぶ脊乃至３好雄度切り咬と行つ拓廟支の条件は曳叉

問陣乞心∂ｔ，/ぶｸ４,２ぶ祐，嘔卵白乙と妓ヽえ蛸治冶卵畦嘲放しヱ大端の

Ｌ巨向戌端をぶ即ぶ，Ｓ６沈，呻に乙した場色，丘端仮借69£として売端の

し巨間成露を6回心, skori:,卵嶮とした場合と巨ついてLI七向裁臥ヽＬＥ向殺音

電圧を測底した，測剤右系包示すと，唄４２ち固４,ﾋ23のよう已昔も。固４こ22は，

交叉向隔沸向隔)と梧晋平衡渡との険廊を示した7ものであるレ図より分るように良

叉の軽吝平儒加びける勁剽勾牒ヒ大きくこの場合にぱダぶと2J・ﾆ交叉からなク

碗交叉に変更するごとに楸つて/７占'�Ｂ極度改属することが実測され尨。又L,巨向

妨制網七依って雑か1殲残必大巾に皮っ尨のは城端吠件により大巾にL,Ｅ向粧音亀

丑れ脳ヒオる丸めである／又ダれにつれｚ Ｌ,し向雄皆亀凪が刻ﾋしなかったのは，

回線平喰該が泉好幻乏めであゐ。

　図4,23は次叉向隔ﾋ謬革粧音量ヒの齢系包実測し九尾のでＬ,ｈ向征音暖眉ぷ支

叉向隔口)粗密ｈより大し日Ｚ浚化するごと血分る，

　即ち，L,LI向維音吐知ｎあ交叉ﾆ

／／～Ｖビなり/ぶ加匹交叉では∂,２＆･レク｡汐尚V尾に口ク九交叉でヽは(?,2./^

吻μａ仇Vk減少した。又坤∂４交叉ｋμ。ク仇交叉の比教では加タあ交叉はよ

勿々あ交叉の場合の的洽乖賎の報音～なっ払

LjF向雑彭忍圧は，交社戈無陶琢に/タ～卯,ｸ砿/程度でおっむ喊端眺件によ

y)大畑2一刻ﾋした。耕蓼電圧・大きおヽら唄位をつけるビ　λ吐端ゆａ浹端

Ｓし比(勿とタルク回～釘iｸ・ｓｘ／)２．両端,9胆ル(μの心ｱ勿九万

　　　　　　　　　　　　　　- 106 -　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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４４３ケ一刀ﾚ涵言線の回良平衡斎周波柳利生

　朕試回剛む如色一作並向２３Ｊ ｋ４のケープ｀ﾉﾚ線を使用レ図４,１の回齢湛域茜

れたし溌振胃功周波数を＆ル尚即％の向恕ﾋし共(7)都度隋口咄μÅ/ZL,L．向電

β-ぴを測定し２り呼'．リジヒして耳薗環を乖｀めた．匯改憲は悌回誘莽ｋ印加亀圧ｋ

を区剔するため主とし乙槙択増巾唇を用し庖，

　次応則定紡気胞示す七図4,24のよう吃なる．なあ比軟のため測光雄の大要を挙げ

る七裸線で･は6,ｸ？ｓで乙/,ぷdB, /o2cク％では3g^d6, ?>0だ)％では２?必

とぼi｀直脈的ｄａ下するに対し斤-ﾌIﾘﾚ線にお｀いＺは26と)％ではﾀ･ｸ･７ｄ５，ぬ･ク

｀％でヽは叙,μｊ８，／とﾌ２ク％では67ぷｊ５レ3勿夕％ではぎぶ,６４５Ｚなり裸線

より差ゐヽに良く圈刈嫡性は源疹唯叫剔に/ｄこ洲レ，ケづヽル嫁では夕れ老

子急加齢叱して実測された，

　また回線平衡凱ﾌ)印加電圧/即ど)％}こつい･z ３,ｸ分心／蒔向の直焼坂歴し尨皓

果を裸線では３２,ぶ�５堰廣斤一ｱﾘﾚ機ではお.SdBW%で共匝友動すくなく土肪

�巳双宸の哀蜘哺次であつ尨．，

　ごのことは回縁汗饌残ヒ咄1ぐする不平衡量吃おいび印池おける㈲晦)植触を除け

欧方-ﾌﾘﾚ軋裸絢吻畿の紐鯛逞坏平丸絶痢戮不平胤苓樋敗不聊肘等ぽ

雨尺との也知豺K坑の劾ﾋのなし限りほどんヽどヽ似ﾋがすくたいためでヽある，
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岸畑　誘草交叉実施例

　電力疸晦調嫡の廊勒個による函右側への往昔障薯を少なくづる雲廊ｱ)－=)に廊言

回線観貧域汁る絲薩の位覆を適当な匝鮨毎に女叉さ他念仕～印ｏぶ=ふじ)こどが

非常に宗教であるこヽ乙乞４．耳飾で示し拡このよう九回的を守つ交叉佃牝懲喘支

叉眉シずける．互池詐は長趾魁中継噛七じ乙架空風線ほよ肩脱か勁潅利用し乙しほ

部分到に常に多ししこの回縁頌頴叱して実回屎の刄旭使用Ｌ回絲長さ乱/∂∂臨ぶ《

上とたＳ場合が多い．七ローカル回線ヒし七よ右尹圖波数肺吃よる実回線里昼を行

うこどぱ出凧るが、このような搬ざ中継線朗誦!信女叉を:痴施しＺい限いのでヽ、幻影

回細巍岐とし畑焉合、七の回線として.臨咬叉どなるため非鵬２遊色が多く蓉る．こ

勉励改滴する劣.め特例の誘痢靫之哭施し尨．その一調を次に示す．ヽ

　広島、岩回向裸通信線嵐宮島亀政から(7)誘＃が多く遜話困践T吝末､たしていたので、

背３流氷幻影回線２つに誘導交叉包実施蔵験した･．二の皓采は表４､１に.見るよう12約

30<i&の平㈹痕改善ｋ憲り、羅音は約垢．に威少し包同じような試験乞八､王二子、

謳決向、金沢､雇山向などでヽ鮒をし網れ徊ｔ沓量を激ぷ4る２とができ赳の七ヽ、こ2れ

らの恰果を整理し乙纏趾交叉回線に哭施才る誘屡交叉型式？し？Ｚ４２５に示すこ=もの

を決定した. 2^>tl>li>側回線祖互向の旅心波数帯涌話の増力ﾛする１と～おそれＪコ

影回線の交叉を最大約２､ク臨いこしたが、こ淑は図４､２２咄尨は図４､２３に兄れば判

る豆り尨るぺ｀く短し肪が延音｀量竹石利となるので受声回轍(7)みヽの場合除(漏話(7)ﾉむ配

七少なし妨でヽ)、交叉最大気を/､∂ん/方扮伺呈虔に短かく設計し九夕汐良しい

　　　表斗｜　　誘尊交叉による平衡度および｀玲音程彷借　　　　十

回旅名 古今謀交叉 「000%干々戮度
　　　（４ＢＩ）

呆気音平衡渡

　　（ｄＢ）
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４．６　平斤孵復の実状調査

４､ら、｜　通信回線(7)平衡度合布

　系､岩息飼鉾≒一路回向、俗朗一決恨向、商近線､福米像、鵜窟ト米演向等剛ﾋの際

行な北)れ沁圃信回縁の吊衡浅試験加闘弛百分率分布にとりまどめると1H4,26にな

る．

　百分卑今布の求め方ぱ20dBより､５郎哨隔にきざみ旨の向隔内の数乞紬綬で割って

未め慨．　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　図より分るように雑音吊衡瑕の分布は、ろぢ郎以上が２､２７％、６帽Ｓ攻上が/3､か

し％、ぷ夕jB以上力ぐ兆､３％‥タ∂祁以上乙ぷ邸衣ヽある．又ぷ・鵬た達し鳶しN回線

ば３ぶ刄程度であフ旭

　次に/OOO$4平衡戌の分布は、乙､STj5以上が夕､＆％、心丿邸くにが２２､／兄ぷゴ８

以上μぷ邱、、rO4B以上ク谷％である．ス､如北巨遠しだぶ

つ左．

　次に図４､２ら(7)退官累繊ノ次湧率曲線でヽ示すと図４､２ﾜのようにな亀図よj分色

よう巨々・包平瑚渥が４ぷ郎以上の岳のおよ詞を壱平衡農､が｀詐ｄＢ以上の呪のば

消良til喬我のほぐ印％程残ｌしめて刄る、

　粗肴予席浅とかの沁坪痢廬の比較では、平衡痕必ｊ５以上の回線は／勿ク％平

衡戌が約夕九多く、、妙聡以上の回嫁でもﾀ路程浅多い．即ち同一曲線抑緒平節咳

　ヽどかクタ％平衝戌とは恰斟サじれ￥の咆左は約かz､．/如同流でヽあつ‰

　次に非厖ｲﾋ区向にお｀ける実測の一冽とし７曝惣線£ヽよび:剌ﾋ晰レートの唇信回線に

つしに序恂残亦布を示すと.図斗､２８の盛りである．言た非愈ﾋ区向を一拍した累常百

分率曲線乞市｀めると図４､29の匠りとなる．　　ニ

　以上の結果より分合ように耐ﾋむ

近く伏約右入/∂以βの延)非剛ﾋ区向で･は両者の荒が大差い広的２如＆笹凛の差で)

ま尨暇ﾋ区向りμをﾋ区向のか印％平衡戻の叱較粧降ぐ同住炭で目立つ酋差浜ぱ.な

しx.碓船陳曳は明喩ヽに亀ｲﾋ区向刈匹が４/刻８尋戌非亀ﾋ区向よりよい結物ｙ

屑られｚいる．こ水心ﾄｅﾋ区向ではL､E向政昔ぷ低函泌)巴、L心向とは平衡痕に

関池のたい諜漏話たビによる雑音が混〉ヽ､し、児外け上誘姻翁ii⑩九込蛇蕪はよる．

薦って非動ﾋ凶絢では必ず力勿兄予痢震ち付あてあ｀こ郊安がある．
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4. 6.2　平衡庚の旧聞的洩鮪ユフしドZの実測

　畠山、聚煎川間ほ信線におヽしドこ坪矯疾眺乖腿鳶澗支葱行い、共の卯の平衡度の安

迦臍況右足尨．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　朕試回線恚｀よび測旋回愁左司４３０は示す．

ド
プ
。
ド

　雄

一一一
凪

認践尼流計

一一一一

りレー

一－・

回
一一
　接

-

回線

一一一一一一

頌/作務
一一一一一一－

寸
言

6卯

『

Wﾐ･-

図疾30 平衡度鳶動の測定回路

　B佑皐魚順司柳民禄０､５､Ｃ)包おき、/勿∂％電施色/∂分£ヽきに、回齢勁中破

舷とアース向に加える。鞭って/∂分尤巻に/勿､哨平聊芙ポよびヽ柿狸平衡戌を記録

寸るユビ氾尽る。記録は富山冽においＺ、しＥ環ﾘ１ヒし山硬瓦とを1分担き囮励央え

てヽ球音雁圧計似､Ｍ)巡導きづ圀電流計はより自動梵餓し九この時のt齢tの振

飢な嵐当ならしめる佩め、ししはら卯砲端子より直潜に、L､巳は6卯皿端仔包

10 k兌七6吻皿に分圧レ更脚諸賢紀蓑呑(Aｔ)き直当し使用し拡ヌ/勿∂％

糾�の適合はＬ､ｈしげ浪(ﾌ)レやレ七大に斥るので、砥の上亙た１鴫乙吹)喘1分

圧した。

このような訳録測定の紀系よりぢ分向毎K:坪衡戻の仔純値を求め、時向的の皮化薦

妬を示した循のが図４３１である。

　これから鑓諭しうることは、　　　　　　　、

- 目９－



　　/゜/日隠おける冷衝晟の劾ﾋ範囲|太/クガ河債ぷクヘ｡6odB、微音法が∂４・

　　　ヘジ∂ｄ５欠ヽある。

　　２･／勿ク％平衡燦は深夜に良く、古柚l悪い、

　　ｙ雄昏平衡浅限深夜に悪く、古祠良しｕ　　　　y

　　な/∂叱)％平衡戻の深見隠あ｀ける及化鈍囲絢央い。ぐぎぷ／レ加４８２〉

　以上/沁ダの姑累に対孚る原因を考察ずるに、

　高山・糸魚川咄巨おしに、朕試叙陪ぱ、富山既鉄ど約／∂臨と(7)陶冶安､耳行し･乙

し必部分がある。このため昼伺は荻皆匿ﾉE腿遡くﾚ夜向終叡知討虚者ぱ柿馳少ヽくなる。

麗って深夜肥は薗割加担湖の漏話お｀よび｀謬駒端唄できなくなり、趙が徊b複は鼎

くなる。初心え屏衡浅が趨音平衡環より、常隠高いのは、あ塵はほヽ引防駱のみの大

地司小する平衡を測るの副才し､隷淆は砺娶七起認導叙の平衡堵鴎娠するからである。

ヌ萍夜､/∂次)％帛町わｑ糾合い口虻定なのぼ、気象県件が昼向より雀夏するヽためであ

ろう。訟お/000%平愉蔑を泌之する場合は、ﾉ勿ど)名函･ﾛ司政を鴫くレ、趙除およ

ぴ渦話の影響のないよこうに注奪した。
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４フ　永吉i　言脅

　以上各種の計算丸｀よび宋測こより肩られた結諭を列挙するビ次のよう氾なる.

/、回線平徹度巨おいて不平撹薗ユよる影響を浩七算し尨結果は大匙自不平鏡勉対しＺ、

　２∂ふ9･、４‰・・直列回陥不平齢す比乙２∂石和．４≒が得られ了に

　対炒旧跡平衡をタdE列リアクタンス不平衡包挿入し白箭合の周波鋤磁冰ぜ

　･おそれ仁/所所ずる白牡存つだ．仙山跨､噺喩駝等の難拠系こほぼ丿-/旨比

　冽した．　　　　　　　　　　　　レ

２バ亙鋼愚信線の痢鋸域不平衡は巾さいの魯回線平衡環の測定淘ＱおけるＬ、 Ｅ向

　髄

　が求めらえる．

３、回線平卯誹Ｌ湘木の癈嶮、天候の劾し㈲等)のなし原､り友勁巾は小さい．

今、回擲平衡攻と交叉向賜どの齢恥づ凌叉向㈲岫さしぶ良い鵜丿防将ら九る．

　実測の姑限でヽはS't?am,交叉より／勿夕匹交叉で２､なら３４５、'2.ooom^どら祠５

　ふのり弗でぞ･･し／∂ｊ８欠々ゑくたりぽヽQ｀女叉向隔君２冶になると、２ぶ心３ｊ５

　慾くなる．　　　　　　／

ぷ、盛栄の國吝回線吃あヽける粧ぎ平衡浅の問洲財秘Eは計湊儲右愚(静附吉合にぶけ

　る計算)は、ほぽずｰ/に㈲如寸むことが脊った、実測の部原７傑しIE向(7哨屠匈桐

　倣しり陪ぼ噂ヒ囃毎子犬出港する麟剽碍られ址、ｘ成釧糾糾7嫉ぶ々

　心の場合回は周政教の低し噺で頬打ちとなつ尨．　し　　　　　　　っ

き花詞液賎はＬＥ向の縦鎗和ヤヽ■M^ Loo a.にし址場削た端の聊巨より大

巾に曳礼するのでヽ祗咎平衡度を測光する回飴は一定巨壇るﾌﾞ沁良い、然し汲拠端物

　鴎汝し尨測足回砥では失端の条件に依る嚢ｲﾋは寸くだく/ル２ｊ６程鷹の羨であっ

　た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

ク．皿)鋤大皿の劾とに依ﾘ大巾μ産動し的／∂ｊ５内夕μヽある．

ぶl薙者の交叉削Rる勅果賊反叉向隔ダ小さい程よ（雑静柳勉吹回し７女叉向耗

　､ダタタ心より/ぶ匹何妁３うぞ謎巳､/匹クｚ肥よ､り２勿夕祐でヽｙｊ８、之硯ｸ心よ

　りイ∠ｊ心配やかｊ５と机ぜ式勇くたつ尨.　　　　　　　　　　　　　　＼

　9､旋こ)で女叉の効果は邱鯛術浅より雑蓉平匍難幽する効和ヽヽ非常房雄いB防

　以勿ぶ財こ叉とぶり旅交叉を比較すると後者は回晦平廣賎でば於レ//o(Bm島平

　滴7財ヽは約／ａ�５凝戊妙宛冰改善され鉦．　　　　　　　　　　　　　　：

／乙)回鉄轍匯向のほ低回條吃がいてμｇ)～柿筒7勤ヽμぷ､･f8以上の七のもヽふび雑

　　　　　　　　　　　　　　　― 122 ―
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ｔ
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･

　音平衡ﾌ勤１３Ｊｊ８以上の4)のは謨霞回除数の即ｒ即刄陽刻1しぶ)でいる･同一

　回蹟２おいＺ粧咎平衡曳ｚ/夕の兄利転覆の権匯はぷし/クdBて卜廠に/ooo%^

j卿隻の方ぷ哀い。

//、国鉄非團ﾋ区尚ぐ/部渥鉄の影響を受けた区内j)のか勿Ｓ平衡度は倍者平衡炭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　㎜　　　　　■

よりゴ瀕を農よひ。ま甦亀ﾋ区向四ﾄﾞ耐ﾋ区向の/汐政巧糾鍛残の比較㈲乱l洞程

浅廼呟)るが絡駒咄劇々才し割緯4者訂ぽQ｀/β八・/ぷ斑5程屋よい､疫つて非動ヒ

区断では/ぶり兄平廓茂を実測しｚおくことμJこり重要で、これは蒔氷の町ﾋ吃際

し乙給駒り忙衣立つJこう吃刄る．
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第、了章交流電気運転に励 言廠に果
５寸緒言

　日本固執か商用周波牧による女波酸化乞計画した際，まず労1削通悪線峨庁する誘

４障勘心配さ幻i。即ち日木は山岳多く，０ヽ七人［眉ぼで，多この團言罵糾咄ぱ

沿線|ツ妙行しているからである。しぼ鉄きから/∂／レｊ妙４の範旧向以丘縁するぶ名

線にぷえ６嘱:ぶ怠老４電圧を計算すると表ら･,１のほLりである。

　　　　　　表ぢ丿　　交流qしｲﾋによる電磁誘４ｅ圧

　　　　　　　　　　　〔:２.×１０４Å.km当り，ＢＴなし〕

大池噂覗率（1‰）
剔宮座瞰隔
I07゛ 300'"

O, 00 / ２＆どﾌ∂Ｖ ／ダβ∂Ｖ

∂,∂／ ２必汐汐 ｙ夕汐

次／ ２∂タク 3<S>0

　たヽごレ、電車線沌砥時に媛濾線回既に波れる電流セ２ｘ／／んｋ゛と予娠L尨、表

　ぢ.ｕ２凡るわにも震鯛腫旭よ大地の４電卑けふっｔ大さな弧がヽあＱ、着通平地でヽ

　は卵弘元山を咆祭は∂､ｇ／坏‰の堰浅と云われヱレヘるの応召ホでは殆んど・(7)地

去で多数(7)瓜信柏遜噂による危険(電腫砂附直３回Tj)を与える結果ｚなる．ご

飢山方する防践対峡とし七言を言城をケーア肩ﾋするごとがヽまずろえら北るが｀、この

錫色ｙの迭崩歌数は､９､／４ａ､２の高崖痴Ｍ嵯項求される．高庖政の旨信万ごｱｯﾚは

技術的とは不むｈ･ぱだし巾し･Zかk嘲２多訟の廊言線か£考する日本の現漱で甘、

電が側で拠置する方が一層有利である．この目的以ホしスエーデン旧鉄で膜用し-Ｚしい

る吸上衰孤耳(Ｂ・・ｓｔ叫コ恥“汗・rm&r　以下ＢＴと冶略)お｀よひ呻メり力で男施

じZいる単悪友圧呑は極め'乙効累的でヽあるぶヽ２れらば詞れも２ぢＡ./ら汚泥の周波数

による交流郵ﾋでヽ曳麹しか=もので商用周波数抑.よる女波聡ﾋの珊合のそれらの誘膝軽

妬効果は爪紅rであっ拡それ故部Sを机上刻七起粒討しお結果、わ九われの飛未厄最

乱座する４のとしび

たので/？ｓ≒ｒ年女波ｔ丿ﾋの試験線区であもあ山線仁払に始め･乙２､ク､ｸＡ翔ク戸゛

ＢＴき眠をし、その効果ヒついで試験包行うことにし紀この結眠嵯の有効性客確認、

し尨のでヽこれに名子の改良徊口元ｚ以后の右文吹叡ﾋ巴向肘15用寸るようになつ尽

μあ｀也初諮琳疾電嵐}より生ずる誘痢１剔咄哨けること包妙|ゑ的乙しZBT
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１

挙

戸

･

を設直Ｌ坦ダ、こ釦ｔ平幣蝕冲jz生ずる高顛波応分による面諦暗障岩心がし尾七

非常に有釧z南くこととμつ託．　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　ＢＴを岐吊手５き電回聾め代表的がごものは図占.比兄る２直りがある．ゼの１ば、

(萌

(勧

図Ξ.1 吸上皮圧器CBT)のある差電回路

　ＢＴのぺ皺11港線を電卑織1乙接続し、二次側巻線は直接しール中吐点k!ぷ｀ンP’する方

　試｀は）で遡よニ.ｼ諺倦織乞咄ｚ設け尨員き励駈消瀕方ダ方式油）であ乱この

　適合の気色股線はＢＴとＢＴとの中間の嘔一敗マ･レづ冲性猷岫鶯ぷｔ乱ＢＴ政

　ヽ廊姻則之剛馳rる剔言線ど盛払原非か与λら九分駝碗の聶庖値瑚餅映に決められ

句ぴﾖ木回鉄では拝辞端宣としＺ（♭）方式、Ｍ隔ｐ＝４秘い乞揮用しｚいる．卵）

吻式｀は（rb）方丿沁比赦しＺ携述するようにわ｀尽･）に譲勲珈高胴吻る四唄碁ま

痢鉱哺さ九乙いなtノボ吟吹訃囲される幼易聡吃の他鮪凛抑こよっては使用され

5可能性がある．　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　二

Ｓ。２　吸上皮圧器を有する吉電回路のレール中(刀電圧電沈

　胞気㈹如乱吃緋圀叫電鼎刎紐るだめ郎:、ﾘ槻成拶健へ漏浙す砧吟を

なる/Nヽく少くするか、出馬得べく､んぱ｀帰電商攻電卑腹仁近く漑けられた膏２．弗体を

通るふうlzすることでヽある♪ＢＴ【吉正に=!のような収曰き累尨す/でく以計池りれ尨ｉ

のてヽ、セの慶桔梗を｜丿とし、二次巻刺劾ｙ一次胎卵印池たるべヽく､等し（なる

ことを噺票吃している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　次にこのようなＢＴを図ぢ｡1のにう叫奏片した場合・レール中(y)電圧電流の分布ぎ

求め、こ札が斧ざ刳ｚ注／ヽ雌場合に北暁してとヽのようlz飼厨るみヽを調ぺヽよう。

　　　　　　　　　　　　　　　― 125-



Sバ2;1吸上喪圧器２直鄙曜今我としベレ間に坪入した場合［図５． １（のが式･）

　吸上友圧退び）間隔をｐｋし、各区順の電車線電漑工心等しし嫉のと仮定する。レー

ル中の電㈲･よ居区自で異るのでこれ吋ついて旭支る。　　　　　　　　　＼

　Ｄ送電端区向につしXマ（図５､１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾I

ｻｌ，

0

←Ｚ.→　　　　　

1

　咬一一一一一一･一一l）一一-－一一ヤー

図５,２　（吐方式送電端

レール中の町圧£｀よひご電㈲Zついて式(2.2)

と同様に次の式（５, １）（ジ２）ダ海立つ。

２
　　‰＝(Aご遥＋Bjr内乱

　　取＝ＡＪａ－ Be‘t゛
r;‘尨づ･

ここにおﾚﾍて

八゜卜．-1冲ｊ！(I.+'HJ勺戸腿.p-nt>

8づﾄﾞ・ヅドヤハ・叫人呂ｅヤ

]

｀

２の区間(Z)しールt十を流れ５平均電流は

≒で≒ﾐぶづぐｺﾞno-i)I,i-白石"fclWi.'K.―^

曲中央区間について（図5,3)

→ｌ，

　　　←ｌ→

　　　ぐ一一一一でDづ
図Ξ,3　（a）方式中央部分

r
卜
Ｆ
卜
Ｌ

（り）

(5よ)

叫工 づ５,3）

ごの区間のしール吟の電流および電圧にフい

ての解は式｀（５心〉と全（同形となるにしか

しこの奪合の積溌鬼数Ａ、Ｂは次の通1）であ

る．

　　　　０１十11．1，eTlt)－(13･ﾄｎ。IT)
A＝　　　　eT1D－と｢ID　十

Ｂ＝

eTID一百
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１
・

･

･秦

-

細

S

・

この区間のＬ－ル冲を洸九る平均電沈|寸

　　　　　工bぺ＝(２几11↑八十玩)☆仙梶貼－ｎ。11

Ｉ .= I3ならぱ｀（義際y2ｚのような場合力嗅い）

A＝ｏ:ｆＨ。ｴ1）j
jﾂﾞ⊇

面一

　　　　　　　　　rGDＢ＝（工z十ｊ。工,）jy二回=万

１

　　　　　lb，＝汪ｊ-lt。I,）ふｔJ1琴－71

㈹貝拵区間につしに（図5.4)

工

1

(5.5)

(５.６)

（５ヽワ）

ｉ６　　　→１→］：Ａ ７７８
：　　　　　　　トλ’-９●　　:

←J･1一一一う卜¬一人→|

図５,４　く剛面述員荷区間

　負荷点ｒ包鏡ヒしてｚ(乃区向き二

分し、その左方几の長さの区向と、

あ方几の長さ(7)区falklC分けＺ盾

える。

　ゑ区間にフしＵ乙は､式(､S､４)

あ｀よ沢て５､幻吃おしド乙ｈり工４、

工3りIr。でI〉やj､と置くことﾚ2ふリ

積介宸泗、Ａ、Ｂが宮められる。また

あ区向につし口ll話赳度数a: B1決めるための条件はｒ釦ｚ瓦｀しに　］:沁工r。，

:陥≒ｏ　である。

ま鮭

、・ｊ　　　　　　ｅｒ;几

･．Ａ-ｴr2百口ご百石町

　Ｂ仁工　　巳‾叱
　　－ｙ耳二百可

－

　　　　毎ｆ乱光づｺﾞ呂斗＝かセ・託乎

なお｀浸､において次の卵Rぱ片泣する。

　　　　工汁Ir,=くIn 、　　Vbr= H,⌒

(5.8)

(5,q)

　な赳｀しVbr随J,区丿句で兄包ｒ鉱のレりし電位，べrは力区向で兄乞.r141sのしールj

萄立とす．
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以上の垢聚乞整理しマレール各部の電圧忿表示すると表ぢ,２ヒなる。

　　　　　表ら,２　　　ＢＴのある（○吉電方式のレール電圧

ｌ

４---･●一一

ｌ

　「に　　　３’：’４　　　リ6→:サ町

－→1←一一l」一一ヤーベI）一一４←刹十七咽

　；　　　　　　　Ｉ　　　　　　　Ｉ　　　　　　。｜

辺゜キ［[('no-1や４．ト･サ帽

皆二音ト．-|一叫ッl-ｴ迎］

弧二子レゴI（悟一行＋lj?-Ｌj

‰＝塵［ﾚI.（･一刎，ぐＧ-I迎）
　　　‘）

‰＝言レ。球卜|）十工迎-ｴ４］

戻卜子［

‰ニヱゴゼフト．yICCJﾌﾞＵ!-Ｏ十玉（以｡T弘‾秘にI

W＝・カ　　ト。工山一c�.Tコ,トエ4-ｴｒ,c琵釘コ,）

　　　亀。　　　　　昏倆-･ぷ7Tコレr
_ VIてて　　　　十

　　　　亙ダし　３‘沁ぞ「IV ，　？＝ｃ。蔵にｐ

・

Ｓ

-1

哺

．●

●・

-
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ｙ

W

÷・

･

や４

W

表５,３　　ＢＴのぶる(剛走電方T式(JIレール弓圧及ひ･ヽ電流

左

端

図

面

　ｪ戸‘と卜n-^)I:IぷJTこCDﾂﾞ)+㈲,十ェづぶRT7づ－n.1，

返=ﾔym･-1)工lc.氾Tこに)一幻づ玩十n･,ｪ,)cos£TI%･}

　工哨一汗２ｂ一廓r,十�1士"tojnH.―~―･t｡I，

中

岡

区

内

≒ご{V(気十九.]:にμぺ,T7の一句十脳｡I汁T3} sin£rZx {･-n｡工，

辿゛子｀[(工1十九工lhJITi(D｀匈‾(工汁゛祀に岫月こ2'才　　｀＼

工k－(2｢l.ﾆEI＋工ひI万言尨ぺ足－4.工･ノソ

j?，

区

別

�゛とF(ﾆr゛十noI|) sm£にoドリャ(゛工‘十麹)“1応T7万一(LI

べ=ﾔ[(]ﾆ4十日｡ｪ1)JHi(か刈一浪｡工け]:よ)c｡ぶTフハ

大

匠

園

1謳　こと?t九ジｄに凪‾万)

幄=･三次万レ:�T7(入-･･)

　/　　　Ir.　c｡sRTTi:.-1工k°T可し　ジペ｢l右

Ir,=工4十二E,ﾄ｡一口｡・j?T頴－siぺTこj‰｡{阿ﾒ昌

秘2°工4十工･V八十(JITlj言六白ﾊﾞﾙ

　沿こsぶと｢;ﾀ，cgに[7九十cぉ丈Tこふ
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次にＢＴの二次側電流にフLぼ次の式ダ絞立つ（向暖９）

工１ニーII登十¬Vl-Va

13ニ‾工|士＼＋‾y:ツヤ

４尨、

工4ニーll七十箇管ﾁﾞ!

]LI＝-ｴｒ２－エm　　lｒ2ニ
ｊをｰ‾t１４４４Ｒ｢7孟，

　　　　　　　　　s゛ｚ

　∴^lr＼ ~ ―r―"t^vit? T7几一ｴI
　　　　S・

(s-,ioで)

(Ｓ、目)

(ｒ､１２)

(S‘. 13で)

　以上の狐聚よりI^, I3,14 12つし/1‘乙次の蓮立鰹（Ｓ,14j）が絨立つ．２斑を解い２．

　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　●
Ｌ．，工汗工（包求めるこビができる．

　ニニrl，lｊ・ﾌゴ沁ローに,φn。-1=2.n。a４Tｕ)－Iふ詞にみェり 　
　
　
○

と
し
Ｊ

　ＢＴ多数か相剣３接続七:ら飢る通合は、ゼの今向区向k!お｀ﾚずる各５Ｔの二次側電波

与０一一２-４(μ'（にうい‘乙ぽ｀l｀戌立するが)1石可1t尼ほで等しくな夕;犬この条ﾀﾞ牛き

池えに入れるｇヽ中肉区向の秘につしべ次の式｀心ぽ)力礁らｵ15、

　:･　　　　工　＝－Ｉ　　トト２rt。
白七涵呪!y2

　　　　　　　　F’　｜　
|＋２七七・・。｛工≒!え

Ｚ２か充分大になるヤ与う≒　　どなＳ。
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－

(５',１９)

(5,17)

(5.16)

－

｜

(５.1(?)

？

卜

･皿

？

●

Ｘ

-

Ｗ
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4∠- Ｊ‾

５。４　吸上及圧器包便用し包含電回路の/fンピーダンス、

式耳］　／fンピーダンス計茸武‥

　吸上愛圧器包便用したき電回髭では、屠亘のき匿回圃ｚ比綻してルンビーダンスば

増加L従って電圧降下は大きくなるこものてヽある。図ぢ､１（のぷなびヽ（b）の場合につい

て今節蔵上淑圧器1ケ包含七ヽ品yｔ当りのづンビーダンスＺｔ求めると迩ぽ､3ぢj）

の逗k）とた乱　唐叙９）

　区な丿（のの場合
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z＝Ｚ,－r1．Ｚｆ(ｓ-11,)ｚ,．谷鰍混丿尹十今

べ､尚
Ｚ£゛　吸上及圧器(刀漏脚/fンピ‾ダンベ

Ｒ＝
2(i-n。 乙亀七体孚

にS判

(ら,３５Ｊ)

(屈３６)

　　　　　　夙ｎ。｀ざ:の他ま式.に､２Ｓ)参隔　　　　犬

　烈女一哉Ｕより小さい拡肌が次姻2)l吃布石に誕以ｚりお次回(|ヽｍ)2辿)

の加2近つヽヽく．網えぼ電早線地銘詩などで廣上褒7五器の一次巻細酬咄ヽ異常に大之く

なる時ぱ、Z2が正硯(力痙より非剌２)1ばく限りこのような場合は式く瓦3司のだり

につぎと7)鴬

ｚｊ＝　Ｏ一国.)Ｚエ (5,3ワ）

を飛用寸るこり々･きる。拿尨正露翌報時で阪上亥圧唇蝕|廃液圧愚巨丘し叱秀えら

れる時ぱ式｀価3ミ)よりＺえは式ぼ,3g)のようになるこどが判る。

　　　Z1こ(R±zi;

図Ｓ,１防）の場合｀

ｚ＝ZI ,
－ rnZi3 － >^Z2. ＋乱舌

九ぐ｀し

・庖尚
エ

Ｒ＝（ろ元jZ,3す舟乙3）Ｄ

(5,38)

(こ3呵)

(5,40)

亀し理想度圧巻(7)場合じりふうK!、Ｚ２が非常巨大まいどさば遊ぱズ(ぢ､３別に挙

し(ﾐなる。またこのときmi-^ (､０、ｍサｏビなるのでヽＲは式｀に､４ｏ)より、

　　　　尺＝(ヱ33－ｚ。T)Ｄ

となら。反って淀(了田ｙl乱

　　　ニｚ＝,？,i十ｚ33二2 Z,3 -i-rg-

(5.4 n

（5,牛２）

　この結飛は丁度電流が電季瞭ビ貝合電線包ルーフ･としｚ流れる適合の／fンビーダン

スに等しくごの場合ＢＴは満膜バンビーダンスのみを考友｡飢ば｀よ几炭絡証転の状｀

鳶､では両隣八ビーダンスは医常/む皿以｣錨り、負循ソンビーダンス|ル３晶に

出皮Ｌｚ理想夜圧暴12丘し咄潜､となる。漑つ一乙こぬ通洽ガドイ勾が痩立する。し
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かし政偉時蔵とヽで大電彪咳漱る場合はＢＴの扇磁ｲﾝﾋｕダンスは鉄心源1のため

小ビ昔るのでヽ式｀（５,３９）たよら湘ば｀ならたい，この場四劫碇常雷以順拾より

インビーダンスは少さぐた乱

5｡42　吸上皮圧岳(7)亀気的特性

日本岫敵頌血康用しているＢＴ已つし吃測良し址励磁インビーダンズおよびヽ踊希

インピーダンスの肺胞を次に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　、、

　０)励磁インピーダンスの忿施祢性　　χ　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　･い

　　ＢＴの二次巻物飼呟降板し、一次巻房に電破1．隔磁蜘０を流して一次巻

　線端子の電圧包測戻する。この湯合、卿王、電尚丿禰政念念かことが由るので、

　周洩幼浙唇包飛用して、ゼの基わ知友釦)み恕汲傀する;この皓果をｴ。個条軸

　に脊。= z; (励磁・ｲﾝﾚｰ=ﾀﾞじぺ)細蹟にとって示すと図式loの孤りであ

　る。

　　区}中に示したBT容量は、宛倍一次電波ユ､にフドＺ次のよう回り腿斑応

　　　　　　ＢＴ蓉量ＫＶＡ＝]：討Z33－Ｚ､3)Ｄ　　　　＼　(Ｓ､ヰ3)

ト　　　　　　　ノ尨ぺヽ七工、＝６Ｔの一次巻線剛流定格阻＼　　＼

　　この図を見るど扇癌原りＡ以上マごヽ･切磁/fンピータン訓煥激に下降する獅陰

　包冴っこと紳広こ斑は明らかに御岫徴錨㈲に恨因す以の１ヽ、ワリK以

　瓜び16 KVA は 最訓仙山線の試験邸咆歿用し幄七ので宛向騨姉宏凄約、

　ん∂勿ガウス、乙弔刈ぶきヽよびSb＼A＼l/＼ Mの後出垂線剛と用K廣計し九略

　のでヽ餓細微徊1践はぜれがし回心分ウズ及公何々ガウスである。励磁ﾝ｢

　ンピーダンスは、直暗６Ｔの誘皐蛸勁果摺に賎勅傷呪従っ僕命贈濃の墜

　勤雌愛酸(孝敏陶に対する灸自席に堡胞である。　＼ノ

　　なあヽ図居-ぶ)困辨ぼ剱匹｀ける丿蛯原勁叱励磁バッk・づミンペと。㈲係曲

　栴確冶吸め･ｚあヽぐと非弟娘刹である｡。押忙しｚ図加バいの樹削ヽ沁、

　KVAのＢＴにつしで≧遊包拡めるど図､S;目の砥彭ビ紅る。この図政海図劾抑2

　↓つむ乍図し尭元のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧'

　　ＢＴのこ濤昨項片／fンヒ≒ダンスに33－Ｚ､３)Ｄと端境した場合、その一次

　捲線両:政エ、と励佑豺に。九の向には､巻吸比｜:1であるので碩単斥曳圧器扉

　贈邸酸瑠七して盛玖必に次])式心４４)Ｇ)郎紗未あられる、
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励磁インピーダンス抑妾，周淘旨所生，

(3)漏洩インビーダンスの電廊馳Ｕ政周波数肺吐

　ＢＴの二次貌祭端子を短始し、一攻巻妬９.尾政包波しマ｡ん欠巻軸将向の曖圧と

渕皮寸る。こ川原ふこり混馳ｲﾝﾋしダンス歓－ツＬとしえ求め忿電湘２つし口

図示すると図ざ､lざの盛りこたら。言右電皮を＿亥とし、周波裁セ院)入２ク凹％

の舵囲に哀え七渕良すると図ｓ､硲に示す特桂力曙ら漱る。２.れμより、判るこど

陣痛海バンヒ・－ダンスは電波削原句/係巨＿霞であるこ巳占ヽよびヽ勧成数回才レzは、

ぽヽg｀周波鮫の１乗ﾚ虫例しこ高尚／ンヒ・一ﾀﾞﾝｽ､ばべと牡る。之いう２とてある。

乙れ心配拓インヒリダ｀ンス絞主とし一乙１次巻眼と少欠巻祁眉の蹄菊池ヽゆる漉践磁

京によヴり唆ずしら屁２いるためと推定ざれる。珂政μし７.仙郷厚南縦では、

Ｚにク､ノル∂､２ぶてまり、汝圧部拾動快迩t/痙、イン匹ﾀﾞﾚｽﾚお

いる。
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のあも㈲1｀函｀よ政｀ＢＴ;Ｎドのな比堤心ヽど砧尚
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与．５つ　電圧，電流痩布の実冽

　仙山原き厄回路図５,1ワ碩）におしに２４ふ心も気に湖似員翔助い32ひ詣き襖続
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卵膜測定であり、また匠電人i勧岫肩ヽつ尨ので、北足誤差」勧ヽ勉り大であっ五拡
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尾:流はＢＴのためノフ,２ル12.1 Vi^んどが流れ，JZの他のＳ向では大部分がNF

を波れたこどか刳る。またレール胞圧も3oo^＼'h夕才し，端末，でヽａ,ｓ７，送端でヽ

３μ７と普逮ひ場合より非哨２少い。乙ぶぶ月らかはＢての作用はよりレール電涙き

ＮＦｎ吸上げ゛お鮎果であるビ云う乙どｶ句ヽきる。

５､５、３　誘洋既圧尺ひ'誘草吃鴎係教の沸胞　　　　　　　　　　　　　　‥

　加山醜控前落剖討試哩転列卑公出発し､作並方面図把け名向に、この区旬坪

がする架白眼盃信線微道どの離倆、法合・秀子向約/∂あ､狸仔ヽ白ぼ向約ク､ShJt)

ぶよひま諮ケープつレ働道=ね社りき匹吏F釦ｃ当鎧０ぼ腿け罰図昔時瓊

圧を脚肋砂辱ると図Ｓヽ､2.Hmら沢乞列壹亀舷にの向ほお｀し＼7. S-0～ｱがμ

して、誘如気圧の最高尚潮瀬院約/夕でヶ－フリに妁ど７てヽヽあつ九図は具艦包

り、列車の磁れ位置ぶ｀ＢＴ梢近り腿泣)碑勾配Ｓ(吸上線)附丘潮添･戻趾註冶吸タ

る式こ絢４ＢＴボよびＮ則端する回診の蝉数でヽあって、その理由ぽ図５い(叫示

さ北るし一つし電流の分吟包見畑勾鮮される．即ちしぐ叫の匙九ぼ貝荷点と嵯の璃

　　　　　　　　　(の薇亜信碧への誘噂電圧
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（ち）ｹｰﾌﾘﾚ通信稗／Xの誘原電圧

図５∠２１

　|０　　　　　５既　閣（分ぐ←　今

試運転列衝頁行中の誘導覗圧沁山線）

　　　　　　　　- 155 一一

誘
導
尽
圧
励

　
陣
に

　
６
卜
’
２
　

．
恐
富
産
開

吽
ｍ
＆
４
２



堵吸よ線向に殆んど制限され、この区向で大分い誘噂電圧２発生ずるが、ゼの他区向

では巳Ｔの作用れふり大郭分の電流がＮＦ２帰心&ヽりである。坂口でj秀蝉曝露区向の

アンヤア着は、ぽヽ､ｒＢＴｋＳとのＥ離(いでヽは2.畝尚)12制限さえ、これ以丿決ご

なることﾚほい。この尨めに図らふトに示されるふうな叱圧凱録図力塀りれＳ。麗

お｀①崖杏鉉尺むl叫ｙスタート、②は艮弓箭停車③は目測が陣の旭わぬμ誹浚

渚滑である。なおま慨５丁匠過の瞬向ﾚｚレールを波れる吸洸オ向ヵ他脆し郎草鑓:圧

洛邑紬肯/Ｊｙかける。この糾個中叫浦に誕血机る。墟沁松崎jリ賦旦

の暁剋り許寸漱Ｚい５払ンLはしＪﾚ電ぬ叫F剖へ帰っＺＳ咳lｚｔ54でヽの

向の残畿埴動馳基く郎軽盛姉凛け匍獄)である。この区自の昿囃畑個諧

ＢＴ(湖捧面無晦2よウｚ汰まり、佐咄治廬紐図Ｓ｀友３１２反吐づに、ヶ－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　　　　　ｒ　・力し↓･こ酋し∂､ﾉ気誉峰ば才しク､//､ケであうのてヽ、このＲ向力嘔くだＳ以晦艮き

　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　Ｉ．　　　　　･ゝ　　　　　　　　　　　　　。
　　　　　　｀　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ趾くなる｡犬　し、　　●　　　　　　　　　　　　　　　'｀

　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　　　　　　　　　－　こめようぱし々ＢＴあヽよ叙ヽＮＦのある助頼岫路１ヽは、き辿Ｄ勧喰(九つ之七

誘鼎坦引渡舞に卜卵jして次峰に大迪くなるとレ､うことは刄､（吸上線と巳Ｔとの向

隔にょって荊限さμる値以上は大とたることはあまりな外

　攻吟／∂､２ルｇ-／ｕ/訊２-ふ祠星向古穿重也載國胎刎あ炎し･乙比較蜀とし九鎧導遷

圧を図ぎ､２２巨示す。この湯合き砲回藍県件工りと工∇づ宍とで咄咄険良は

yｇｙ垢yに霞少ヽし九こ収ぱ万緋分易白岑しール⑩杞がＴ川祝ｔ莫でヽＮドに

噂るのでヽフ顕鉾螺露が恥恥－から/奉姐２身1ヽし尨紅めと見られる。皿-1力湯

右は垢ダづムtｚ涙凡ヽｌｓ二とも同じようぼ勉恥きる。糾yＢ下力潅ぐＮＦ心弘

の且ニレｏ場合体､誘峯壱:圧比は／ｓ-、九6であるがヽ、tふ嵯吟を除い２、

が､２～ノフ石JIでＮドの叔借係七以る～､鰯ｙ､よどなる。首勧甕個所鵬

　　　　　　　　　　　　　　　』≒　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　・

のしール咆吸勘丸汰場合ＴＦ一之、エー２．豆－２、ｍ-４し)の泌靭と圧㈲汐

発疹ｸ斑る接合の２／し２､ｓ諸咄働旺九こ賊ﾚ峻２､２緋で旅し池､よう吃

士(l-n｡)エ八電れ嘔向の列亦辿厨するためである。　　　　　　　／

　次り図ど/1ワヒボける(a)J5≪' (h)の回路ｈ Ｓ-ａ～２ク。％の咆浪を渡しﾄ先に

ぽ㈹尨ヶ一カレ回励牝甜億嘔痢垠への誘部胞耳恚幽良し、この結果よりこ０区向の

ＢＴ切隷賠助妬徴窓求あるビ、図Si23のほLりとたる。周次歓/クｏ沁腸汝ま

でヽぶ戮缶嫉示数七はク､/べ｡か､勁嫡吟れ７しへる。　　　　十
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/／β

図5.23

２∂ク ･７･Ｗ

一一･周波数（勾

＆ｙ/Z狗夕　/ぷ９.２ぶＷ

吸上皮圧春の誘導軽減丿係数実測

　こμほ巳てが慌]分に蜘乍寸る場合び)留に比授L-ｚ絞分冊､し唯賤ヽあるぶヽ、嵯の鰍固

｀は、き勉回諸が２６４２ａｙふ（の区向でＮＦの刄よヽよひぎぷ４.ぷ､どμμむ区向が、

　BT, MFなしであこ尨乙とか殲底､し７.しら乙聡われる。しぽＭＦのみの区向を図答、

じＺ蜜＝∂,ｓり反免し，両端の良則区向を除い■ZBT. NFのある岳吟

乞求油るど､裸肺lｚ対じＺ約印吼万一ｶﾚﾚ2鮒し-Ｚ約ａ刀となる。孫

昶ぶよぴかーフ･ﾘﾚが非哨治政ぽね丘し戊めﾆｂでは逼値頃つ大轜つ梶が、さら

ﾚ２おり埴煽戦妙才じ乙はら､令師に与之だ理論艦ご欠油に匠ブくことが矩縁さ水る．

ま焙娠周政がぶ･ク久以上では摺ぶ次才に六ごたつ尨び、こ沢ぼ電肆線回を暇さ

２２原ふ叶鴎治討ふる鎚めヽ図磁'の芯上映沁財⇒乏起す(放映

同岐教約２４ｃ)こと紳漣!し７しゐ尾の恣ヽあろう．
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第６章　交流電北にあヽける誘導調整

ら］　緒　言

　交流句％による鑓の畝は八八國鉄ヘレンタづ湊匹い７/卵鉾

訪叫凱瘍噫さμれがl屹の骸フランス回鉄囮なしxで／タｙ/尊廿ガア昨で詞険徊１

い／夕ぎ公称.lお味剪据の一部穎北鴎娠力し九以来名図の注回乏俗昿丿陥咽ﾚ2

でこも／ク５３斗より回鉄印睨個査丿辿めら外、ｙ･≠年乎月梯鍬絲ぜとずＡ(了

知如ｍ旺はよる人工斑転り映灘行い、さらにr塙末、鋤滴墟威尺を水・として

謳以備を設け、２ク肴∇‘如圧によ諮鸚験知有㈲､ついで亮寫朗には国産巨士

るｱ|銀拙祀翻試淑よひ喧涛収刎始祖両様の迦削琲荊匍り山山線箔合､熊峙凶き

試哩緬�硝し尨。・

この応力により今後の彰絲艇2の亀肪次次祐宍行あれら方針七なり､派在昔で

曰対物姫暦､敷賀軋熊贈縦測、求心向、鹿児島線内司港､久胎米向､呻g線取

子、勝田向とき順延し恕．Ｊ碓ヱヽは海夕ｋｌヽしじここらフランス倣包め琲、ソ、東向ア、

ゼか也多教の各回ぶ池用周波扮zよる鉄ざの動U包池賑JLめウ５ある。

　ざ一乙こ如腕Sヽ欧最砧危耀さ漱仮悶題の一つ函臥拗砲与λＳ随脚轄泌咄る。曰木

同鉄沁おい一乙４ら初よりこれを唾概しTz営会を)他多旅の権威者の協力をおめ、憂員

岳２組織して誘琲隋を屹㈲する謳庖薇究恕行ア乙唐丸２こ)‘

　また‘エ､Ｒ､Ｃ､Ａ、く冲鎚賎鴎りでヽもこの魚俑哨ヽして昨年３心回ぬ戮尚吠と

発しとの頗鋤釧録丘勾翔するれ至つ友ｻﾞ)耽嘔吐ヽいては既往政奥反幽憤ま

でhl£/＼ヽ無銘黒公価1、把哩じ乙、炎刑島f肺場合ﾚ2之iうべヽき惑脚雄を�恣及吸ゼ

の曳金例12フい乙

包まけ冶砥する。

ら.２　誘導電圧の予測計算　　　　　　　　◇

咬顔むﾋ区印犬生す腿特痢泡扉打る丸め匹頌斥諸詐賦ヽ以心す，

６,２］静藍騨電圧劣よび電虎の計淮

　衆庶四大する架皿心る遊逗癖駐圧眺心ヽよひ吃μを捜地

するとさμ軟λる掬ｔ々晩ﾕ:ｓは攻（7試べ６,０去ヽよび｀（6,２）ｈ.よって.犀えられ

名．（刑録旧j）

-
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八八

(6,1 )

(6ユj)

　　　　　　　　ｂ＝　電聯象と架空裸銘条ビの水平向隔、ご　・

　し　　　　　皿＝電車線の痛さ、　　　　　．

　　　　　　　　ｃ＝架勿哨旅条の高逮、　　　　　　　　つ　一

　　　　　　　　以、弟現官線次ﾌ)半屋、　　　　、　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　戈９禁姻駒鯛1の床さからＯ　丿　　　　　　ぺ　二

　　　　　F-÷　　　　　　　　　　　　　　　　.
　＼　　＼｀‘.・＝祚.ず・‘寸＝弔燕琴　．

　　尚　　　　　Ｅ＝畷郭9滝圧

　犬　　　　　會伴電聊依首牡は架空痢泉゜丘く吟伎地物浪贈のある橋台の

　　　　　　　　　　　遮峡欣哉．当励の沢山ある鋤合はそれそ沁傾諭係飯の

　　　　　　　　　　　飛痰をとＳ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I●　　●

　9�LI憚叫廠憲だ隔性無政一３雅が俳叫奸有し営聯ヽのあるとき４゛クヽ

電車翻i上ね稜地線のあらビ迪は∂､クに　しール口揚暁さ収れ員逍徊勅)あると=后

匯･夕､？の値迫どら、　　＜　、　づ／　　　　　　　　・

　　　．　　　　■　　　１　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　・　　　　ｆ　静詣勁詞劾E蜘馴化.し７晨一司忿然　ｃ＝μ岬し㈲易合、も七Ｖいこの陶

仙乏涸ら、４ｋＪ、し総社馴2翔絢漣の搦留涙械雖線包図６こに示し九．

綻踏台L紬咤椋斟2.は、セの電乖修どの卵馴埴μ応じ乙こ収りの結累に示さ、

抑涜応5畦す名怒1ヽあるｙ、実際厖溥磁地物包め他の皿、剱糸(ﾌ)坤哨裁

杉玩の不＆なとヽヽμよって､訥列ヽな（この加庫よ引泣くたろのか首邑であるレ

- １６０ －

-

心

4 ●

． ●



●●

●

櫛

毒

●、

　Ｊ;

　乱吟

VQ＆ｗ

乱
力

Ｊ
　
　
２

-

０
０

ぶ

､タ

３

２

／ｌ

　／

｀ヽ、

Ｊ

１
φ
１
－
1
1
1
1
を
を
φ
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
■
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ

４
ぶ’ぷ7 S- /o

●■．〃〃－

麗，む擢映憾の高さ　．_

‰＝コ勿クμl呑郭晩圧

唾ａト　i91

下卜Lド

5馬≒　　＜

・
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
『
ｒ
一
ｄ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ

ｘ
一
！

２ｐ　３ｉ＞　タクむｙぶ。Ｓ” ／ｃｃ

－|､6トー

i - ● 1 ● ● ● ･ ● ･ ● ･ ● ● ･ － ･ ● ･ ･ ･ ･ ● ･

一
巻
を
Ｉ
一
回
1
1
1
1

/なり　　　^fi,　Ｊ９ '/^'^S-ff

一£）伽ｔ）

m6.1　惣電誘噂電圧ｖkと離囃惑1♭

.Ｚ



５∂∂　　　タg　　　3卯　　　２即　　　/ββ　　　∂　　　　/丿∂　　　２如　　　３勿　　　４力　　　、ﾀ訥丿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　距離（）cm）

図6,２　交互副胞間口おける静電誘導題王の痢胎断泉
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6ﾊﾞ2.２電磁誘導電圧(JT)計算

　動硬郎帖丹野する線翁附､と大地どの向僧院する笥詣側難僕力巳は次の

式(6､3j)で計茸さ水Ｓ。

　　　　　　e= 27CﾃﾞﾜMA　　　　　　　　　　　　心ふ]

　　　允､ヽヽし　Ｍ＝通信線七胞車峰ﾜ)向(鴎盃惣茅借数　　　　。｀

　　　　　　　　Ａ＝両線周篭rする外分の電勅願§諮上のアンヴァ豹=　ノ

　　　　　　　　町＝斤－７な�必係数､架勁噛細叙場台ぱ/､∂

　名ヽ回向削ぐレzＭＡ�L沢異るの炉恪許あるダ。こぬ場合の全誘峯咄咄臨夫々

の包句(咳調泌のべクり歌叱なら。　　　　　　　　ト

　ＭＡを程き貢区ぬＤ名辞洋フい２ホ泌５£、次皿壷-ｎ由る。尨ヽjレ通信像|銘部

分の長さ又Ｋ汁ﾋし遥応ヽに長し原合てヽある。戈に冷り等しレヽかヌより小き凶易合ぱ

しール呻のアンギア刺憾労２幸き述べあ。工ぶ咄勤七で求める迎勤咄る。

　(卜吸丿二及圧器のないき吃り

→工

　←リヤ

脆方座信翻ｚ斧し-ｚ/素

MA＝て［I右MI一礼Ｍ。］ノ　　　C6.4で）

　ユ＝司犀線亀流

　-IV1,=　電車略と盛信線どの向の但互誘県砥数

　Ｍｚ＝しールとM∃EI必線と・向の相互黍捧原が

　ｍ。＝|一心（先ば表６,仁）

同|牟Ｍ２４万Ｍバと勿えられ51ので　＞

ＭＡ＝工丿瓦Ｍ　　　　　　　　　仙与）

　　竟。軌ニの誘雄軸蘇賭ﾐ俵6.1 )ぐ７’

ぐ２）吸七匍王唇のみ削ＦなしJ）のを電区向

　C2バ）貝荷のない部分り送端ビ員棺£の申間j）

－→工，

MA＝］:,Ｄ（MI一冗Ｍｙ）

たヽぐヽし　　　　　　　・

(G.&)

Tic =Tlc,十込伽－71・）1－９響〔6.ワ〕

　£の昶!記号ぱ（６４）と同じ
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シースを分布持地したとさで，ｊギリスではμり,ｸYぶ肘2泰以測1地蝕kる秀之気

この式が迎用される。ワは商用周及牧に£いて鋼群列競泉下斤－プソ匯財し約∂ゐ，

架空・ヶ一穴ルに餌し的必９の値を荷つ。
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　　　　　　　ダ＝圖言線の良叉の不充分などき女叉によっＺ痛償を41.なし長さ

　　　　　　　　　　の婬叫（ｊｇｔ）

　　　　　　　杵一台ｔ々圧中12名まれる咄皮数子斥６胸紐。

　　　　　　　斗づ印ｍ和姉寸も雑音評知辰毅

　　　　　　　聡。＝g卯％ｈ対すジ缶借評伍脈数（表1､6）

∧次に亀敲き導により鼎言回旅へ占兎１趨着電:政自乱居言線欧地向12誘導される

批方命剱皿原因する屹（7）（ｅrl）と、颯訂i贈の両條条内へ泣岐峰岸之れろこもの

　（ｅr１）漱瓦扨ったが｀、（に５峠徊緬常呉。はかさいので他出の=場ぬ渦曳叉など）

包

が、これはオ３､４酔で試班し友匠叶七柚均血巨船穀公盛用でヽき孟）資である。

　け）凶饅脱脂動場合

　　6p| = 5ocり耳Ｂ友砲'|?Ｍぺ

九ヽごし

J卜価 どぐ斜斗圃２

(6,24:

i(D.2S)

　　　　　　１　　　　　　　　。　　●　一糸４妨害電流

卜齢聊馳嘔瀦吠す評結

句ｓ架空眠回幽妙rし７　づﾝ８０

　　ケーフ'ﾘﾚ郎糾2おし-Ｚ　　μ)

Ｋ＝･ｔ報縄幽=加含まれる才々t次勘訟胞有辱

　　　　一口２－
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４

４
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　　　　　　　チこ池ｙl.次励翁洩り自波軟＝（釦゛ま６Ｑ）ｘり･t，

　九ぐし式（６,２４）にざける各量は，すべて訟（フ名ﾚ２おける佐を’どるこものとする．

　みぶよび｀Ｊり４:実凌但ふっｚ溜める゛｀’かよレボ･φし皮刈のないｋきほら＝,51と），

みは原図吸洩/勿４かﾉﾉヽｙkj｀５･(C.CI･アＴ）
．ヶ

　平紗笈Ｂの普は辺釧言線路恚ヽよＸこ抑１枝崎される診S機家方1どの句也不平衡に叫娠

し，わか司の実以付ば,眉涼値として裸峰実回mzuし少％．，ケーアル喫回線でヽぱ

　ｙｏ叩ぶ得ちれ｀乙い４ﾌﾞ）幻影回紹坤侭慟支痍機ではこのφ八名っど悪ﾚlのてヽ，一

路�靭係信る匝郡腱鈷｀よ咄幾霖KIつし吃なら/ヽぐく矣測豺乳て嵯の池坊放呉し７

あ｀（こ固句き要である．　　　　　　　　　　　　一　　　　　こ●

　次に／尚ル内聯）聊肺靴瀦近す欄玲臥浄姉言球６･26坤よ岬九る･

　　　㎜　　㎜㎜　　　　　ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　’
ぐ２）血白吋接近の場脅

　　　　　　ら,一日荒ぞ刀Ｍ大工Ｔ

　　　　た｀j｀し’　　　　　＼

　　　　架望裸線の場合

聡

　Ｔ＝一二　　　　　Ｓ，

ケーブルの場命

　Ｔ一上f

ヰ∩

化ぷ６）

(6,27)

　ミ　　　たヽ･｀し　プ＝脊蛸欠高a胞励）周波数．

　　　　　　　　十　=. {So ゛j176りメn

　盆改子剣細はたは誘弟賎哨晦どけより鳶卸牒l琢包墜緒匯転-す５場合は知哨r

圧電鉛２殆λﾋ浦調澱包:柘生Ｌμいのでヽ群音峰恚の向題は凱ぶ､水鉄鎚流霖を塔莉

しも政直胎胞動機泡以て働らくア1哉が涜審戦肉岸で心靭栓波登流曾ｉう危め嵯の女

商昿妙限ぱ多くの奇談絲扉織を台もヽようになる．現をまでヽの･難呻｝を逗七ば｀､図

６､＆に示寸唾.りにしｚ、高4噸効慟冷仇㈲恢）ヒすiH/< W.ii叶に含趨れる高摘

波の剣紳即琳映次め球６１２幻に示す格納μ.ある･

　　　　　　１　　　３阪゜^マ゜-？ (６,２＆)

この商調岐に繁因し７.図面劃一､必ヽなり大きい雑沓璋右を.ﾐiえも．しは仏ZI湖

　　　　　　　　　　　　　　　　一口'３－　　　　　　　　　　　　　　．
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る強談賠駒)実汲捌ｔ示寸と表６,３の通りとなる。

　　　　　　　　表(Ξ。B　　膠噂稚音電圧実測列端山碧測支j)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：mV

所用別 回　ぶ辰　別 庄禄電動
雌肉単

泳鋒挺浪岡腰間諌

7ｨJﾚｸあり フ利ﾚﾀ忿し

殴ﾉﾏ分社
ゲーブル

佩　蔀

∂,/乙゛

次乙

汐,夕ぶ

∂.2

0.3≫

｡2,ぶ

匡］倣
ケーフリレ

憬　　辞－

　0. /

／ぎ￥

必２

，Ｊ汐

汐,タ

フタ

注(U *‘印1214凄闇車以外の原因吃よる挺音を含仏

　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　I.　　　　　　　　　　　●

　　　（勁フ４ルタについ２は（６,3,引師

　ま銃丸jﾋ腺黒磯白河向の国飲面言伊ＬアJ陸２あヽける実汲捌を示ｊ･とm6,qのよう

になる。

　これらの記録より誘辱μ音電圧。性質を尻ると，誘媒咄l亀圧扨機関率の身奇lｚ比

冽し？函ﾋし･ﾉLIE粕渡電圧ビLIL之錐註れEの比はほ｀：｀１：％・?・，ま九

　ぢｏ兄誘暉電圧と靴者既圧どの剛勃勺20*. 1であることが櫃爽され£。瓦ヽぐしし,Ｅ

ぱ画言端収大地向，Ｌ,L2.出匿鴎線の二線向款疼味・乱　　　　　プ

-
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誘導防止対策

　き電方式の選定
　　W　●　　　‾　‾f-〃　･‾‾f－/---.　　I●■.　　　　I

　　　　　　　　　　　　　・　　　　●　・ j　　　　χ･1
女波慰ﾋに収しぐ乙実施七られ-Ｚいるき昿直脱たは図６心)ﾚﾋ?示される４置りがあ５．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　●･　　Ｓ

この吟帥哨最こ6簡単な僧盛のき吃方式で､Ji辿力測繍すべヽ-z蜀磁咽叙りl.刎勁4汐る

目的忿老喉さλた為のである．　　　　　大凡…………=:.･..･　　　　.･　　　･.

印）

(ｂ)

(Ｃ)

由

皮
電
所

図6.10

jエ

丁電軍双

BＴ;吸丿波圧器

　　一一- . BT.、、

ｊ

←

Ａ：単巻刳EE器
一　　－

吝電次式の種類

Ｆ

ノ叫防図各計算式旨艶つヱ話

謀途圧をボめると、図6ぶ)収)

の場合旨ゆ保有堕胎知計導既

圧の刳醍庄を満足する乙６ヽ'先

寸泌項となり、(6)一孝梶は

　(ｃ)の錫合頑訥叫の割障

圧が同題と･なることぶ判る。セ

Cb理由包乙える吋乎常時と異緊

縛の蔚涸髄の限△

　|：ぢなるに対し、μ0方式｀

の場合、事故電お呼勿県里転

Ｔ　電初)ヽ5笏ねな1)こと琲殆λど

　　なしぺ、■thih)バＣ)(7場合｀、

巳T叫平愉俳琥分5廓さをす

る討、亨故鋳咆は鋤ｄ価のた

め、ひどくゼの機能を低下寸５

からでヽぷ5. Ti*,' (d) ･はアメ

リカで究嵯さ収ている方為｀で馮

るが｀、誘噂向題のみの理由てヽご

功加:乞邸けるこビぽ(b)又

は(ｃ)に比政し７、置渚剛２ろ

利であるのでヽ、以危の庖霧政ぼ

加えないざ七とする。鳶｡右（d）の露傑柚嶮淵Rは〔ｃ〕と大差及し偽のｋﾚりっれＺ

し弓２t）でヽ匝］鎚ごヽは専ら（○戈ズ包翔ﾐIL｀Ｚしi亀

　い七≧九らφ谷き電方武｀ｋ架空線逼信峰ビの許容彦叫厩離た求ある丸め（μ）の場

　　　　　　　　　　　づ　　－17 T7－　　　　　　　、
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合はそ常時誘tli9電廷6∂Ｖ一七超えたしにと･ (b)古銭訪場合は異常聯淵痙圧ぶ｀ｊむ

７を赳粟がい２どき条件と寸る、計謔の轜泉乞[Z6、目恚ヽよび眉６､]２ぽ示した．

　冽えば｀帥)の場合平㈲搦影（貝紐゛２お･/け２-し２、周波恢如Ｘ、大地犀健岸∂､／

｀Ｓｔ(J)揚合、許容量ぶ抑邪謙&か溝ちに片し舶愕虎雛､57/肥膏るこどき要する．
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(呉／ぺ)

６０％飛
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　　　　　　　　平行匝離伍ｍ）犬

図ら,1１ 電犀扉ｋＢＴを蕩寸る交流き電方向２ぷヽいｚ異肺玲制
測直３(フアど咆寸/Xヽ'き架空裸匯勿泉の平行垢拉と
ぬ囃旨

.;lひ

．

応ａク/

　おJIIえば'(b;の場合斑賭時故璋吃洩心Ｍμし･乙周政報如Ｘ大地暉迦率

ａ／予見の燭台、平矧Ｅ雛か脳吋2対して肯臨剋撹３ど）ｔなる乙どき畏寸るL九心｀

几

の曲線を鬘長Lで離喫Ｅ駐/のり聴容き淑為こ勘嘸戈でき私覆lつぇ４し晰賜巨

離胴肖面離との喘息が図６川言起ぱ因6､12の麗囲左洵える乞疸政、き電回語を

　（と）ｋｌるか、また政直信州�良包広べ･るよう力二対斌包殖すことr2か５．ゼの祢

港匯扨するかぱ勿諭1鵠T釣比較漸行っ丸上で決定さ遊憲け純ぼヽから方.匡、
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　蕗右ケ一アルめ場合1乱々の路印池把より認|随圧制ヽ=さ（右るので，図６,口

ぶよ収図６，１２の横回なを凶映係漱てヽ催し左分左ヽけ平行亘長乞長（とることができる。

６
。
３、２　危険電圧・防止

　(|)き亀則封峡

　肺電謬草により生する誘算危陛亀圧乏坦けるた拾電乖線Ｇ丞白印白Ｍよし０に

趨近Ｌで績姻吹を額け４こど臨ﾐ効である。程のしや∧�紅鮭銑齢也尿1木につしﾔ乙

せし吐い∂､クとみられるの亀さら叫鍵lに応心包の木扱包増すまたフランス回、

教ではき電匍にと電圧線を城ける欠験を
�匹

此による七電卑線に冊行して扱臨

称条に!曖卓線電μ雌£位相の電圧幻nえ尨結果、あｕﾌ)匝離に接延し乙帚行する架空丿

線に!μし、御燧誘偉電圧/､りクフボ／丿夕ル/､汐７に諮少した。攻に⑤尚鯛厄よ

ゐ危険電圧の梶註乞吻ぐため、汲上衷刄濯水たは琢巻褒圧春の複用されるこどゆμΓと

したビあ｀りて由る。これによると雀諸誘県電圧乞常時邱ク以下、真味冷垢以下に

寸ることがでヽ吉る。

　(2.)通ｲ卵丿財策　　　　▽　　　　　つ

　庖¶象中継コか晩湿諮側に当用され、誘専危険＆圧の屋夕卜湘咆ヽら屋内∧の疆入を

訪ざ｀、咄瓦匝信御師向は使用しｚ縦が借噂気圧(徊噂粉i陪紡ぐこと力吋きる。

　　　　　　-.I･'　・　　●｡･●゛
｡｀●?･●●4‘｡｀゛●｀〃iゆ゛゛｀●●●　　　　　　　･●●-　　　　Ｉ　　●●　　　・　●　。

この危峰尨1路諦路j)両島も｀よび中向/i)/＼y2.oVmyごとぼ哺きれ乱日車芒ヽは匯

啼か部山２吸上釦Ei濤乏眠け誘噂剌弛小さ(ごし-Ｚいるのｔヽ、回火屋信胤闘休でヽは娩

用ぎ､れ之い右い。フランスでは吸上駁圧劉またく鳶偉咆男かヽ大きいため､特}ご耐圧の

よい廸緋瞳継コｚfルを使用し､誘御題圧､は万一７リレでヽ地咆晋／２々７之許尨し-Ｚい

る。ﾌﾟ1劣｀このよう攻コ小ﾚ別郁心隔指令祗話ま尨出肌剔呼出電茫亙どヽの哨釧手号冰

直度夕旨躬ﾚ淋号湘云薗鰹困短たなるので、ろ却非政コイルを設計し
ﾔ
忿緊屹圧の軽

減～図つ尨。これは妨句)振放ニイルの考九方にとろ㈲自路を湖加し､漸流による回線

雄傲ﾌ)摺大を肪≪ヽ筏翻包栢胤ぜているレ

　架空得線を誘策応圧力ヽら防鎧寸る秋置として、首記２ユイルのほかヒ卵わ哀鳶器。

しやへしロイル､排液コイル、でたークユ巾レなどぷ泌るダ、これら球混信の伝箆ｓ

質を下げlかつ謀晦合晦雑に４うどレ､う理由で一衆的にば｡あまり腹用され7 L/1 ない。

これ印ぞわり哭常眸に塾生する畜圧によりが電容な動作さ杜｡、架空姉希万一渚に堵地

さ毬る劣式摩副恥・ロテクタ?ボマメリカで難也さ漑ｚいる。乙の方城埼は異叫状｀

浩
ヽの絢吋る向ば全宙訊趾絶まぢは中所される。　　　　十
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　架空席条登廃じZケープ･ﾘLjﾋrするこどは誘辱防止の目的を遠づるぱかりでなく，匯

詰の冨賃を高上レ,線跨の保守を４箇脚ﾋｊるどいう理由で，現在，曰本をはじめ者

国国鉄が｀自已の盈爾翰)ほ善包装ね-Z衣決翻ﾋﾞ区郎M芙施し２いや匁去でヽある．この

俑合パ重要なことはケーアルしゃ／ヽ,い鳳7鴻堵ヒゼの膨り斌である．これを逍切|?

鼓舎吋ること巴より，誘脚ち止の鮭黄セかμり疏岐考ること力忙きる．　　　　　　‘

　日本部鰐ヽぱｹｰﾌﾘ卵電綸釦駈夕討るしゃﾉﾍ,し嘔歎を露鞭乖,め多旨，同，j

波教ざク沁に址吃心クタ;ヒし，ゼのしか／＼し漕(ﾉ泄地は名取と的ダノ辰ラごとに

　/Ｊｼ‰レ叫奴窓抗てたうことどぐしセいる・咄勉ヽ．イギリス回鉄ではバタ心y比ご

　び引船ご)ごどに多£嶮拙睦行っこいる?)　　　・..･･..･　　　　　　･･　　　・　.･

ら.3.3　　題:音電圧の肋１ﾋ　こ　　　　　　　　　　　　‥　　　トレヶ∧　丿一

　(Ｄき電樅吋娘　　　　＜　　　　　　……　　　……………J………:　し

　盆衣尽襖良車ふり発生ｊる高調波と政らｊ･目的廼曰木では図石，13こゑすような∧，

ＩＣ尺の岨合せよりな６フ／イルタμ用いら耽‘Ｚ゛る・二9即)ぺ々有はゼの祥が紳?’レ

　,抑ク戸F兌力配直とし. ^;rtK!よる高調晟・減り態度は４Ｊ殲関車で釣垢ぺ.μ．

　郊砂棲関陳で的辿でヽある．.た柏吸上派L剔妬暗ぬ上匯靖勿知敲力で，商用周嶋サ

瓶y2おけるビ同採炭の効累乞埓フていることは既鴎包へ浪．
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　図6. 13

7　ED70形　GO％用

　　　　　に皆が

　　　　　　　　　　χ4,狙

水銀整派器機同車フ眉レヌ

士
辰
討
議
よ
ED 71形、5り応用

　　Ｃ ゛ 40×２どF

　　R= 6.ﾜ４晶
　　　　　　　y.2m.

　就た羨電所k!おける受電波形の歪が亀軍線峨攻及して通信後者包生１る屡合ぶ｀あり、

これを防ぐため匁電所ｈおいてき電線対大廻向とﾆ]ンダン廿納ろＪりき呼λj･る

ことぶPMツ．ソ遂など包耐力れ.7乙訊る尹ﾌ)

　　　　　　　　　　　　　　　　-181 ―



　(２)通信劃対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘ニ

　架空裸線では匯眼馮話を肪ぐため支叉が嘆施辻りれる。しかし電力捺ﾚｾ平陛する部

分では誘脚暗を防ぐため副詞紬支叉が曳施北られるこビは既に謝４津々強／で‰

交叉の向隔陳最小２ｇ～占匹心としなるべべ誘雄粧き起吸力乞豆財r鵬すようﾌﾞな

女叉形㈹を老える、これによって却池眼圧包几以利2今るこどゆ汀能である。また

回線(詞嫡浅乞良くする目的畑財沁幾碁以賭続点また郎腱池中の分談友達尨は

誘噂区向の面池祉と｀か㈱叫幽は丸は坤和線輸包挿入づるこ臼4非常比肩効である。

さの方池にまり平蕭鴎を/O dB以上吠暑するこどは可能でヽあるバな片圓言隔線μヽ大

地函すじ乙平攬序係っよう話鮪螺の稜所田生必乞榊うこビこ£大切である。冽えは旭葬

観敵勃｀ろ両線条に比了方ぱのみリレーび)挿入される場台ぶ咄討２亀それ㈲柏以味子

の挿入曾iゐねば｀なうない。限μ今朝靴茸説し短封蹴践E数(7)不平衡をな･こするづ

こビ屈祉者差減に最こも重要だ莫でヽある。　　　　　　　　　　　ｌ　、。

　次にケーフヽﾘﾚり攻納せられ尨盛認印tｈヽはﾉり勅恍分位岫か≪涵り合わさ政でいる

のでヽ、架室眼匯信線よりは平痴燦は約／∂ｊＢ以上4良いの力感通で、また誘媒虚威

ﾉｱゞフリレの場台はさらにそのおな矛､数抑鰭欄嫡数回おいＺ約∂､／以上を期寺でき

るのでヽ、j誘弊雑者の大せきは架空視鵬の鳶合の仇ｏ以下となり匿名２どが出末る。

　6.3. 4-音響4釘撃その尾

　　告響衝琳のおセれある之きは、音響衝齢則文豚惹吸話助砧子吃ゼう入１る砿いま

　までヽの戻績ではゼの必浪はむかつ九。ユμは架空裸線老ヽは尼映酢丑拿方は蓬皆既圧発

　生包笠ける苑め、あらかﾋヽ妙白ｌされるから芯喘る卜書九皺謀胞苔とは木質的に異鳶
　　　．　　　　　ｌ“　　　　　　　　●■　　　　　　　　　　　　　　－
、る球安鳶尾池ぱ際し-Ｚ就利碧位:の上昇ｈふる人塞への危恚五びノひタダラフま左は

ふび諸夕帥以り隔大池14このよう哉隋慮亨故旧師|=漸の女う毛ある。
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６,ヰ　北陸線における実施例

6,4. 1　　田村･敦賀聞の誘導対前．

　北隆線由村･敦賀向晦ﾋり半う誘導妨害包防(ﾐヽため圓氏お｀よびヽ吃，々公出笛信線に対

し穴の対娘を実施した．　……

　(|)き恥俣|以十篆：　　き亀回苗はＢＴ.NFつきこ7)こものとしBT, 36 KVA を的４�

　亙きにこの向的∠/２,３ん４に!対し７合計/と:)ケ設備しまたＮＦとしては複合アJレ

　ミ２/,５'/7pt２～伎用した．

(２)回診側対雅：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

　(2， 1 )亀々公社屈信旅隠ついてはE剖か長浜･渋姫向でヶ－アル線箆が最七鉄

　雄叫を近し向隔は約３∂心//∂仇研均的４夕れ)ま九裸血信轍必個i月，木のボ，

　旧線分岐までのF岫ヽ約２ダルさTomt C-平均約２５あ)位棒辻する状況やあつ剔

　　これ隠到すが㈲特誘辱児四・矩狗寸表６,今ロ)且りとなり. BT

　　　　　　表6.牛　　無常時誘草危険電丑計算垣

粂
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事故町政
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落しのき電回胎では３心･ｙ包超をずることμ判つ九．Ｕヽし包丁､ＮＦｔ銕備

ずることにより刈飢(乃場会見３勿てよ､ｸ蓋かにﾉj疆ﾚﾘをELどかり迦洛咄がす峡

名強す２とかく究分喩全であることかこぷ俗ヽあられ九。このようにＪ哨認誘萍尼ａﾆ。

乏検討するには密忽線の平行する全線μついで涯喋匿圧客憚:揉し､こ此冶４クア

壱遡吸しなレじとぢ勧、め刮ぷ慕がある。

　次ぽ常時故転牡２発生古う疹草亀吐の中、吃卑線電疏かゐ

尊砿圧旨算紐系乞表６､趾Ｊ､し九。さらり琲浬転タンヤむ岳定し、田村ヽ塩鉢
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向a25A.沓掛３ダＭ,疋田２２∂／いク仮定すると図6',剛２圀示した路流区向

に沁八｀Ｚ孫線Ａ侮最高弁Ｚｓ-▽巳区向ゲーデル阪＝斗£の場会り,グ∇であ

りぜの旭辻寸べてこ此よりJ｣はぐ，す/卜乙許容尨内であぶこのようμ平常時誘
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すらヽどうか包勧幼れﾉごよふ
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区間刑 熹片山
ノケ　ー　ブ　ル　い/卜

Re = O Re=2 R1ニヰ

　　Ａ

　　Ｂ

　　Ｃ

'･　　Ｄ

　　巨

　４３

　o. /

　ｼﾞ,／

　ｸ．２

／＆／≒　｀

　　ふ９

　　７２

　　３，汐

　　ど･，ぶ

犬Ｊ,２ふ｀

　　＆乙

　／次夕

　　３,＆

‥　汐,＆

　　.J,､ﾆ3

　タタ

／／，７

ろ∠,２

夕,夕

､j，ダ

　Ａ’

’ぎ　．．

2/.ぶ

・　２，／　･-

一

一

一

一 -

訃　毎 虎
冠

j§ 木
資

昿　　BT^　　BT3　　BT・1　　　BTi･

印　|哺　|肪　円,ﾜ’　２今＼o (km )

贅 農
原

ヌ
田

市
屑

小
河
口

・●

-

-

脊≒

-

図6丿牟

BT,。

４５,十

BT.

峰2β

BTa

37,3

電ﾒﾌ公社盈言線区関加表示

一団4－



肯

を

み

秦

　次に静亀誘尊り寸し一乙は、図６､１より鴇月・木。ホ､翔錨脱･は約3､s-oTど

湘渡也れるが、局面の檎↑ホ、､瀦地冶端ヽよ火多線次効累落ど吃よつ乙か力:りこの

数値」φhさ:くなる筈であるバ疋って静毛蔭斗匯よる噴害は殆んどない壽りと見な

される。　　丿　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　＼●　　｡｡、

（2･２）同値盛信線は次盛との鴻丘匝離が｀が～内外でヽあるのてヽ現をﾌ）ま５でば

�ざ丿より日月ヅかブ;rよう12、静政誘溥電圧が／夕奔乃励く上蜘りっれるため、２れ

セ金郵鋼帯鎧賎クーアルとレlご几を軌ぜ中八ごより３～ぶ鯛舞れが立置に政章約

/ｓ､12直祗埋設する。しかしこ八だ分では池はり争故時の亀磁､誘噂亀圧ぶ「大きぐ

なるこ勘呼発さ飢るのでヽ、斤-ﾌり欧線図哨旅翰加味ＬＺ縦方向厦圧の隻

塁を防ぐこととし九。

　い凛誘譚危険曼圧の計溥態果乞示すと娯か６、の且り、漱賀童電存岐時に£｀い

Tご呻諮一丿即ア多叩＆幹√帥ヽ怖時芦叫電圧1諦和脚舛十蝉瞳μ

均騨るとヽ木の木’鳶礁?9皿的即て芦佐ずる珊れかTあ戸／。‥‥‥‥尚ヽ｡､

｡………ヽ

　以上字故時、平常時ﾇﾇ方と考邁し乙図６、１Ｊの遭り絶詠吟惟眼翰を用む犀感応
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～
Ｔ

　　　　　　　　　　　'　　　　　　33)6､４､2　北陸線トンネル内誘導対策

　北出戦敗賀、今庄向に延長/３､ぷ拓Ｊ)北陸トンネル包工渉中であ５ぶご斑を炭

取廼気運転するに際して、ぶ決温りＢＴ包筏備寸る吃ばトン利レ内である九面謝商容

肩､場所、今歿のが､宇か㈹で)回難性かン隨ﾘてヽあるのもﾄﾝﾈﾀ鴎区向はBTTNF

萍しとレ、唐信側で誘暉財栄豺耐紅返奢することとした．ゼの紹娠、鴇盛娘のアJレ

　かケーフ･ｿﾚ(表６､ワ.)を使用レ､ゼのアルミ層接地d7、ﾄﾝﾈﾙ(7)両端出ロでど高べ

　下印加肢行うことにまりほヽゞ目的を匯するこどができる．

　　　　　　表Ｇ､フ　　　高這敲アル寸ゲーデル０､２×２８財j)　　　　十

ヶ－ブルノ性別 Ａ Ｂ

アルミ被厚さ　　[Tr.m.)

外　　径．沁ｍ）

鋼帑ほざx収散丿

遼絃刳眺　　　西ｋ）
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　　/.夕

　２ぶ
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　　必２ぶ

　　ぷ％

　　　馮､5'

　24∠

どJ,8-x 2

　　ぶ'，ぶ∂

　/3.5-^

　二この場台、ヶ一カレの遮砂脅穆姻まトン冰ルの両端のみ１!･あり、ノ３Ｊ･励μ)印向

添全く無接地の方政であるのでﾄ特に中向で慨絡今故の生じた場合のケーグルだ線内

､縦方向の誘趙電圧分布む向/匹ぷヽ（必要びある。しは両論接地包ゼ政ぞれ5J2､ｚした

時の種々当､事故知公オ応する心我珍４もＵ)分pを示７と図６バの匠りきたる。

　　　　　　　　　犬　　　　　　一186 ―

４

-

參

･



Ｃ斎
ａか、

個端接投れｔれ!i帽
/タタフ

∂

/j∂.△・

ｚ
　
　
　
　
ｙ
　
　
　
　
　
ｙ

　
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
｀
ノ

　
　
　
心
線
誘
篠
電
瓦
吋

Ｓ
　
　
　
　
　
｀

２クタ

｀　　　　　Ｊ邱･

44クク

１
　
司
鼓
か
ら
の
片
合

１
　
部
箔
ヤ
響

爾
故
島
ぬ
盾
場
合

七
～
驚
紗
劈

゛

図6,1ら　　地給冊ヶ一刀り（表6･７）の応肩諺扉電圧の分布

S

187-



６．５　欧洲３ｹ回に払十φ誘導防止対策

　拙着は６和３乙)茸ぎ月５日よリ夕月/3日までヽの約ク∂日向図鉄交酸辱ﾋﾞ幽査団の

一員とし７、フランヌ、阿ツ、ふヽよびスエーデ｀ン３ヶ回の交改易ﾋﾟの状況を既康ヽす

＆機会12恵まれ尨．　　　　　　　　'

　し唾参港までに当時実娃され２ﾚ咳３今回の誘譚拠止μ対ずる着え方恚ヽよび蜀吠を

一括表示するど表６ｊのようである．２、に共蜃し一乙見られら典はスエーデンの一

部限臥ﾐ諒を際い７活信扉芯ヶ－フりﾚｲとさ以､地中埋設され-ｚし'瀋とぐ､斤一ブルの

耐圧μＪ奘の場合より拓く取られているこど．た険老圧の許昏きを特趾ぶ易合に々一

刀ﾚ卯王の海殆社友は8-oy.-iで認めているヱビ、フレスター、フユースy茅の盃信

帥紹腸辻便用していなしに乙ぷヽよび万一アルのレース淋地を多漱臭で必りず飴包

し７じにことなどである．海勾吋飢場右とは､ﾉｹｰﾌ似伺翻布るkjｵして尼疾防

止の勧洵潜割の耳備を与えることをぱら７いる．亨呉よ卜心割互7ともこのようか特利

の揚岩か腐例になつ７いるようである．

　　　　　　表６．Ｓ　　鴎州で5ヶ回び)交流剔ﾋ誘導拐止

フランス スエーデン ﾄﾞ｀　　イ　　ツ
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なし

なし

ぶ

　カ..

　なし

ﾉμ優に籾　、

　な.し

ヅ岳尨　　、I

　　ﾉ/:こ　･，－

　なし

’　　ヽ　　勺．

　なし

　なし

　公左

･..β　　..
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７他旭

　庫政ﾉ統計
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なし

μし

限L　　゛

なし
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陽転/尚

　μし　尚≒

　　/ｸ..ぐy

ﾚ1なし

8ﾚ契裏声圧の
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。遮音電圧
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々－フﾘレ　２ "１７

ただ｀ﾚ2mV,;;上の．、

郊れあり
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第フ章　直流電Xビにあヽける誘導調整

ﾌ.･1　肩i　　言

　双厖におし吃}翻刻4:}初年欽懲電佃シK銀窟流豚咎良用し姑め｀乙より誘吽湖鮑ﾊﾞ呻き、

となり、まずゼび詣政綱リップつし融形を平滑にする必要上フＪレタを設置する二どが

扉呪され茜．当時は呂転衰波機ヽか卑ヽら便用さ既７あヽり、この場白てリ寸誘草剌5の声あヽ｀

少勧ヽつ九のでヽ当初のア励レタ設計の目標は永銀包京罫の出珍妨右兜圧を回t破雌機”

ﾋﾞ照星蕩･2.ｊる載K?あヽ6ヽ政･Zいた．しかし才二次大駿終ツ笈は湯池焉㈲ヒエ李の直展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､さ

匯より､画な回k吸心誘導陣塞皿皿七ヽに赳えうこビ丼記

乙先ずよ越啄聖ﾋﾟに際しｚ誘尊向題回肉する基礎的た油査か行われ払との蛤肌女

昶刈歪砲底雄£唆顔への分布吠｀玩｀とヱれが嘔認線ヒ及ぼ歩影普が明ら糾ｺさ元‰らﾂﾞ‘

に直高側波形よりの妨害が平行ずる匝信系k湛尨ヽしく雑者障善乞烏えてぃること訃分

ったレ且つその栄因ぱ1ずフ羽し夕の性能不充系ﾏよるこどの外に、戦時中蝶聚亡収

糾鉛盲扉絵のｲ芳吽不良は基くぇのであるこビか雄認され叉?この貧し旧最泳基しぼフ＼

廊ﾚﾀの散らし国土洋書かﾝ作報され、ゴ址謐いて妨岡じ糾公向の聡胎際し新型ア　｀

ハレタ３皆型)が&球さ札敵いて大宮、高応旬匯乱ほ僕7じ七のj借用さ帆知し

ろヽし衆知のようにフ心ﾚﾀは同級彿性宕作っ-Zいるのでヽ聡馳駆廊の裴動の振七ヽ｀しい大

所では､しば｀しは噺μ調の九め効果を甚ぢしく罫ぐした．乙のたぬ蝉土様書でヽは３サイク

ルゆの電流波勤に対し¬Ｚ必俵斎色減率勿呆っこと包規定し尨のでヽあ５がこの泌う裴置

は非暇乙大池ﾚﾍ直列リアクトルと、多くの苗繩豚勧と著とし、遍路が良品積の降係上

訟計のjlｔ化孵浚也れろようたかっ九．ゼこ1ヽ綬いては周波数剖肋剛路貿i磋え

られ海松･后当屋向電をにお゛しｖ乙はこれによる新方誠刈肘肘れ仏そみ緋破叙の

変動ぽ少ﾌﾞi七なり、コイルのＱを霧上七しめてふ釦随ぱかる方副ｚ庇みＳ型フわレ

　タカ妓用せられジ威になった．　　　　　　　　　　　　　　　二

　次に節言綿諾の県哩にっい一乙は当初回鉄においては裸結略があまりに＝も多く読貳ど

沌危毬にこ飢をｹｰﾌﾘぱﾋすら計画砧九いのでヽ身ら碩か弔焼成を良好にすることに努

力を差し%. :l>Vl^'いび祥瑞訣苔の田勒哺題となり高晒線その袖で基も的な実ﾚ

揃:をきつ尨．これFｚついてばフ利ﾚﾀのｲ猛威卑と強弱両線詰向の間隔とか重要な肉直

　を砧ってく､うので、これら三つの中しづ敗かーフヌは二つをたおざり匯しては巨I的包

　を歩ることは非鴫２困疸どなる.謳､つて売考現勧2.jらヽける鉄盧謐訓肺吃炒道との㈲

ﾒ恥位宜を調査し、なるべヽく斡咄移転の少いことを目佩に.ヌタ叙回線の平衡度を調査し．
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ﾉぽ守12対例尨困痘茜伴わないこどを循件とし慧Ｓ両縁発向の平均向隔ほク米以上であ

るこど反び｀回線の平虎燦はμ乙以５以上であることを吹定した．この結果フィルタ12

々蛋か餓晦串とし一乙/女ゼの出力妨斟邑圧が2V成竹Ｘ上巳ならなしぱうに跨動吟２決

史さ政てくる．このようにして夫々強略蝕反ひ溺硬刻における改咬の目標か決定され

たﾂﾞ）現住はこの岳ホ徊鉛沿って誘鸚陶哲が刎卵之副）、蚤丘までの吻出超、

て良好だ箔果必塀ら政友．友jか

７２　短音電圧（力予測計算△

フ､２．１　　計算方法　　　　　　　　　　　　　＜

　直流吸気戴きよりＪ言轍八環ぼす符音璋吝を参列計鋒する巨は升３偉に崖べた直流

き電線のある回胎よりの誘靭乍用に肉する諧式｀包鋸Iす妁１｀よレ･．いまこ!、巴二爾を

墳的すると次のまりである、

て|）静騒咄Ｍ孔数烏口垢線の線斜式他向は叫する静乾誘尊幄圧Ｖ、との向

　　1！、次涙刻俵が攻立フ、　　　　　　　　　　　　　ヶプ

X/5万亀鴇 (ワ｡十ｙ

　亀滋拾辰牧戒、｀ど量信線の線剔汰参向叫秀荼する略叫誘県愛圧｀ムど

の向２、次の胸船喊立つ.　　　　　　　　　　　　1………

Vni
"= 'yi-i-n

Vp (ワ.2T)

　　こうに丸及ぼ為，の疸ぼ図３.５茂ぴ・図３.３K４えられzいる,

kjヤづ刄万てｙ (ﾜ.ｙ)

　　　左ぺ．　B = mm回賎平衡度

　　　　　　り7＝ヶ一刀しの遮蔽俵教（砂とｸ％巨あ｀け谷直ｙ

予衡浅Ｂた締り孝に胞／ヽ法方法で失測するのダよレφl喪測のな飢場合ぱ次の，

敗値勿梵用する．
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表ワ，１　　調波電圧右れﾉ峨ち害電圧
41）

肢恩

茶席

塞詞破

犬

灰殴波形の良行などを
俎仮苗の少いとき 語数低位ヽ゛
房坂町圧 ‘妬墨聡圧 認皮匹: 他宴彫王

(宦蚊ｨ帽 勿ｘ系，6旅所 傭勁坦） 50%W^. SO,鴛瓦

氷

釈

世

流

石

｜

２

３

牛

ち

Ｇ
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　　３∂

　　２ぶ
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．　／∂

２与　　３び

２ク　　２５

ｊ／　　３６

ノフ　　　Ｚりz･
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　４ｙ
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回転泉南櫛功妨害駝瓦 ２ル/汐 /O'＼^2.iP

　またケープりレ盛匈船2Lついて.|我掩誘嘲４紫に∂どおくことぶヽできる．決に瓶

花．および‰を次定寸る方法ﾚ2つ卜z以下にぶべヽる．

ワ.２，２　冊鈎舶妬踪粒の莱出（ＫＭのぢi表で)

　一応ほ窓ぷ郎麿は政姫瘤ミ胎ｙ.ジグザグに吊行号る。でヽ、價莞蛤昏併治ぶ次郭旦診莽

后散の計加こ晰しては弔勺向師咆がめる払要がおる．紺隣距粛むｘ・以上。廓剖zフ

出乙巾延詩、の算岬秘7にｊる禍洋大方法紡、分でヽあるび，２んχ以制ぷ涙す心右合

iZつい゛乙ぱ決に述べヽる卜くＭの涛敲によ心のが乏誼、冶勁に・ある｡

　呼却餌r2ボあんと寸る順如涛とす・5右ｔ桂ぱ匹心い々号・ぞ扉糾子らの

超融喘rを諦層し、表ワ，2分双擲皿色するホ敢を翁十し、託入する，次1ヽ衣中�こ
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嫌厦圧と吻県四痙刎備を行い；ゼ６佃直を９価Ｗとしが針眸づｰる般11心え畑

乱心ヽある．衣っヱこの原眺，殆立（以％よ）胞附与す収は実㈹２邁ｲ言線は佐

ナる誘謀陶t電圧(L,E)少将ら斑る，固7ヽ陳ﾚぐｅは次節ﾜ,２,２の峠算に勘

丿辱られ引れ恢を旧3借し脆尾（ｎでヽあるが≒こ政ぱ･全くＷと同と崩え妁僑峠を持フ量

でヽぶりその鑓向は全く同しご匯なるのば省だである．ぶ防７Ｗのｲぞ･9に.吃の取但乏慢

用し’Z差叉えない．

72.３麗音電圧の計導例　＼　　　　　　　　　　＼

　直液の吃気分借l乙向して趙=ｔの問題lｚなるのは架空観蒸信晦でヽある．ケーア)に帰

台は回旅平衡喰おヽよひ･遮蔽～教の良い尨めあ=払り向匍ｚなることばﾉまに衆唾芽線め

場他は辞價Ｍ海lｚよろ柘のあ｀よび懲磁誘導ほよる乱のぶ方と遡え入れ淑ばﾌﾞj.うない．

潮元ば式(３,３９)の場台弟息豚邱を勁煕ｋしマニつの皮電所よりおり進電をし,ゼ

の吽向.７-電諌具柱ぶあって盛信剛よこの二衰吏対向の匪雁叉の向ほがいＺ会息平行

する錫台をﾀ!;える．即ちこの湊也の誘導電圧Ｗはが(3.3りより丿

　　／　臨肩F瓦(‰九十示貳)士士勉０ト唯)　　りい十

　コゝでヽ忽謳丿言それそ血静電結仙ftなパ聊益結合411･数．にして既に居図表てヽ与友

ら政丸.，そこでヽ肴９瓦２知ら必覆が寓る．こ申ぱぎ(3,峰０|･２が支５μるが，こ

μ乞未辺)右九め電拙i略は図３．２⑨旧示されｓ複称秋逍どする，蓉大ノ＝卜尹゛ｚ

しTzが昨今Ｑ片の長・あ｀ふび晨jｔ応t黛するｙ歯ワ･２涙Ｕ廿なる.Lｒぱ主一乙じ

て鷹鉄用モーターのインダクタンスで決まるこぱ)で，直並列の畔洽せ匝ｙり5Tル3濃日

の範回1z泡る凡のと楯庭される丿)淡づ‘ｚ屁，スは妬は普互∂,ク～/,∂の向にあ

る.,.艇ってしはｚ七ﾚ2最大池互乏どり為．＝兵j。/,∂ビずるとｌ

　　　　　　居岫も(ふ十幅壮士乱臨八白　………

－１(亀ｊ=気で)唯十奴亀＝l=礼)栄 （ワ,ワ）

　亡引こ一般には、両褒電所の高鳩波電圧ふ、ぶ匪大きさ£｀よ川諦隋？に差

異があるﾆぶのでヽあるが｀、共に高個波胞刄ﾆぶ最大底の玖貼にあるとし、その絶μ値ぶ岸

しい場台はＷのゆ映t植は　レ　　　ｊ･･･．･．　　　　　　　．･

閣＝宇 ２(組偽'り－２ ｃ。，j甲匯'と弑)'手同旨・|け８)
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　いま？セ£)‘より/即’にかえ■Z-,　keび)但を計算う｀ると図ﾜ.3の＆リになる･

臨の値は血巨雛堵吐の保廊言哨2対し乙殆んど圀波教に無宸㈲でヽある．覗っ７

　貼丿圃対妨害電圧加とると∩゛‰匠吉言絲原ヒ対大恂向誘辱難者電圧にねる．

いま線合妨害電圧lｚ対しては卜ぐｅ.はゼが刊勾後T2:ヒるこものと庖へ線向親宕L,Lｚ＝

2ぶ・･ｔvにたるちめめ委だ‰を各平衡戻･ｔ対Ｌ訓翻)ると乖ワ,３のよう･･2.たる．
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表フ.3

勁゜　l2j>' Iが　／り’
　ソ

　　誘ぼ祉音俵敦　　Ke

鮭聊鴎lと妨客ｔ圧(乃許皆[!

ｂ(。) ・３ ワ 旧 ２∂ 平衡厦

Vp(Voit)
∂,６７

Z･３φ

-2､汐

1,0 S-

２，／

３,２

/.2 8

2,夕乙

j,＆

/･夕＆

３,タ,4

ぷア

卒クｊＢ

４ぶdB

タ∂以Ｂ

ﾄぐe汗均ｨ直） 必373 ４２３タ タ,／？ぶ 夕＼/2-&

７３防止文寸策ｋその実施肺ト

７３､１　旭二対娯と淳則

　表ワ.３の皓累によ9、團部象台間隔ｂ乙平衡凧と妨居電圧V0この三省の向し

粗音電圧を２､Ｓ－Ｖ６ｲ尽つ瓦めに沈唾なある実呼のあらこと糾錠ふ

鉄匝信絲、乙困絲直流恥ﾋの場合の詐和行あるがヽ、この鱗果にお｀い乙國廻鴎綜

は慧人どがみ匂ﾜﾉ４以上の雌松状玩でヽある九め、享ち平肉劇侈教渕咬の糾R律準

々6jB（オらと奪）であるの・ヽ、絲叔惚追圧‰セ２､／７乙歩賎ば孤他称聾州の
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対策乞絶寸こ.ビμ（誘導趙昔包許容量２､ぢ/≫vVi＼Cfに犀つ乙とができるこ.どが判る．

友つで固紋で･吃気流町ﾋの琳籾池袋ｊう凝ちめの３つの原淵的E増包攻の且り次と

した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　、

　(|)皮愕丿斤より区慨される高調波リップ・ル包少(する->'の九ぬ妨害電圧の目標

　　　頑.セ2,(?V"ヽＺ.し、２れ口必要なフおレタを包流浚電片口敲鋪寸る．ﾌﾄ銀封流谷

　　　β原｀回靭知myiつい乙名所吃戈｀けるま赳Ｓよる最名匠は表ワ､１の匯りである

　　　のでフお汐とし７･詔苓合怠減率２ク以上．乱の籾望まれる．回剋淡洵忿の場

　　合ぱ妨考胞圧はﾉ1にい．で特別にフカレ万を設けずつ如尽のあ句易合皿信側で

　　　越置する４のとする．卜　　　.＼

　　(2) mj言線の雛寵巳診址大声ダするドＭぶこよる希顎饒瀬出の鯖乳夕砂く下

　　　の蹟包雌竃友的に裂ま蜘吸ヤｉﾚ爆均ｸ４坊、上位ならように処混作＆

　　　　圓高紡色の離隔は回ワバた児るように穆丘漣離．小さレ､乱⑦程重漑Ｗダ'

　　　大であるので、こねを参きとして重点的旨行え咄吐肩的感彩転公ｊ-ﾗｚ.と丿りヽ

　　　きる.

　　(3)匯信線路の平薗痍を隻くする．抒衡廣の標準値ぱ営帽剔２£べヽだ実測衛副２

　　　よると架空琢線で４乙４Ｂであるのてヽ、この値より低い斗の唸哨郵S側でヱボ

　　　を改良する火哩をとゐ．･また標準値４りＢ乞係つ九め吃唐信縁(ﾌﾞｙ２迭基埠と

　　　して４脚勁び坪術６硲以下、吃味橋抗不平衡ぎ∂遠心以上とﾉよろことを規斑

　　　して.いる、このふうほ巾ﾘず沖嵯岸㈲４．８およ次回４､９うより卵赤平町

　　　戊は常ぼ４ａＢ以上皿示拶昇るこり嘲る／　　　　　　　　ご

　崖常の緬暁巾わゐｊ・])平衡友憾やらかj日ハ趙昏平衡浅は仰入･心ｄＢｔ

Ｌヵヽし幻影回線では３乙)固ろ以下にからことか

又は特殊豺胞§ヽ障害七生じ尨鴻合は西猫側でヽ附則ｚ舛策ｔ難吋る必宿ｙある．　．

　以上冷哭政階ばおい７最４部ｒ的七思志政る沌厚薄左の三つのお糾Ｌ２示した・で

　本旬ぷ牛を揃|つリ捉できないやもヽを滞赳鴻合計緋烈心細叱ら分tる．冽戈ぽ｀

　を辻味わ庶架叩奴、4-3;ﾝ)瞳尉肖ｔ､ム．

7 3.2　誘単韻t亥施例

　山高徳政難絵例

　高崎織大官､高岫向の昏ﾋは碩嵐２７年￥月陶通を兄九球≧れに先ぢち２月～

３月の向各種の誘弟如題に肉墜了る諾匈映を実施ご)患勒r鍼ｚしｚは直叱変曖所丿
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･ｹ所に新らしい/liM<O)丁型フＪレタを設備．盛信線は雁かjl牟,９ｊＢ乏基準ｋしｚ鉄

道との離陣塹財ど平鈎/ぷれに餉登し長レ

　この財策喫れより直信蜂Λの勁著ぢ崩査した結果につい７以下に宙べヽる．

　　　.･　　表フ,斗　　　．邑鉄通尾掬こあヽける試物結果

君　別
フぉレタの

共振劈胎 Lぷに７） L.Lバぷ妁

孫回穆

町祀吋 ３＆ｸ,ｔ芦ｸβ ど7,タ～メ,ｙ

啜1兆礦
哺.前｀

瀕入

　2/zクタ/ﾚ，9S？汐

切～戸

､５;３～２,４∠

ュ,7/し訥､「

ケーブル

電池前

慰膿
向絞

殺入

ﾉ２助へ.,３８;βｊ

　次夕～＆恥ｸ

ｊ,汐/し￥β

∂,ぶ7&～/，/

構内加入

ケーアル

彰哺 ３ｊﾃﾞ～/ゐ2 ク､Ｚ)７～２､ａ

卿脈
内教’

澱　入

3i-£i'＼^a.fぶ

アュ'しぉβ

り,7A･タ３

必λ3ぺ･７ｙ

註 Ｌ

タ

-

　高崎扉各吸哨所の71く銀堅政恩･2設哩されたフ刈し夕の効果乏凡るためK2、攻宜上そ

の尭民嶮蜂右｀|ナ２同数又宙支入して超穀館匯佻兄を見凱この結果包表７４に示亥

外海引部局文の場合はたち咀列』リアクりしが｀き電回略に婦入さ泗尨ぼ貼りある八ほ

1ｒフ心し夕なしの吠熊である。さらk2こり吉果でヽは列車昇給であるため艮昨船牛の痕

斯が激し（九分な垢狐を得られたいのてヽ､頑川Ｊ､びヽ吹上皮を所向で水捌応貫時により。

一良電7流々液L試験をし紀緬果を示亨と表７､らおまμ表ワ､６功塀られる。　＼

　この昴累でヽぱ笑超がヽ500 A＼i-Apのとき水銀座政略剣の妨言電屈は最七犬きく､言卜

れ圀半つて匯信相の誘噂組借覧圧油最乱大きい。ご八ヽフ加しタ乙ﾌ)有効残乞現わすの

|漣叫率と、実効右効埃の二つ口定義力竣わ漑乙いるが｀､前看廠雄F電圧(肱わ妨を

諏勧士路老優圧の減り方色示す七のてヽ、次のJこうk咬義之斑る。∧

フ/1ルタの旭減卒こ
鎖リア牡浦噛礁駈

直列りアクりしの軌恥部が!凍丑
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W

● k

4ｊ

’●

Ｘ

表フ,Ｓ

■＼

国欽亙信即にあ｀け５試験姑昇

　水才丞農
具　荷
　‥（柏

弁原

音路

翁曇覧瓦(妁 フ/fルタ

庖鴬卑

具諺

LIE(二妁回整流剔則 教条肩

０ 商談
才気入 ２ぷタ

　ａ･タ

　:244S-

ﾉ冴ら２,βぶ

祐1 ﾉ･Zﾌ

ﾉﾉ　今～ μ､ぬク

soo 息子 3ぷ７
２配夕

3O.ぶ

　/.J

々　/.2.

″ノタＺ

ぷ匹

　μβ∠ｸ
柏/ﾀ,タ

ゆり∂ 牡
2&乙～3尽ク

　　３夕,ぶ

２ざ･ぬし３２７

　　／ｙ

ダ　ノ,／

ﾀｰﾆZら￥

3励が必を恥

　　乙７汐
'豹か

表フ､ら･ 電刃勾土匪信腺|こよ冊る試験紀祭

/yy 共訳
合勝
先端測地瓢W

フ/ljレタ
果劾貧

聯替

LI［Ξ（4､V）
豆撒

０ ㈲敦
搾入

ダー汐

／夕汐 ヴ
・￥ねｸ，

　　　タβ．

●■－・、

　　よ

５ひひ 同故
殺　入

ワノ､£T汐

　ぶ心ｸ
/Z夕 ょ絢
　､§り タタ

印∂び
向昔
投入

ぷy弓∠夕

　ぶ２よ
球２ｚ

３６７タ

　　ぶぶタ／
喘ぶ？

フれ夕の実蜘威力皮＝
共振効痢放時の誘脚結

共県僧報八時の誘誹諧
(71ひ)

　（２）浙仏、名古屋向実施例　　十

　決松、名右屋向動ﾋは拓初２＆年ク月印匯したが｀、この適合には前幼l=噛べた基水

原則３及目に合致寸るよう七漑それの対旅を非施し仏j.た特に羨電所フ差ルタには

ぢ麗破数・浅勤順p鳶ヽ寸５ため、国波蜘χE動型の乱のを名加ｚ設置した。

　これら対痢ｚよる勁系七諮査悸る丸め電ｲ哺直の前後12各荏の試雅乏実施しためで

旨ﾌﾞつ結累ａついｚ出へヽる。

　匹寸噺設し包フ示しヌの効示勁口るため岡崎、刈谷、豊橋／高塚各度電所より㈲（

漢電所の水抵抗へ吃疏∂と/勿タノドを･液した時ヒ生ずる誘渫亀飛測琵の縞県乞表ワ､７

に欣爆･
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表フ.フ 妨害電圧及び題意ｔ汪の奘測G鮒2i一名古屋電池）

茂町所
匹

(萌
づ
誉路

座右客君丘

　　(Ｖ)

短音吃圧

L,E imV)
指高率 頁仙黎

閲　鏑
　レ

些．薦

０ 毎し
あリ

３７Ｓ

　Ｚ＆

夕ぷぶ)ペノZﾌぷぬｸ

ﾉβμら　ノぷ夕夕
/μぶ･ タぷ～ﾌ･夕

500
かし
あり

３ｊ,夕

　/,夕ぶ

Jぷ心ｸ･ヽ●夕β／β

　ぶぬ少ﾚ／／／／
ユフ･∂ ﾀ,ﾀﾞ～＆２

ﾛﾆ)０び
7ふし

あり

乎ぶ汐

　　/･2タ

&心β４･／μｙぶ･

ノ夕夕∂'しf3e>i.

23.2 &,μ／レタ,ぷ-

一利、谷

　↓

岡　片

０ 牡
り乙タ

　ゲ２ ぶジβ･レノｸZ7ク
・／２ツ

５∂ひ 九し、
浙リ

３ｸＪ
　２ｙタ

zらぷ･-ooりフタ･夕夕

Z2ぶﾉβ々ノ必クノ

' /6.3 ぷ柵～ベク

防卯
尽し
あり

匹夕

　2..'^2

　七夕

ノク夕夕～ﾉ２心夕
ﾉｦ･ク ワ･７

虻橘

　↓

岡崎．

∂ かし
あり

３汐，タ

　２，／

ｊ／ぶ7汐

　ぶβ∂
＆乙 ぷ２

Ｓ∂ひ
厚Ｌ

あり

ダ2.ク

2-･フ

４∠ぶヅタ

　心７

‘μ,２ 訊２

|㈲び
なし

あり

£汐，

　Ｊ,汐

　μ“2ｸβ

J7なｸ４･ﾌヽぐ？

'ノムタ /必≠

届琢

　↓

萱屈

と）
かし
あり

心ｱ.ク

　zｸ.ヲ３ ／汐か夕
ﾕ･7ム;ク

ぢ∂0
なし

あり･

与島ダ

　ノ･「

ぶ､むフタ

　2'ββ
２-ﾀ心 /2ﾌぶ

j㈲∂
なＬ

あり

ぶ一砧∂

　μク

／ジ夕汐夕

　　ﾀ四
3i>.iP /3.3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　1こ出が妨署電圧は、こ丿こ見るまり名所と乱フノリレダ伍りぽヽこ｀２がルトμ互減づるこ

Ｕ咄爪だ、凱夥瀞の電源4ナイク)ﾚ|ま汐･ク乃巫血２の比較釣安定していお.が｀側

扁加唇令一．時約クフ什イクルに但下J)名農電所とこgSフづルヌは､ぐダ・し乙/サイクルの

閲浪敢渓動之貝厚､つて設計され･乙し乃めでべ岡遮以川４ごのだめ特に同波牡斑右型を

瑞気)上長フ､ワの物直よ岫甚ぢよく賜くな５人ヽ配はなしへ．ま丸表に示され之い５

喫勁有蜘劾噸ぶ篁滅學よりﾉj､立14の雨扉牌嗅納り共試旧知ﾄの電鉄れ彪響のた

でヽあり、晨つ之栽践か/S､客さらは良くする臨わヒばこれらの方聡公丈善匂口久５め

　　　＼'　　　　　　　　　　　レ、つて20 0 －
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膚

W

● S

･

● i

心

●

敬ぶある．

　次に⑩言尉匍冴喘吸を試験した縫洵辻都御雌赳比云ける豊橘，決松既ぬべ省播，
．　Ｉ　●　１　　　１　１ｊ

ｌ
Å応急ふ=ｷ癩哉にっい７表ﾌ･,胞表フ,9力呵ら沁

表フ,Ｓ 豊橋、名古屋間ゆ紺腺の平衡項

‾jj ；

ゝ
・

回旅烏 超越俎薦Ｍｎ 苓隊抵抗屁 平原T晟削

几,に　L,E　　L.E Ｌ，　に ＼000^'　　卑l廿

並岡　１

　々　２

　ヽ　３ぐ句

￥ク　　３,７　　　３∂

ダ汐　　ｊμ　　　弘汐

＆4心ク　匹ヲ

タよβ　ぉフ

ぶぷＪ　　μＪ,／

お,ク　４ｸ,ジ

戸３　　ゃ/ヲ

太妬　｜

　　　　２

　　　　３

　　　　ふ

　　　　ぢ財

　､ケ　　ジ,ぷ　　２,ク

　／　　？　　／ρ

μ∂　　　ﾉ「　　　ノジ

Ｊ夕　　／ｒ　　　／∂

2.4s.t-、２ｙち／

ヌダZｸ　　Jμ゛.j

3./3,^　2/O,タ

3/2,!r　３ﾉ２･7

∠２ツ　、り,乙

心'タ　バヅ

ぶ瓦ク　　ぷこ夕,２

フ＆/　jT^.i-

ク･3　　2J.2.

表フ,９ 豊橋，班な間中継線の平f灯農

�蒜兄 謎語廊覗Ｍ必 辱/体､祖親心｜平･f町浅ｄＢ

L瓦　Lよ　　に巨 Ｌ、　　　Li 川洲　符号

　劾　佐　｜

　　″　　２

　　●･　　３

　　●　　斗

　　・　印1）
・浪　豊　１

　　　　　２

　　　　　３

　３　　　ぢ　　　　ぷ｀

/,心　　ら£　　　￥

　心　　∂,ノタ　　ダ

／,＆　　２　　　ｊ

∂,ヲ　　クふ　　´∂･タ

どＵﾉﾀﾞ　ぶﾌ,／　　　ジ．／

／汐　　　乙　　　ク

ノ今^■9,2　/ろzぶ,∠

ﾉＳ‘ﾉ,３　/r-/.‘ｸ

/2 3.3　ノ２､ぐ;β

/2jﾘ

ﾉjg./　　/3J･ク

ノＪぶ,/　　/33.8-

ノ払ｸ　／紅ク

ぶ2,タ　よ＆／

よﾀﾞ,タ　心,＆

♪凰ﾀ　　か,ク

よ＆汐　、た2.『

3佛φ　　ｚ砿ﾂ

心,か　♪z２

砂２-　　r?. /

ムか　　-^-2,2

　長ワ1孔表？･郷土ある盈り吊肋灸ば芙回線で11日標値々乙ｄＢ以上あり、幻影白斑

(偕痩拓殖名幻ぱ跡目難漆平衡ﾉ曳かヽ発しこ卸迄諏匯叉叉回蜂てヽ名石丸めぬ唇文

叉仙聯吹会砧ろるこどによ乱この咄こゝで旧祠lが多くほ踊は廂維池なるであろう。

　次に剛ﾋ陶國笈の后Ｓ言線隨翫y)湖爽池服乞壱化前と比僑するとβ７千が得ら淑

る。この低果は硲と後屹あ｀しに粧音の通加卜ぷ殆んど認められ紅し4．ﾆこれは夫をフＪレ
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夕か勁県玄発揮し九ため1!いってよい．泄し高結轍彫ﾋの場合ｈ比故しＺ全冰的j2鼎．

音が多いごとが認めり漑るが乙お喀主乙しＺ飯圧萌八びえ左徊爽笠萍どめ影響がλるト

ために瀬洸ざれる．ま丸條向佞昔ぬ7やＶ以ヒ乞示､才ふのがある拡こ政頌岐迷電話

回線の幻侭線でヽ俯､女叉でヽある九めてヽあ５．
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第８章　言周査出ヽよび試験

S、1　大地藻電率の測定

　廻磁誘尊恥王のそ刻。箪淀に友｀し吃　ら゛皿一沢辺久:jよ両氏の理池式はヽ正

雄なる大地噂町

誼認き沢７いる。この計耶白MLとなる大地痢嫉肘､地吹図その他ふこりあ邱Ｌ仙浪

Ｕ'昇る錫合見あるダ、やはり宰測をｅつぢj=で、かるべ｀く正孵謎Z辺知つ乙ぶ｀心滞

があ５．測良の方浪にぱり彭瀕:用さμマいるヽ=もく7)に担奎ありぜれを絢頌限２侍つ

見のである。ゼ。１ぱ即ち抑丘経謀侭戦凶２し乙右くから桂尽き帆７いるが旅ヽあ

るが｀、匝常広い地域乙絢忿級部咳刄匂とヽ要としﾉ誕って測刻賓茂μ誠によろし心べ

切力、診向、経費叫をに比づべヽ≒たい、そびヽ鶯着卜訓山尚附註ふマ膠和２ｦ轟秘

油一乙自己誘向後諏と雌派μを相互話豺政去､碩代７芙弛し、これらの､幅りヽおヽ

亙いに血岫功喀り4ｔるこど叙秘、Bao 3 碑和挙会臨政き報貳?も嵯の機
”ﾐ喝●－　　’　●ﾐ　’‾＝　　　　　　　　　　＝　　　　　＿　　．　　＿

さらに満腔的ｋし多裁（が地奥・喋胞幸歓口るめ要公亘られ､叶一呼コイこ亀社臨ﾎし、

こび坤滸にコ心ﾚ頗斜隋の自発加jいこの方法にふり北随縁‥ホ洛包剛戻比戦など’

の;部惑勺２乙･ダケ所作よ｀いて測支名行つ焉．こ九少多歎の屹験より自巳誘囃係叔高

い水枕ほ、ふヽふびサー吟ユイ）レ僑財法の３９の方法は苑分実吊的ヒ趾し卵励べ馮ら此

るこど包朝ちづるは至つ丸のてヽ、こヽではﾆ!.収ら心方城屹つい’Ｚゼの凶変系理あよ欠

測支上の注噫ヽ点などについＺ述/yヽる．

8,1,1　自已誘僅尿数法れよる大地哨尾嘸の測定

簡題となぶ恩/信縁･！ついＺ，その荒瑞之アースし，大児婦諾回路と.しでの直刈/fン

セーダンスミ涙慌し，い）に示寸浪碇原理に戻って該線の芦渥地域感収の平均ぼ電率

ｔボめ･５方,£である．反ってﾆ!のが威は最=も職岸吃直接叫係する大地の平均４統率を

ボめ5れ非常にｙ浬利である八及励起誘愉敵が非匍２.離れた地矣之走り，明効巾遡

仇㈱む徽誘蜘玖と磯るｋ男わ旧錫合印４題でヽある.に九鴎恥t鯨に接丘彩ｉしＺ

鮫地莽4柳玩ばボ｀ンドされたしール（個化区向たどヽ），持地のある架空かーダルのあ

る場合は卯涙量図勅:とは可紅であるが誤差昶彿心大,となる欠蔵かある．　ト

　（「」湯池郷里

　奪空疼条を肢齢とし大地を帰路とする回驚の彭!』/1ンヒ・－ダンスＺ，と犬吃啄電率

くｙｋの間巨μＧｒｓ・,ヽ-Ｒがaci&kによって以の雖永式の戌立っこどが綸証世ら収
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　　ｚ･＝ＲｈＦＦづ三回xぼ知づ４･6与。玉十ぎ゛魯り岫ﾄ･㈹呪∠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　----μ､０
　　　九やしｲ　（ﾒ､＝v７元否可

　　　　　　　四大堆暉町嘸（Ｃβ､Ｓ､ｅ､ｍ､リノ）　ダ

　　　　　　　a;= 27乙子、　ｆこ周浪砦≒

　　　　　　　ｄ＝晦希の半亜（cJ

　　　　　　　孔－　//め高さ（ｃ～）

　　　　　　　Ｒ＝　。の内訃園児　喚叫

　挽つ一乙式収り（7）インダクタｙス、分七L, とあ゛くど

　　　　L. = 0,4-ら丿ラ･・言十讐滋けこり34タふ　゛％－ぽ･幻

　薩娘に同ﾋヽ毎さにある２ﾉﾄﾞ､（ﾌ）治ネ摩低乞1橘し乙こ水匈主胎とし、大建を帰箔と

するに略のインダ｀クタンス亦をＬｉＺ亨ると　　づ　　　　　　　　　　　ｊ

' a･喊おiT十讐cK-^^o.aoQSl

niH/
耳t. け ３）

Ｉ
ｄ
Ｉ
ｄ
一

　　　　　　九やし　吠＝　二線条向の胆離(ｃ。2)

　　　　　　　　　ざの他の記号ぱ式(&，０と同じ底鳶による。　　　　ｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　いま　Ｑニ･ｸ,ノヂｒ°“･(２,７４ｄ２舛０，孔＝らｙｔ　ｄ＝ｊば゛ビし7L油よ

　　　　　　　　　　ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　ｔび｀L1乞だめコｔ乞示辻ぼ図９,ぼよなm ?.2となる。　　　　　　　　　　　上上

　これらの回表乞用にz . L.又はLIを測灸するこどにふり大地等禰:率ダを宸め

る２どができる。　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　(幻測定上の応急

　　(Ｄ　Ｌ,ヌはL2の測足は，貳室緑,1?七して密名峰財jL用し，ぽの長さは/匹２,1･

　　　蕎ｘが哀ま))こμと大他向のインt・－ダンスを'血当焉アリッヂｉ泄用しｚ迎庭

　　　すること}妁こりがあらおる，た゛し圈波教２刀兄罹濃以下はあ｀ける團兌では･

　　　匝信邱の沈瑞ｔｌ線又は２旅1拓として大地／り者街し九状略で仰匿し九大地昂

　　　鵠･ｲﾝﾋｙﾀﾞ｀ンス2,KありL，又隣L2.之報あ収ばよい球奇声鴎皮朕蛇圓ダ

　　　さうに･心れ以上lｔ高い周故数吃あ｀ける潮定でヽは，御名線の匈Sを大地ZTtfZ

　　　腕攻地蜂の吠鈷ｚしたがンEf一ﾀI｀ンス乙Pを--6il'l&し, ykoifMh.よ｡りＬ，

　　　又はL2・求｀＆る必要か嗚る。

　　　　　　　　　　　　　　　　― 205 －
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ｚ,゛乙ごこと付不ミこらｒいに万言

　　　　Ｌ汗ほL1＝言［上式｀の虚扱外］

ii）軌条又は架空地脈の荏勧！よ忌影響の催正

(2A)

ぼ帽

　瀧定線向

が一漱片小さく測甕さ)Ht>fti^|2:なＳ･この忽妙喧Eﾉ匯とし1 Zcb/Zbbだけの

ﾉ|ンビーデンスを測旋植Ｚｈ加算する力ど帚が｀ある。こ５にＺ函冰軌気又ぱ邦空地

晦の大地彩弘ンビーダンかｚし乙乙い紐直腺y勅裁又ほ航空地政どの向の

相互インピーダンスでヽある。公｀し軌余巨かﾝﾄﾞヽ匈也し之ない区軋昶し借依宦

如飢ヽ必一真捲迦の乱の､姉のふうに大4石裾ヽ包！に縦がi7促:流の4吽ほ流れ

にくし吠貼μある飛台は、こμらによ今外響を無視することタ?!ヽ吉石。

田)挟用する両扉稜地勁てぱなるぺヽ＜小塵くロ、おう柚Ｖ、下/iも乙とが望ましし七

測支周波叙ば３∂兄犀浅の低周波よ､り３､ｸむ応報宸尊でヽの親囲でヽ両定の紐比

ポ５こどが｀望まししx。　　　　　　　　　　　　　ダ

（3）白巳譲駒謎鉉ど超咀誘夥緑蛎ｉの比赦

　自巳誘眼底躯几嶮バ銘めｚ難吋るに当り／尨£吻

法（Ｍ法T）巨より｡柳魏知定起行い、これど政枝し丸。麟眼を頌ａ､３に示笥動）、導

C侃j）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　ニ

大
地
導
電
半

∂j３

フ
　
　
タ

､3∂

図8､３

ぷ夕 ／夕タ
　　　　-２.Ｊ１Ｏ同妹1改（ｘj）

､夕心 /Ｚy心

刑j1扉心｀I祐洋電率測気Ｌ餓とＭ法叫ﾋ鼓
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電専(7)大きさj;ヽよ火両腕敷1が才実刮嗅旬剥岡拓よくＭ減巳一致し紀この場合優子

含拠ヽ乙リ、、俊子ヽ北仙右自漸/刈泳ｙ衰㈲唆向泗ノタふゅ)(布竹て

回鉄裸泄賜線の大地帰酪インビーダンス忿測支し九遡訊飲雌暗販.／乙加内池７)胞

　　　　　　　　　　　　｀I　　　'・　゛｀j　　11　　　　　.丁｢･I　ゝ｀　｣fl･離刎嘔丘平行すりＪ)、し丿ﾚの彩響恋心呪したが｀、寺しりし茫ッド庁な.く、蓉友荷

にざ中レリレ淘勿なフフィバヽ二徊平入し｀乙ゼの匙響勿勧ヽめ匂ぐ｀、しールの夥酌言譜

人りヽつてい友しにと羅尚しか.．

日よ２　ﾄﾋ池提熾による大匍草匙率の測定

　このが胸4局地的算老孚と洵洸するは低利息こむのでヽ、Ｗふin erの斗微怒吻也以祗

　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、　．｀Ｊ　　■　●．　　　　　　　　　　Ｉ　Ｉ　．●　　¥･
翁匯･良彦を製剛ヒし九Ｌ一旧旦比卸寫す丿煙常用い５礼、副息尽か=恥とし７直線

上に約２ゐぺ雇戻の亀晰Ｓ張し？、こ九と大地圈吃叙に烏の優皮を渡し？μ晩

吝行うこむので、郎加其は極めｚ醵単で由る越邨肺ぼY2.^'L＼Z非常塙Tや幻り笛

る．特出頭ワ死)ゐ識宸借での平郎咽叫唸加るこどぶ甕要が癩?､の場合凪昶赳

の吻合を除いてたるぺヽぐ砲)順に胞ぺヽる廿一呼コイノし俵糾伍は.よつ友方々よ剛rかｌヽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･.へ･゛j･｀゛-●　｀●ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　　．．､‥

　(いヌ帳原理　　　　二　　　　　　ヽ　　　　”)白T

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7･●ク.ト.、　　・　　　　　Iゝ　　.’..り’
　　　　　　　　漑定也く.とづる班莫&ﾌ包呻々とし、一座

　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　｜　　．　ｄ　ふ　●●゛..I.dゝ･　　べ　ら　　ｊ　　敗1ニ゛擲肺叫ｻ以７左.図畔貯砂゜

　　　　　　　　ｌ　｀’　　　　　　　　葛燐む麿しﾄ両端の酸錬･1 il4:giiLし７

　７’　　２　Ｊ　　　／ヅ　大地唄端方炭水雌劉よ゜頷ｙ｀ヽ糾

　　　　　　　　　　　　　　　　　λ5電流き工と寸５ど、電征４占卵哺出

る電度はーエどか５、こ飢K!よる吃極ふ３向の啜独通芦Ｖとす埓蜀･　　‥

　　　　＼　Ｖ＝仕（彭示⊥冊悦一元）　　　｀卜∇:…………

＿干r_

－　・　　２刀以

アこ２司政 －t- （＆･6:）

ヽど/;i､る.J趾ﾆ1辻大地μ一様な無如)結果巧ある砿勁察は迦碩は雌堆のﾀ弧る破

のもの伺雀ﾉ副乱重なり合つち昶剋にあるのでヽ、4吽の吃極の向mdi-^大にし乙い（

と地層ぽ応か之戸とし７漑っ斌尨大や政ろよう沁なみ
大即ダ旅十洸表゜得ら涯

址見掛けの雨後物ヽあつj、こ沁４塚斡妙鴎坦の＆尨となる、ゼし･Ｚこの輿lｚ財

　　　　　　　　　　　　　－２０９－



して14間隔４を大き（すシ卦科地筒ｄ疼が大迪く現われ乙く５．親って狗と

ａ七(7)卿紬線徊勣るこビ心.よって地示迦毀禰叫乏揖漑する７ごがでヽきる≪

　(Ｚ)測庭上の注亮　　'

　上記原理除基ブＧ戻春としてL一切型珀脱な十昧河電機)があ乱こ水で|政

VLがＲ目ぎ極蔑されるめでヽごれを２心痛すれば戦｀けヽめより狐ボボめられ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　ｉ)消実地点はなうべヽく平地にに、郎継巨財£一郎に程度斜ヽ始泉し傅る地友き

　　送哭し、痰極向隨以ぶ｀がｘ釘ヽのﾉ1ヽ範匍ｔヽはなるぺ｀く亀徽立ふ芦さを海く

　　し才企み激励瑳乞少な（ずる浦さは向隔の1割以気)

　　向隔励吠なるば疋い耽む軸感励噫くなるので、大きい電袖を殴訥込み

　　ぜの川とみ場所仏測線より直彰油は数/ｔ､自流ｱそよレφ鋼蝕当抗をなる

　゛ﾉﾍﾞ｀く小だし測免精度官印)るよ.うにする。

　Ｄ)電圧浹屁卵丞２かよμ３の丘＜に渇感跨IJ凛(奴め㈲へぱ吠嵯い石Ｘは槙

　　造物)の由ると巷は心で)真の沢奥恣避け少くと＝も心)原負物の六きさの彭矧せな

　　九畑老衰１ヽ渕咬を行う．　　　　　　　　　丿･

　崔)測對胡辱向才拳目盛のか敵斑ヽ湖面に４たり縦軸に多をとりヽ｀曲畿を

　潜むユれとＴａ将淳曲條と舎柚今ゼ吠よZ斗１層肘戮了£｀ふやか)唇I

　べ

　　くま力､るよう応する．このよう巴して曳趾さｙ1だ曲腺１:=脈７かの挑埠歯瞰の集ｙ

　　に分解し､海地奢ゐ慧辻あヽよび比向兄力刎L定七りれる．

　以上の結緊より地離絨｀り帰順勁派之ホ:められるので、次に二唐絵Lの珊合に

鶯紐幻ひ暉曖卑をぷえるぬ沁ｙエｊ９込曲房節洲ｃヽ応む=層却柳２帚

の諭刑4鴎倅乞収初、八るべ｀く下看言でを含めるよう緑迦λしび？う。

　　｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４＆!）8.工３サーチ二げ川胆痩にょる大地草電率の測定

　大丸ヒに洪謨された直線導敲を流れる電流丿回皮才印哺織寥肺よつマ地表面上口

あ仏ヽれ九廿二今コイル内削釧ﾐけ５碓圧↓ジ回こり大地犀電瓶堀φ､どなるトしかし電

丑を測兇ザる乙ど/胡薙μ祠沁鳶響ごもうけ易く、また電力嘔1遭r↑曝､の矛l社葬踊2整など

七E漣ね行う必要が畠るので、どうじｚ乱談羞の入り込り機会が多い､ぶし７７刻た方

法どしマユ／Ｄﾚ茜吸斜し之誘起電圧の最小にたるときの或斜奪を匯突レこμが大地

　　　　　　　　　　　　　　　　　－２１０－

=

●’

・-

W

W



－/

Ｓ●

W

"

●

嘩電率の画教となること･･2着目ｊ･る。この方脚加腿ば布誠線条の長さ４μ漱6摘く

　(的ト加長)、測句４他に比して痛単刮;ﾋ抑ひ助び咳咤高くなる九と･の冽莫か'ヽあ

る。

　(|)測足索理　　　　　　　　　：

　　　好　　　ｂ　　　無訊艮柳き膠緑向の大地珊陽帥亙誘４係裁２Ｍビす

　　ｔトノ
トる乙　ｃ－Ｐ斌ドり

ド　ド　Ｍぜ一鼎(心少称(元叩Ｗ川二叩俯月

　ﾄﾄ2ズ陽付)e]凩征向秀一に４４＋平らげ＋ｊ]｜

友ヽぐヽし　　ｅこ柚よ→
　　　　　　　　　　梁岬

、∩=聶百

斤何回石百

-一一一一ぽｒ7で）

　　　　　　＼　　　．1､又乙∂占

　叶一手コイル法久ヽは、被誘嘲則は線条ではたぐ、小凱八円形の=1イルである．且ク

起誘御礼コ利ﾚｚ七り逆表ヒに置くのｔヽ式冲　湛＝ﾂ=心）と声｀（｀四収｀きる･

城つてい言コイル厠刎盛面け対して？攻祠勒曳ぢゆ㈲摩L尨場合のヽコイル内誘

起電＆乞吟と寸れず　　二　　　　　　　　　　　　　十

y戸｀賜゛E譜]．sづ緋背]グｙ

　ニー半丿臨針衣千・･回ト壬ふ？)バＨ3

友つ’乙ｖf包最白２するｙきの奮瓊？ぱ,上ぐと？｝ｚうぃぴ卵｀し，求めるど

?=. ―"tcwt 伴・ 印;cl）

　尨.､ヽヽレごの式の晦立範剛４､式体尾）の戌立影牛12よ｀い･z（メ､ｚくａ､s一八ｓ故．

式ぐ玖？）より（fく/２°3ｙとだる．縦フTｚなう八ヽくこの4ニラな麗池内でヽの測夏を行

うﾉﾍﾞヽ之である．しかし以文一/､夕の闘£でがぽワ加微分数む樽すると、その訣
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　である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧

㈲ユ／りし立屁は測発線の中央部μヽ良いこと勿諭でヽあるが｀、舜央矢より３匹々ル

端貳ぐ即ち瑞水から／心/ｘ地火）へ疹匯しＺこも凧£ぱー/ク男系鍍゛でヽあっ奴.

j足っ７渕咬無臭の郡合で中央戻より側線ぼｇい士2.i≫i!>nル程虔ゆコイル位良を

昶勁して名袁い．

ぷ）⊃イ川立置は測兪と左氏方向は２ｊ、S-C^M-i刀範囲内に唇くこど歌登奨ザる．

　ま尨別圃申奈川県拓度越谷附丘の岫地で測咬勿jいづ欠の鈴恵包傷訟　　十

囲測実線長さはレ脳いとしこれを1直線1め設し乱遜合と、両端洙、で２お何．

　を再戌μグ言々曲げ｀乙有賎し九錫合ともあ卜一乙、中央部回=扮布両咬デし夕

　に郊ﾋは生じ九かっ九..

四コイル面は測尺峰じ平行しこ霞く２.ど勿諭でヽあるが｀、約が叫忽喚斜しても

　泗艮ヲしクに劾ﾋはなかつ沁

　ん試拓産謳銅2区の喋喝:岸冰乱§μふ｀いＺベタＪが易４か睨むゴt乞

　刄£ヽまた恕畑略｀ける赳足のが

　為が大でヽあっ奴.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

VO高圧泊ｔ線また|越1富斤一刀レダ２ク、心内し擁丘し乙平行し７しほ場を、

　こ即易合ヽ、ユイル位置またぱ誄但妬加乖吃汲麦し-Ｚ知也するこビができた｡

V仰コ白ﾚ閲置邸岐線.ど同じ高さに置（二とか饗要でヽある．

Ｂ。２誘導電圧の測定

８､２丿　爵電彦顕班の測定　ト

　ぶ公海知順沈)九う耐綻誘潔凌圧は従^ stcCTlc voUn>ete-rにふり凌む尼された、

こ川越々の曖忠そでは内部・インし八ダン久が小さい五必‥縦ｈ加復次によ石宅ノ位

の陶直之は極めて誤差かヽ大之ごなるみヽらである。だしに年但Ｘカバンヒ・-ﾀﾞごス亦柾あ

て妬しぶ空管電圧計(Ｖ､V､うかヽ徊払測珀ヅ吏用さ齢非やコ入子び溶易乙なっ７この

で、静電誘導電とl頑禿込もこ水包受用するの釦訴収ヽある、嘆淆は勿背の剛交12

おい７、勿電誘草亀圧に艮らず電磁晰ぼ砲圧の池沢ﾄ2砧Ｖ､ｙ之隻用した

　一雌に静泥誘導電圧は､旭誘客線だ電圧を印口し左状路でぐ電尚子液さないﾝ攻の

ズ(勁))によってちえられる。　　　　　　　　犬　　　　　　　犬

　　　　　　　　'　　　　　　-。2 14 -

　　●⇔

ｌ｀

ヽ●

●

　”

●Ｓ

申



．／

-

Wf

ｔ

　　　　　し≠≒づ　　（‘8､10）

　　　　　　恥｀し　ぢ＝･起誘導線電圧

　　　　　　　　　Ｙ一被路r線のアトダンス（埓吋長もり）

　　　　　　　　　｀か＝拗鋼政向の湖亙アドレダンス（単餓り’ﾘj

　いか被誘導線にＶ､ｖ、胆のアドヽえダンスをＴ’とＩＳ）猷畢入するとさ、Vsl*

ｖjに泉じたとｊると．

　　　　　威し了石白ﾔﾙＦ‾Ｖr　　　＼＼　　　け丿〕……
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　　　　　　九ぐし　j?一機誘喋線の尽き、

（g､|・ｙ（ｇ川）両蔵より　　　　　　　　　　　　　　’

V1･＝ｗり十ぷjlﾐﾑli ( 8.12)

　即ち瓜7)剤l喋曳ｖsほ測叉坦ぐと式（2,12j）の喫ほｈある．　　ダ

　1冽どして葛さlo外半蚤1'で抵さに)o｀の衆空綜魚４つしぼｖj＝勾ｙ∇‾訪咽

支き政たヒ才る.扉刻

●●
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ｃ⊃ﾝぶこ和誉

ヅ＝らほげ

x/1≒で|トト谷f

(づリ
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　　　　　　±Vs' ( 1+器j＝|,・16 v;‘　　　　　　　∧

　求つでこの珊々，虞拍Jね暁溥より1,乙名だけ大きい．た劣，被埋草ｔ圧分謁ぐ，

v-v,の潮定鈍囲歌超友る薦合房･，ゴンデン廿分圧を用い上ヒ同と方法で浪植を況虫す

ユとができる．
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ﾉlμﾓ;沌砥抵拡の低下寸る見合味式(＆,12.)に但§し'Ｚ

Vs=v;fトいlujCnC I
( 8, 1 S ■)

　戻っ７-戴Ｋ!雨天暗沁定は、鴎天晴測淀迪.おりｲISLが砥くな５のでμ意き要す４ｔ

し涙黍ならばト式価｛幻吃よ.り補正寸るこどは可能でヽある．

　いまJﾋ九刑叱区交流昏ﾋlz際し行った封電誘噂呪:圧賎胞勿を表＆lk!示す．

表8］ 交流憩ﾋ区向芦盾郡斟君圧渕庭
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　(/O

発車ﾉ除から

の臨駐ぐ々lt）

姻克駝圧

　　(Ｖで)
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　一報|!遜溺両稼働が平行する揚台の誘導電圧は斎電誘導、現磁誘爆両者が警なり合

つｚﾚ緑莽端末条件によっ乙檀々な形七なっ乙現わ7れるﾀﾞ)しかし拓両吟あまり核灘ど

せずヽ必｀り隠芦辺誘噺奴g誘眼則の電圧搾により、砲痴淵咄聯馳μ虹庵肺エ『

に.よるこものどし鼎斟珍鬼し乙考えるこＵはぐ行力九弓．

　いま筒単び』勉め峰、秘は遡誘廓礼とにふいｚ一見と見なレに繩頴砥免へび)電圧

七㈲)ると表訟２のようにな５．友っぶ㈲爽涼の対雛でアースし乙宛端はあヽしぼ電

丑卸ｔ診緋/ｊ､電端1渫起既力むちtﾐあるこ乙紅できる．こ(ﾌ頑合の郷叫ぱ猷条

り)Ｚ刈細址さいので崔揖のこﾑのでよ(ご、勿論ｙ､ｙかり一層可でヽある、肘｀レ

加紙勧嘔ぐ赤－ぶμ(巾雑菌仏塔丈琴)が心吠心丿含表

ｇ２より判る尨り電圧は線永漑載の影響ｔ侵けるので４の袖:正を必委とす５ふうはな

５、商用周岐教の剃交々ヽ同離2ゼの必祭はﾉiしぶ｀､者声烏玖邨ま虐はゼれより高い周

波が町4韓にこの釦ｚ忿老寸句ど専μ劣る．　　　　：　　　　　　　　　．　　　ｓ
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　　’るぷ、これ|必･－アルの嵯蔽路用による．即ちアースのある４つの錫合詮平均

　　　して誘ぽ屯圧ぱふーアルの場合／＆ど剔μ、裸線卯易合２とｸ､Ｆ竹～乙な４

　　　我つてこのケーアルの匯辿系我はs-8-,f% ^n-i>、たぐし碍酵陥このｙ－フヽI

　　　ルlｔよ.り若干の迄娘作用を受け乙いるので、9-SツＺ･よりは砥う少し良い筈１･

　　　ある．このケーフヽルぱ糾故ヶ－フ｀ﾘﾚであり、両端の権吃抵抗の和は約ワ氾であ

　　　る.

　　（Ｖ）誘妬区向外では、起電力はないので、両側へ電瓜は攻姻２滅願してぃ５.

　　(Vf) t#電誘蝉電剖儲Ｍれの55zの出ﾌ､２は23､らータユ57、ケーフヽ｀ル包含tヽＮクｊ

　　　ではｙ入.訊ぢ’７であ５．　　　　゛　　＼

‘次こ試還卜禄線（ＮＱ､２.）のデータ乙別ぶ辱られ知脊線ぬ妨する静電誘媒24乙巧

電磁誘噂２タ､い沁ｋヽ乙より、洛曖圧のやフトル図包溜ぐとSSリ万の叱りｋなる．

　う丸に姉ｍ導媛涯jl勅φ糸12電圧搾のみを加え、電液は良き:ない吠貼７ヽ、匯信

劇包アース珍しとし謬琴電圧乞丞鵜線上のｲ王尭ヽ晨ねうしv-乙以炎寸帆ば得られる．また

電銑ｸ海面五山瓊加比電波工P観１しヽ盛信島の端永包アースし.ノ他瑞においＺ電

趾痢浚包行えは淋られる．　　　十　　　　　　　　　　　　　　／

　』

姉亀戮吃船延誘暉どの双お憧登さぷる．この賭か進信線の中央友ぱ略ば誘嬰池

　夕乙ヽあるのでソこの長の測甕庄雨胴欧牒遷圧のみとなる、こぬ赤心の獅μ岸を乖｀

、める屹ぼ両城ａ政4磯ぱあヽける電磁吋免値と、別12得ら帆九建磁疹皺牌り7とよ､り、

図沁y励理七行いヽ中拠叔びふり距離之が｀け離れ九矣の亀位屹々添上抑決

史古沁４｀よい．　　　　＜　　＼　　　　犬
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図S,８ 電磁誘噂電圧と静電誘導電圧の重ね

― 221 ―

ゝ♂

Ｗ



　８ユ３　麗音電圧の測定

　　雑音ｔ圧のJL定はＣ､C,I,TT.-5戎定し八灘春附訃飛数と等しｊ国波数作吐包持つ所

　謂雑音亀圧jl淀爵含複用し乙行う。この適合匪信む匍懺淵治時性インピーダンスでヽ

　成端し､測定嶋では整合用トランスを直して６四面で彼端し、^ooSl端子の電圧

　咆則芝L7、屹の遊り総電別軋との２聯の佐左雑意起電力とする。

　　布賑の箆削班調剤恥へヵ端子/fｙビーダン不､ぱ昴ク皿と高桓坑(ﾉ涵皿以上)

　七以溺晩、あヽよ区政旬貧者忽一白と線条、大地向趙昔ぐほｰらヌばら一司

　猷刀換えス／り今か設けら配Ｚいるがトこの徊乍により、急場合の鞍訓み勤[！俗売み

取るこいとにより疹妨潮者の匯惨加丿亥咳ろ平とかできる。本旅中μおトｚL占２緋

　嘴電圧ヒ記号し趾叱のは腺向雑者を入力んク皿呂しｚ画良し扁互ンレＥ素腿滝圧

　ば、廊鄙大遡凱陪宛含入力癩財び強直しが直でヽある。この両君のFﾋ李が川卯く

　の追白頑張脂ﾋ区向言尨は覆ゐ線知の廊靴と用屹よって生吐位昔であることか

　多（、＠言爾廊肩尨以坪㈲難好な場合１ヽある。三川沃七-z、両老力ﾄ呻が∧

　ｌり卯〉の場合ぱ電力線よりの誘県作用は斜)たぐ盛ぼ回梅泣岫の漏話または

　碑法政遂ずく推喬が、首削剥垢回ご線が随残チ裳の適合でヽある。この方面が皆

　　　●　　　・　I･ ●一一･●●･●　●●｀●j.　　　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　刈必蘇となる。次に人かｲﾝﾋ・ニダンスゐgl晶ヒ西助吃の双方の測克で健、匡鵬

　両肴が隠者電圧比ぱに４(心ぺぶ八｡功乙ぷ心酔妬インり一ダンスμ仙λど咳㈲尨

　＜なるが盛励釦暮さが｀1易ｇ以下のヒきは/ｙt.心

几するので必らず両端を双兇圧り咸端に幽鬼勿ｊうべヽきである。刄お雅｡し７甦亀誘

　勝は低メンヒ･･－ダンスそ小さくなり、砲磁認柴よ乙ク∂ぶと/ク応兌以上どの芳異は

　少い・

　　次雨哨1順涯の暇洵鯵砂沢峨]る瓦めに、自動言咳試周皿甜績ま丸皿闘

　政数分明答名伎用し尨。これら/徊可加乱指示部分が異ろおけで、ホ体ぱ八デロダイン

　式回より、才細周淮軌と撒準肩攻駄どの荒周波朕を躍蟻7)回鬼ク／|ルヌ吝直し乙挾出

　する方式｀(7)乱のである。こ邸瓦穿;､吃より周岐戦久へごｸﾄﾉﾚ必準朗了ると几ぞの斑者誘

　喋源豺霞走するこヽ乙が｀でヽきる。亦ﾚ、ば概粉論柘皮か謎焼的自薦出､されるときは、整流

　敦乃疸追側縮剛線よりの影柵を強く受け･乙あ｀り、奇絢齢印整が治り伽薦出されると

　辿は整廊ｋ劇戊副脆啖池よりのぞ渚れよる叱のでヽある。

　　図g岬は瓜唸扉仙川鴻の⇒I皿線吃生ﾋヽ俯

久りれ虹電ﾉEh/ふクク▽倆の馮朝政電圧とを、向時削耕卵賎し尨拡果て傷る。既た

　膏３秀で吐ぺヽ梶通り、この場合値波電化)の誘塀厦圧紅名参拝岐乙迂詑起錯洋電圧

　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　― 222 －　　ト
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にlゼ列し，･£の比府政教は蛇り,／となっている. n.-iM信擲尾絃と靫喧ﾀ匯jとｊ)向師

はノ∂祝，匝信線艮さはS-Arii.-でヽある．

　次りを缶吃圧政侈の1剖ビＬで直洵むﾋﾞ区向ｈ.£‰乙ブラウン嵯オジロスコーフ・

徊上匹りフ帆旬鯉湘歳の結果ｔＳ＆／め２示し乞直次及喫がねフ心し夕の溺さ場

合ｋなし暢合と皿相冥が明喩1ユ認められる．
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図8,10　直流剛ﾋ区向12おける誘娼剔Ｍ形の一調（L,E雑音ﾐ）

　　　　　R政］友年に月フ日上が線長岡収交換空
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　ホ文を:終るIZ当り、以上分１庫乃至才８岸12j;｀いて筆者の行った研究ならび}２ゼの

成果を以下に概拓しＺおく。

　　　オ１珠　緒　論

　　旁２偉　吃気鉄道回路の電池特性　　　　　　　　　　し

　ｏ)粕亘乞大地痢浴回略と港え、ゼの上の曼圧、電遵分布の餌柝を行った。

　　この妬累より、勅直中の乾波セ一定聡れ雌惣皮斟逼漉に分解しマ考えること

　　のできうことを立証し､以:もの理油展閥を容剔士した。

　収)勅選の軽滅源歌既定義し、２他力憚溥電圧、レール健瓦/1ンビーダンスにと･

　、のようた影響忿将つかを実証した。

　(32〉軌匿＆び電肆線回路のｊンビーダンス計廓式｀を求め、名莞の実験データにより

　　本式の実用性、誤差の程炭など･ヽを実証した．ｌ訓牡暗声局皮数布でこれら定数

　　がどのよう双特性を荷つかを剣突的に明らかとし九

　十オ３扉　既気鉄ぼにおヽ吟る誘靭乍用

　(4)電気仙互の各種き電回剤ｚ姑応ヽして通信線への誘尊電圧を計算ずる諮式を噂い

　　た、特咆見政樹ﾋc7)場合臼肌里転電流による電き誘偉、直流{駒ﾋﾞの瀕合にはき忿

　　既圧の埓つ妨害亀圧割゛非常に大きし/x筏割り刎脊つこどき吹証した。

　(S) --^には辞電岬革電圧りむ敲1暉電圧励忖燧Fする適合か多＜、ごの場合に逼

用恬る簡易計ご牒式｀を導いｔ。
..－'7？

(Ｇ)ＣＣＩＴＴ(７)准奨する話者電圧計算式｀13検討むtlえ、セの血用範囲を明らゐ吃

　し見さら旧ごれが直用できなし面合にっい７新らしい制講式を邨し脆。ホ武は

　特に釦笠胞瓦凌する遣るは直用する妬ので日和２あヽける鉄道と遂信線どの南係位

　曹μおい司よ将ぱ重瀋が愈未を眸う迂6である。

(ワ順導訟肘す才３糾の路(錦絵限)巨ついて叙池畔詐、

　j葺浪線３夕む７加圧試験デし夕低直用して理諭の妥当力ことを確認し九

　　升４憚づ通信回線の彩炒隻と貧吝　　　　　‥‥‥‥

(印通信回線の吊釘曳か誘謀雑音に大きい影響恕吟っこどき示し回線彩痢浚と漑

　修平愈痍の意義嗚ヽよ次ヽどの劇変方法を与えた.

C9)回琢平環該含民好ｈｌる九め、線条の物っインピ一ダ゛ンス不平衡£｀よびアドヽミ

　ダンス不平衡と平衡度との拓御包恩命的に突明し、ま尨霧崎線jと陛嫁左ﾋ･｀の諺枕

　　　　　　　　　　　　― 227 －



　線ｈよって舞険的にこれらの鶴系(刀豪当たことを確かあた.

㈲)雑音平痰咳と不平衡ピの邱Rを電?論的lこ究明し一搬式｀を与えた、この醵累によ

　ーり尨永の滋二浹氏らにより海えられた十算式ぷ特別の場合回鋸はれる二どがヽ明ら

　かと愚っ左．　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥　‥　‥‥‥

印)平筏賎の周満配寺性包各所で測定しり吉系、裸線烏ヽよ吠｀ケーフリレの場合こも共に

　平衡涸Lは多くの場合斤V-＼:yfi-fるこどが判明した．

帥)昏言回線乞櫨成する捺余を久叉寸ること昶平衡度の吹暦に如何1！重署であるか

　を実験的た立証し、血当な

(13)回鋏の多数の通信回線について平衡度の寅状を調査し、裸線の場合大多教師ぶ･

　％)が46<7(B Mfえi､ことを示した．だお万一アルの場合はデド

　漸減hodS以上でヽある．

　　旁５偉　交流電気哩転における吸上皮圧香の効果　　丿

腸)肢と皮圧巻を沫iする笥:庫線回路(ＢＴ(7)みの場合、ＢＴとNF6!)ある場合)だ

　っい乙各昴の亀流ヽ電丘･7)分布を占える理論式｀を暉き、ゴ飢Ｓづ山山線における実

　丿倹によって立証した．　　　　　　‥‥‥

化)止詫結果を利用して吸上変圧唇の誘蝉軽刄躇敬也｀よ配吸上裳圧巻のある電卑線

　回路び)インヒ・－ダンス計算式あヽよ叫誘専亀圧計輦式などを琳し吹、さらにこれら

　は柚山線､北哩線なと吻実験によって妥当憲ことを確かめたパ

　附加するこどによる電琴線回略バンビーダソスの渚如は周波数以t潮し、ぜの比

　冽児赦は３､３八.屈､ｸﾒﾉぷ句ヽあることを示し尨．　　　　　　　　　◇

(16) 05.上皮圧唇∂)原磁インピーダンス及ぴ‘漏琳ﾝfンピーダンスの亀恋剛亀周政敵

　特他改どき刻筧し、誤比ﾋの重要島２明らかとした.

　、旁ら庫　交流動良あヽける誘和睦･　　　　　十

(17)交流匙ﾋの場合の則随庄､報音電圧の予測計琢式をji･え、さらに誘渫防止対

　婉竪定姻掛去ヽよμヽ対簾割物也与えて参恚とした．ン)結果は永文心唯した

りﾋ陸線知ぼ)、脆児島ホ鼠郭ﾋ線、喘剱線刄と切交流彫出直用Ｌ凱旅1防l'

　薦られ尨．　　　＜　　　、　　　　　　　　　ニ

(18)北陸トンネル政長さ的叫私t.び)長大レンネル匈

　Ｓ使用せず盛信ケーアル巨商遠鹸万一７ヽｿ1屠使用するヵ法セとり、嵯幽晦t励子

　つ友．　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　丿－

― 228 ―
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　　旁ワ専　直流剛皿.あヽける誘譚細雙　　　　　　　　　　‥

㈲)を流剛圃場合(7淑嗇吃圧の子測計茸に必要乃瀞厦蛤合啄教あヽよ臥電励始俵

　赦は斗3摩で永励起か、これ豺琲1して回鉄匝信順２片する代表例の計騨を奥施

　し誘洋険Uﾆ箆必要な？つの基木印R則を決め九.

(20)飛淘復線､福崎瞼l！あヽける直殖慰ﾋ区向部脚萌撲施例包示し上ま巳３つの聚則

による対峡の妥当なことき実証し私　　　　　　　　　　　　　　∧　◇

　　オ５譚　調査及ひ試験

(21)大郷掌毛脚の測定方法の中、自已む⑤系教法、比抵抗衷打よびサー今コすル頑

　斜徴の検討忿行い、ゼ九ぞれ実施上の珪発乖瓦公示Ｌた．この路限仝向的２∂∂

　斤所の傑殤呻の調査包茎期間}２実施して大きな疾呼の飢感狗碍られた．その

　吽東海痩冶靴ﾉ仙珀線卵擲デＬ夕ぢ喊;し尨ぐ、大地導聊碓氷≒謙迪け

　も傅合刈S常隠多（ごTL= O､1/＼.O､４の鮑由内にぶつたご　：　'“グ

(22)填空慧亀圧計匈吏府す５誘導電圧測定法吃つぃが渓討し九物嘔ｲば4線k:!おけ

　る曳験巴劣しX｀乙４ヶ所で誘謀電圧の同瞬劃定を行い、電磁誘喋吃圧耳ﾝy甦電誘茅

　吸迂の分布き宍ある方法き示し乞

(23) m宿電圧拠廻方法匯つし吃検討し、ｊ蛯(乃結果より誘噂絵沓源包判断し、また

　置信徊良否の斜庭セ下す氾わの指針を与えた．ヶ

-2 29 ―



　　　　　　　謝　　　辞二　　十
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諸方の証明

1、軌道の対地帰路/fンピーダンスヅ^■(2.20)の導出＼

　軟ぼ冷の帰電淑は２ホのレづレ壱浚列にして、同ビ方向に流此る。とれ叔、ゼれ

　ぞ｀れ1本のレづレの大銃帰嘔配インビじダンスをＺｉＺし､平行する２木のしール向

　相互／fンヒ・－ダンス之乙汝すれ凪これら２木のしづﾚよ叫攻咬されふ軌だの大

　地帰臨/ンゼーダンスＺ２ｚは

　　　　　ンai ―
^
(乙十乙）……=　　　　　　　　　｜万国

　然るに　　Ｚ２.゛Ｚ；十Ｚｅし　　　　　尚　　　　　　　　　　フ　　　　　　I-(2)

　　　　公｀レＺイー､レ一ルの内部/fyンピーダンズ（ツぬ）　　．

　　　‥‥‥‥　７ｅ°外部ﾝfンピーダンス　　　　　　　　´

建尨、外部バンピーダ｀ンスZeﾉ叉ひ鴬互ﾝｲﾝﾋ・－ダンス４についてぱ既池ボ文

中に記述し址匠り　Ｃ匹５卵一圃廠ｃ押kj次より次のように与えられる.

　　　　　ｚｃ＝［がfりり1.２３旧二２ルトげう卜ぐけ‰］ト(3)

zｍ＝ﾄﾞﾅ抑02叩T2白雨ｍy如町今‰)Iヤ)

紗し　ｒ‘レーJﾚの廓圃半蚤Ｇ４）

し　　Ｄ－し丿ﾚ間の諮推（６，）

←ｿ匹元‾．
　‥‥‥‥　‥昨大地埠電率Cce.s,e,m-ぶ）　，

式（3j〉バ４）を川バ２）り大入し乙。をぶある心延（励の娃り乞たる。

Z・.＝‘EZけけ万々戸(＼.23＼Q-J・μ�ｒＤ）|XI昌偏ト政）

２。電車翔t路の静電容乳式に2.22ンの導出　ト

　地表上に千行して置かれたこ水の埠廓廓水しつしドZ、こ避励吠る電圧窓Ｍ、

　込｡とし、尊体上の蜃濾胞政。Ｑユヒ寸るとき、これら順蔀胎攻の離賦｀外妬

　　　’　　　　　　　　　　　　　　　一杯圀次　｜－･　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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呼

V。＝聚Ｖ ５－は）

さ乙俵散見s乞代｀表的な数種､7)場合k2.つしば粛必ると、木文式(３､IOなｕし

(3.26)のu1りとなる。例えば頌も簡箪球7L=2の溥合陀つしＥz、基木蔵随一

(０　は

V, = F?,Q,十RxQ,

v;= fi,Q,十P.zQ^

Ｔ
Ｌ
Ｅ
卜
丿

乙でＱ２＝oとも｀き，升１式ヽより　Ｑ＝首

　　　バ/・＝青Ｖ.２聚x/;……

なお　F1,＝F自性怖こ政趾寸るので　必5－jkとなる。
　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　P,1

5-(4-)

Ｓべ５j

ら．フドミタンス不平拶Tによる電石話誘尊電流. 7C(4.38}の

　導出．　　｀　へ

　木文式(4.7)バ4.8)ビ目様吃,邁信数上げ聯より旱位長当り亀巍溺厚起吃

　力巳が存在するときは,次の式６∠ぐ)恚｀よびヽ６-(勾か鳶立する．

‾

憎二工xZ-E丿

一遥ｈ＝隨Ｙ
　ｄズ.･

♀

らｰ(Ｏ

　　jひｔ一瓦こ≒トｙ

　ｄ４１一石二臨ｙ

Å

らづ２）

　い次IEEか全長に亘って一見乙仮炭し,冲訊｀を珊くと　　　　　　　　｀

　　　　JIよ去:ぐ‾Ｃｅ呉イよ勺子子　　十　　

らｰ(３)

＜　　　峻＝ｃｅ゛＋ＤＪ“　　　　　

｜

　　　　　べず(づ４ｅ゛十吸ｅ‾゛)　　　　　　　
らく４)

　　　　　叛.＝ら巳いヰ陥ぎ'a゛　　　

｜

　ニゝでヽ乙. J, r, r^は式｀仰ｊ４)で与支られ左埴り，ま友甕粉Ｃ，玖Ｇ，

叫lが貧仝文教であり，この場合と皮(4,1勾と同じ条件包６-(仙石-ぴＤ２八｀

入し乙次鮑歩る．その結果さら吃姪信線が比咬的短かこ，以．以´などｙ∂吃

近い凶反発し乙得られ九式胞整麗すると賊｀6－(幻の丘.りとな乱

　　　　　　　　　　　　一附録７－



λ､Ｑ＝
　ｒ(バーガ)E

jｚ。十ら(ト尚う
ら－C5）

TZ[仮上喪圧届､二次巻韓電流、式(匹.|ら)お｀よ叫引牡の冪出

V。

→工I

　　　　'T2

図　ワー(|)

ｙ

　吸上良圧器お｀よび貝を電線を有するき電区向

の中向区向眩ついて電波分布を考えると、レー

ル中の涙宸電流は痢児し得呑握力小さく､潅1つ

てレール亀位.砿、Ｖ２は○でありレレールK2

は誘啄電改のみぷ渡九るので、レ丿ﾚ電波工２

あ｀よひヽ員吉暁挫電流］:いこ向して次のjギワーび）

が廸立咳る．

�乙ユ.十jII乙.十ljフバエC)ニ　　　⊃

(ﾕ3 Z33T十ユに七十i,z,汗ｐ十工‥IZ卜1十両乙ご0

～
ト
ト
ｒ
ト
す

ﾜｰぐ|）

　尨ヽ゛し　Ｚ。z, ＼-tm.上良EEi=晋の一端に=次勢腺向峻亙インピーダンス£よぴこ

次懇線の励４／fンビーダンスと歩，　　　　　　　　　　　‥し

　しN吐　　　　　･･　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　ユ

　……　坦ニ‾士Ｊ　　れ゛‾キ　十　　……………ワづ２）

　ど■｀き式ワー（|）をon, m.について塹理すると，つ　　　　ユ　ト　▽

viZii十1rLZ23 = Z|2

ｎＺ・3寸-rvi.Z33こＺ乱

フーぐ幻

　　　　　九x゛し　7j3＝733十Vp　　‥‥‥　‥‥

　　　　　　　　　Z,'3 = Z,3+Zn･t/i:）

吸丸吸上袋圧尽は巻数比１：゛１であり，満洩/fンビーデンスは小さしxのでヽ

　　　　　Ｚｚ 、Ｚ。、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

と妬｀くこＵＱきＳ．　　　　　つつ　一　　　　。　　▽　①

式｀ワー(ミ)をｔバｙ1.についｚ解けば浹の疾ワニ江)を得やれ乱

m'＝

　Z..Z/3一ZI．Ｚ２ｊ……　，ソZI; ７ らＺＪ．

レ乙2Z;3－Z£ヘニT否百でこでこ

　　　　　，●　　　　１　●　’　　　　　　･■･　「

　　　　　　　一附録.S一一

ワーぐ4j）

フーrぢう
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・４

､ｙ

ｆ

４

、.●/

ｙ

れ=
乙3ZIトZI2Z£　　rHoZ,3 -. n^Z,3

ΣＲＴラこニ‾町ニ‾こ‾る

た､ヽヽし

　　　　Z,z
ｈ。こ-　　　　z,.

　　　　　　　　　　　　①

四万に「-③

％　→Ｆ

　　　図　フー(２)

　　　　　　工＝

V;
④

∠ｎ'L工｜

ｍＱ＝

上

フー（Ｏ

フー(フ)

フー（Ｓ）

フー円）

z≪

-
Z2Z

　次に!しール慰立哨あヽよびヽＶ、の無祝できなしU易合は、レール電位差哨一卵こ

より、ＢＴの二次側回路に沈れる電涙乞がめる．

　　図フーは)処おい･Ｚ

　V<.-V,=[工乙宍十]ﾌﾞ乙3)Ｄ

　Vo- I/, = (工気ゴエＺ，3)Ｄ

この式包工にフい７解くと

Va-V,

匹‘Ｚし

　………:這゛｀し▽ｚ゛T:j瓦(到3‾ふ．ア23)Ｄ　十＼

式｀ワー(＆)之式ワー収)雌口元，]:3セ求め５ヒズワー(9j〉となる／

ａ　吸上皮圧器の誘導軽述係数仏式(ご珪ばよびヽ式(5,32)の

　　導出。　　ニ　　　　　　　　　＼　　丿

　吸上肩圧唇の誘頒勤4俵数をは式江30少より光義き斑亀ざるyi3' ＼0

　に出入｀尨ところ11より丘｀政一(０が銭立フ，　　　　　　　　　ニ

　　吸上知ヨ釦)尨い裾原回路のん働t＝=(トｔ。)工ぶ　　　　　　　　３-(り

　　九ヽ?ヽしＤはそ行Ｅ酸ビづる。ま左図曳以浪)み場台切中向区向乞児るに，しー

　　ルの平即l政ぼ式阻ワ)で与えら戦セいる。篭れ故中向Ｚ向の仝A･易４は淀

　恥-(ぶ)の匯りとな５.

　　　　ノにけ工b2m.)DベトTi<,)I,D-i-(Iitn。功音txMh ~5~　　８く勾

　故に図訓(４)の掻合，式?-(l)ビ９べ功の比をとrり留は匹㈹のよう隠なる。

　　　　　　　　　　　　　　一附録９－



　　　　　　ｔ＝レヱー11．ニしﾋ。Ｊ工呉　　　　　　　　?-(3)

／　　　　　　　　　　　　　1- >1<,「ＩＤ　　　　　２　　　　　　ノ　　　　　　　　　ニ

　次に吸上幻ｉ・と負き電線のぷる場合の中向区向口島ヽけるÅぶぶぷ．式｀汪２ｇｊ）

より容易K!　　　ト

　　　　　　０一々ｎ－り４）工ば）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９べ４）

式？べ４）とS‘一山との比より式ぶべ氏）となる．　　　　　　　　　づ

長 一

一

図らー（|）

一

一

いま

一

一

ａ-に）

　ＢＴの１次忿線．２次巻線の原疆/fンピーダン

スをＺ。Ｚ２　とし．セの向の相互インピーダンス

之Ｚ㎡と寸剌ばト２次刑ループ回路氾づい７．

　１,乙十瓦Ｚ，＝（Ｖ;－％）

九べ・も辺）幻次側に免荷R乞持絞したとき

（乃２次側端子の電迂，　△

vl一戦
６べ|）

6-(2)

ら－C3ﾆ）

らべ今）

j5゛

1

1

､了

●･

　　ニ寸

>. .

－７rし-ru
-

｜一肌。

９。吸上披圧器を含ぴ績電回路の／fンビーデムス式の導出

　三Ｚ。→１　辿
ブ二

Ｒ

.l工２一一II七十

永瓦　Ｖ,一覧＝工ｚＲなる紋

12.一一
Ｚ。

-
Ｒ－トフ２

４。利所=Σ｀

長二漏糾辰数

　１．　　　Ｒ Ｚ,･
Ｚ＝－一一
　λ　　R-fZi

Z２_

工，

次に1次側から見た／fンピーダンスをべ岑こ夕ると

　　　　　　　　・　　　　　Zj　　　　　　、..　　　　　　　４゛ス‾石で　　　フ　　ニ

RZ,,　　　Ｚ,ＺＩ－Ｚぶ
一一
Ｒ十Ｚ２．‾ﾄ　　Ｒ十フュ

土

ビあ七ど

オ（|--f1つRi-Za-

　RZ,　　　　ﾉs.

‾節気‾‾１心
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吠

　,・j

　ｙ

べ

●　Ｉ　　　－

ｆ

X

，ｊ

ノ

尨､?ヽし zよ＝(|一々)う鼻爰ﾌ 6-(5)

　２)惣||端子を短忿したときのｊンヒｔ－ダンスｔＺｓkZj5゛くど式｀６－(４)ｌ･！あ｀い

゛乙Ｒこ０ヽとも｀き

従って

Zs1＝（1一義りＺ，

Zよ＝Ｚsh.下言な丁

G-(G)

６⊥くワ）

　ま九‘2次側端子包慨放し尨ときの／fンピーダンスを乙f,と£｀くと，式６－(４)1･2

おい'乙R = coヒ£｀き

Ｚ。Ｐ－ Ｚ， 6-(8)

４靫！Ｚ５Ｊま満身/|ンピ゜－ダンスぬ，Z。rlま励札fンピーダンスZ,e に等しい。

即ち

第言乱万,↑

　　　　　　ｕｎ/二匠

故に攻'ら〕(４)はﾝ欠式６-(㈹の攻うk!
疆

＋４
Z.e
-
Ｒ＋Ｚｌｅ

式らｰ{的包等厠回鴎}２表わ！-と回６－(２)の進りとな５．

ミ1

Ｒ

Z,e=Z。バ２朗朗棚ﾝﾋﾟｰ鈴ス)

Zｽﾞ＝乙ｋ(２次仰丿短睨ﾝ呼夕ｙj)

5よｙ･≒;へ･

Ｄ

　Izx
Ｚ１２ｄズ

,ｚ゛Ｄ’ｴヱm

‐附低目－

6-（9）

6-no)

‘ト･ダ6-(il)

e-(u)

Z,e
-
Ｒ十ZIぞ

→べ　　2,e

図6-(2) BT.の1 }Xm＼より見九ｊン1二゜－ク５ス笥魯回略

　次にき電回略にBT-mmしぢ誘合をきえるピ。母５,１(４)Ｊ)場合，ＢＴｌｇ

向内の既厚線ゆの電圧降下Ｖば

ｖ＝工√Ｚ。Ｄ十了

　'＝11711‘p呼を

工３tに:弐｀し５.ワ)赳ｾﾞ入レ



／

　　　ｖ °Illzll工)-fZ,.工)j(-7n+n・)l1述ｔお1乱孚－ｎ。IIL‥＼

故に電耳麿卯分の/1ンビーダンスＺは　　　　　‥‥‥　　　‥

　　　乙ニ‾
y

7°乙工)－2ｙ)ﾔ(゛-７い首ｔ゛孔ﾂﾞ:ど“う　ら:岫)

　次r！BT1部分の１次捲線端子より元たjンヒ・－ダンスlｔズ6－64j)となる．

　図ｓ.けのの揚合、Ｒは２次側端子の接続されるしール聡位羊を込削除し拓七

の咆等しくなるから

　　　　　R゛２･（/X十Ｂ）ｓ’／ｈ　　　　　　　．．

ご奴に式（｀Ｓ､６:）を代入し、ズ6－（|萄の通りビなる．

十＼　　Ｒ／2Cj乱.）ＺＩＳぶ以孚

　　　　　‾’ＺＩＨ- ２１１．ｓｚｔ４迎呉尹

６－(１４)

6-(l5)

　ズ6-(13)に式｀６－(４)回中Ｒに６－(･５)勿ぞ人し]勘Uえる乙式(S34j)

が塀られ乱

　次に図５丿巾)の場合は，ＢＴ↑芒向内にｔ執脆中の咀圧降下Ｖは

　　　　　　ＶこTL,Ｚ,ぶヤ：r,2,,D叶I3Z,3Dこ･I,D (ZM-Ta2iz-mZi3)

　　　　"゜乙゛づ7゛にい‾夥ZIにI>t2'i3)工)　　　　　6T(|的

またＢＴ、ぞ同ヽのインピーダンスぱ、やは乃が6-{4)を改用レ威玲のＲは次

式６べ|ワ)の通りとす丸ば｀乙ａと式６-と４)で与えられるＺ右加え５ごとに

より式(ら､３邨力塀られる、たヽ;｀レ　　　　　　　　　ト

　　　Ｒ-＝(Ｂ・の戸次個端子の舶堆)ﾉｴ√……

　　　　　＝工I乙3D十こ[ユＺ２・Ｄキエ3之33ソ]ｿﾞ3

　　　　　こ(233一犬乙3キ脊ｚｚ3)Ｄ

式６－(円)は岬ち攻て5,40)である。　‥‥　‥　‥１　　　　ヘダ

ニ附録12－
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10.米流電気鉄道l仙ヽ|肩肘電誘導電圧あ｀よび電流計算式の

導出
…
…･交流曼気炎厦たおし吃は、正柚廊|仕吊架線おヽよび‘電車線のみよ6なるし……’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　・　　・　　　　　　●ｊ●　゛ｔ．　声
……ここの之ホ謀体の蜘面鳴瓜ｚ丿し吃、自己嶮位辞、数を名七起こり雨ｻﾞ節式ぢＬＧ）

　　　　　　　　　　　　　･･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　’．’･ａ¶　　●　●･．？　●Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　Ｉ　･-　　　　　　　-● ．●ＩＩ-　ゝ　●●　　｀･　ｔ’･
へよりへ平行亨る架空地蜂線条ぺ０）政喋電圧返ば⊃　………　’………………

い千ぺ

こヽゝでP。戸２ふｔ

2,1，

一回

　　　　　　＿ム♭与(｛,ぺJ2　　　　11十

十　Λイア百司し

　　　銃ヽ･｀し　ｎ亀一電璋抑弥刀等価匈本の半蚤及び鴨さ.

（妥lに附録表３－(２)訟よびヽ表3T-ぼ)の盛但包で人す畠じ

　　　　　　ｙ　　　　6与({,々乙}２　　　……　　屁７不可高知二百耳T7Tこ『ﾐF j＼＼

＼o-(心）

|0-(2)

　次ピ架空:細胞④之堵地.す５湯合は、鴇.＝0:ｋ.なるので幽賦｀５－（４）あり亀

包ぶめると、　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥ﾉ　　∧ご∧ｼﾞl………………

屯＝廿尚尚
しかるに堵銃しない場合の線衆④の靫知士式10一的でヽ与えられる，

∴ら.＝
P。

一一F‰ぺ,突　　旨

一一Cx-

I１＝－

Vz

込

10-(3)

に)－(今)

-
Pii-Ri.

尨ヽSヽし･Ｇは附録式｀2－(6)でヽjiえられてし/･る。然SKI Pu IホP,1はtごじＺり既

に非常にJbさいのでyp,,-R.ぱ殆ぺど1に近しｖf直となる，

　　　　∴ＱＩ＝－ｃヱＶ２

さ乙椿地し極ときの電政を工2.とあ｀くと｀　　　　・　十

　撹つ２作戦④の長きJK!ついて(7)紗電:容量Ｇセガめ，式｀10－(司囚ぞ人する

と，式(ﾜ,２)の通りどなる。　　・

　　　万一　ニ　　　　　　　　ー附録13－



１１．複線軌道の軽偏屈数会の導出

　　き電回略ぱ電聳線のみの盛=乙健単な疏線軌迦}２£い乙一訟ボ朗湾づ例えばヽ上

　り線)ね電欧工、が流れ、他夕の電軍線㈲えば下り敵)には電流はなし吋のヒす

　る、まち軌道は上り織乞6い下り峰を♭。の添字を附す席のどし、中間区間で辿

　衰電流の爪が将硯でヽきるところでヽは、レール電位は○と考えてよいので、次の武｀

　目-(()が喊立１る。

　　　　　IIZj十工♭I Z2ｚ十工b2 Z23＝0

　　　　　］:,Ｚ･3十］:♭,乙3十≒２７２む゛Ｄ　。

|

両式旅ロえ５ビ　　エ.(Z,zﾅＺ,3）十ぐZ2ｚオＺぶ）（工♭けIbz)こ０

　　　下耳仙十Ｉよ‾工尚尚　＼

　だ晋）に孔。ｏオ晋）で瓦義されるから

　■　　　　　　1　　－　　　　Ziii-Z,3　　　　　気＝１一一一一一一
　　　　　　　　　Ｚ２ｚ十Z23

　茸線の場合は　　長＝1－ｎ.。

　j,複玖の場合は　ｎ。＝｡こ巫辻乙い

　　　　　　　　　　Za十Z2ﾖ犬

となる。
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